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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ──初恋と死神







　僕の初はつ恋こいが十九だった──という話をすると、いつもみんなが笑った。


　遅おそすぎるだろ、とか。


　噓うそばっかりついて、とか。


　ほんとは遊んでたくせに、とか。


　でも本当に僕の初恋は十九のときで、それまでは女の子に興味を持ったことすらなかった。


　そのせいでよく、両親に説教もされた。


　両親が用意した良家の子女を、会いもしないで断ったり、友達が紹しよう介かいしてくれるという女の子たちにも気のない素そ振ぶりを見せていたら、ある日父親が、


「リューラおまえ、いい加減にしろよ。もしもおまえに男色の気けがあるんだとしても、おまえはリュートルー公こう爵しやく家の跡あと取とりなんだ。子供だけは作ってもらうぞ！」


　なんて怒おこりだしてしまって。


　それに僕は、笑う。


　もちろん男色の気などなかったし、そもそも自分が女の子と付き合わないことを、まわりがそんなに心配していたとは知らなかったから。


　だがそれでもしばらくは、女の子に興味を持てずにいた。


　いや、女の子に告白されて、何度か付き合ったことはある。


　だがそれも、両親がこれ以上心配したり、怒ど鳴なったりしなくてすむようにするためのカムフラージュだった。


　そして当時、僕の心を女の子なんかよりも遥はるかに強くとらえていたのは、他ほかのものだった。





『魔法』だ。





　このローランド帝てい国こくの研究者たちが作り上げた、ありとあらゆる『魔導大系』に、僕は心を奪うばわれていた。





　最初に魔法を教えてくれたのは父だった。


　僕が物心ついたころに父が、魔法を見せてくれたのだ。


　それはひどく簡単な魔法だった。


　小さな火花を起こすだけの魔法。


　魔法の基き礎その基礎の部分。


　だが子供の僕にはそれが、なにかとても特別で、素す晴ばらしいことのように感じられた。


　まるで奇き蹟せきを目まの当たりにしているかのように、僕の心は躍おどった。


　それに基礎といっても、初めて魔法に触ふれる者にとってはその感覚をとらえるのは難しいらしく、普ふ通つうは最初の火花があがるまでに数か月はかかるらしかった。


　だから父はこう言った。


「最初は難しいだろうが、だが魔法が使えなければ立派なリュートルー家の跡取りにはなれないからな。努力しなさい」


　なんてことを、言った。


　しかし僕はそれを、どういうわけか習ったその日にできるようになってしまった。


　それは偶ぐう然ぜんだったのか。


　それとも運がよかっただけか。


　とにかくそれに両親は驚おどろき、喜んだ。


　親というものはおもしろいもので、自分の子供は天才だと思いたいものらしい。僕の両親もその例に漏もれず、僕のことを他の子とは違ちがうと言って喜んだ。きっと天才だ、などと、もてはやした。


　そしてたぶん、それがいけなかったんだと思う。


　僕はそれで調子に乗り、本当に深く、深く、触れてはいけないところに触れてしまうほどに深く、この──『魔法』──というものにのめりこんでしまった。


　それこそもう、十九になっても女の子に興味を持てないほどに、どっぷりとはまってしまった。


　とにかく褒ほめられるのが嬉うれしくて、夢中で魔導書を読んだ。


　そして一冊本を読み終わり、新しい魔法を使ってみせると、みんなが喜んでくれた。


　誰もが褒めてくれた。


　それが嬉しくてさらに前に進む。


　さらに新しいことを覚えようとする。


　やがて四、五歳になるころにはこの、ローランド帝国で出版されていた魔導書のすべてを読破してしまっていた。


　それをおもしろがった父が、王立魔導研究所の外には決して出てこないような最新の魔導書をコネで手に入れてくれて、それを読み漁あさるようになる。


　さらに教師にも恵めぐまれた。


　当時力があると有名だった魔導兵や魔導学者を父が家庭教師として雇やとってくれて、僕の知識はどんどん深くなっていった。


　もちろんすぐに同年代の貴族の友達とは話があわなくなった。そもそも僕は魔法の話にしか興味がなく、その魔法の知識が、同年代の友達とは比ひ較かくにならないほどに増えてしまったのだから、友達などできるはずがなかった。


　やがて僕は、ローランドの魔導大系の粗あらや穴が気になりだし、その研究を独り始めるようになる。


　友達はみんな女の子を気にしているのに、僕は『稲光いづち』の魔法展開速度の遅さや、『崩雨みすみ』の発生水量の加減のことばかりを気にしていた。


　十四でその、『崩雨みすみ』の水量調整法についての論文を発表し、十五で『稲光いづち』の展開速度を改善するための術式を考案して、そこそこ評判になる。


　そして、十六の年──


　なんと僕は、史上最年少の魔導学者として、ローランド帝国王立魔導研究所の末席に迎むかえられてしまうことになる。


　ここで初めて、僕はローランドの中で少しだけ有名になった。


　ローランド帝国王立魔導研究所──通つう称しよう『王研』は、本当に優ゆう秀しゆうな魔導学者しか入所を認められていない、この国の魔法大系すべてを管理している最高の研究機関だったからだ。


　もちろん当時の僕には、そこに入るだけの知識や力はなかった。


　だが、公爵だった父の権力は絶大で、コネだけでこの国で最も『魔導学』の研究が進んでいる機関に、僕は迷いこんでしまった。


　当然、最初のうちはついていくのだけで精いっぱいだった。不ふ眠みん不休で頑がん張ばったのだが、それでも日々失敗し、知識不足が露ろ呈ていして馬ば鹿かにされ、親のコネだけで入ってきた間ま抜ぬけと貶さげすまれた。


　だがそれでも僕は努力を続けた。別に苦痛は感じなかった。なにより自分の知らない『魔法』の知識がそこには溢あふれていて、楽しくて仕方がなかった。


　とにかく『魔法』が、好きだったのだ。


　この、世界の仕組みを根本からいじってしまう、『魔法』というものが、好きで仕方なかったのだ。


　そして好きという気持ちだけで必死に研究を続けていると、一年経たつころにはもう、誰だれも僕のことを間抜けとは呼ばなくなっていた。親のコネだけで入ってきたお坊ぼつちゃん、みたいな陰かげ口ぐちは言われたが、少なくとも使えないクズとは言われなくなった。


　そしてさらに一年。


　十八になるころには、僕は新種の攻こう撃げき魔法を開発できるところまで知識を深めていた。


　当時ローランド兵の間でメインで使われていた個人発動型攻撃魔法『稲光いづち』を、その殺さつ傷しよう能のう力りよくにおいて大きく上回る魔法を設計することに成功したのだ。


　そしてその新種の攻撃魔法──『光燐くうり』を設計した功績により、僕は『王研』の中で、第四位魔導学者の階級を与あたえられてしまう。


　そのころにはもう、『王研』の中に僕の陰口を言う者は誰もいなかった。


　しかしその代わりに、今度は両親が渋しぶい顔をし始めた。


「おまえは魔法の研究ばかりして、少しは女の子に興味がないのか？」


　とか、


「あなたのことが好きだと言ってる娘こを紹介したいんだけど」


　などと両親が言い始めて。


　それでもやはり、そのときの僕は、魔法以外のことには興味が持てなかった。


　そもそも魔法よりも複雑で、おもしろいものなど、この世にあるとは思えなかった。


　なにせ魔法には、世界を変える力があるのだ。


　魔法には、なにもかもを変えてしまう力があるのだ。


　なのに女の子なんてつまらないものに、興味を持てるはずがないじゃないか、なんて馬鹿なことを僕は考えていた。








　彼女に、出会うまでは。





　　　　◆





　彼女に出会ったのは、毎日研究所にこもって本ばかり読んでいる僕を友達が無理矢理外に連れだしたときのことだった。


　貴族たちが住む区画から、外へと出ることになったのだ。


　もちろん普ふ段だんの僕らはそんなことはしない。


　当時のローランドは長きに亘わたるエスタブール帝国との小こ競ぜり合いや、さらに数年続いた異常気象のせいで食しよく糧りようが不足し、民たみの暴動が多かったからだ。


　さらに王の交代もあった。


　国内の状じよう況きようが悪くなる一方だったローランドにとって、新しい王が立つことに誰もが期待したが、しかし新しい王は前王よりもさらにひどかった。


　噂うわさによると気が触れている、という話もあったのだが、そのことについては父は教えてくれなかった。


　それに僕も、知りたいとは思わなかった。


　このローランド帝国という国があまりいい国ではない、ということは薄うす々うす気づいてはいたが、しかし、公こう爵しやくの息子むすことして大切に育てられていた僕には、それはいまいちわからなかった。


　なにせ欲しいものはなんでも手に入るのだ。


　食べものも、着るものも、本も、教育も、そのときに手に入る最高のものが手に入るのだ。


　だからこの国がおかしいとか、狂くるっているとか、そんなふうに思ったことは一度もなかった。


　それどころか外の世界を見るのは、そのときが初めてだった。


　もちろん、ローランドの王都と、父が治める領土を行き来はする。僕は王都にある『王研』に所属していたので、一年の大半は王都にいたからたまにしか父の領地へ戻もどることはなかったが、それでも庶しよ民みんが住む区画を通ることもあった。


　しかしそのときは常に護衛に囲まれていて、外を見る、ということはほとんどなかった。


　それどころか父にも外を見ることは禁止されていた。


　民の暮らしを見てしまうと、貴族は思いきった統治をすることができなくなるのだという。


　そしてそれに、そんなものかな、と、そのときの僕は思っていた。


　だが年を経へるごとに子供は親の言い付けを破りたくなってくる。


　友達の中でも遊び好きで有名な男数人がお忍しのびで城下へ遊びにいき、大層楽しかったという話をし始めた。


　なにより下民の女どもは貴族の女たちのようにお高くなく、こちらが貴族だと言えば震ふるえあがってなんでもしてくれるのだという。


　どんな態度をこちらが取ったとしても、彼らは抵てい抗こう一つしてこないのだという。


　殺したところで文句一つ言ってこないのだという。


　暴動が多いっていうのはたぶん、親たちがついてる噓うそだろう──なんて話を、みんなはよくしていた。


　一度城下での遊びを覚えてしまうと子供たちが仕事や勉強をしなくなるから、親は秘密にしているのだろう。その証しよう拠こに見ろよ、親たちはしょっちゅう城下で遊んでいる、というようなことを仲間たちが言い始めて、庶民が住む区画へと遊びにいくようになった。


　それでもやはり僕は、城下のことには興味がなかった。いや、他の世界のことなど、どうでもよかった。


　僕の心をずっととらえていたのは『魔ま法ほう』の研究だけで、他のことにはまるで価値を見み出いだすことができなかった。


　しかしそのことを仲間に言うと、仲間たちはそれに驚おどろき、だからおまえはだめなんだよと笑った。どうせ女も知らないんだろ？　なら俺たちが教えてやるよと、半ば無理矢理外に連れだされてしまった。


　そして初めて外の世界を見て、僕は衝しよう撃げきを受けることになる。


　貴族たちが住む区画の外は、僕が思っていた以上にひどかったから。


　街を歩く人々の表情が暗く、街全体に──いや、国全体に暗い闇やみがかかっているようだったから。


　そして僕たちが乗る貴族の馬車を見ると、人々の顔が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。全身を震わせ、逃にげだす者までいる。


　それを仲間たちが笑う。


　げらげらと笑う。


　僕にはなにがおかしいのか、まるでわからないのに。仲間たちがなにを笑っているのかがわからないのに、仲間たちはげらげらと楽しそうに笑う。


　そして言うのだ。な、下民どもはおもしろいだろう？　馬車で轢ひいて遊ぶこともあるんだけど、今日はおまえに女を教えなきゃいけないから、殺しちゃまずいよな、なんて言って笑って。





　──さあどれにする？


　──どれでも大だい丈じよう夫ぶなんだぜ？


　──選べよ？


　──ぎゃはははは。





　なんて、仲間たちは笑って。


「…………」


　その彼らの言葉がやはり、僕にはいまいち理解できない。


　ただ、この国が完全に狂っている、ということだけはわかった。


　なぜいままで気づかなかったのか。


　なぜ父が、外の世界を僕に見せようとしなかったのか。


　それが初めてわかった。


　だがわかったところでどうにもできない。この国はいま、こういうふうに回っているらしい。


　貴族たちがどういう態度で民に接しているのか、それは目の前の仲間たちを見ればわかる。彼らは親のミニチュアだ。自分が親の言い付けをそれほど破らずにこれまで生きてきたように、彼らも親の姿を見て、親の行いを見て、同じように生きているのだろう。


　つまりこの国は──


「…………」


　この国は、こういう国だということだ。


　仲間たちが言う。





　──さあ選べって。





　それを僕は断った。


　それでもしつこく選べと言ってくるので、僕は愛想笑いを浮うかべて、下民と寝ねるのは嫌いやだよ、と答えておいた。


　するとそれで、仲間たちは納なつ得とくしてくれた。





　──リューラは潔けつ癖ぺきだなぁ。


　──まあ公爵家だもんな。俺ら二流貴族とは違ちがうよ。





　吐はき気けがした。


　こんな奴やつらと日々を過ごしていたのかと思うと、吐き気がしてきた。


　そして父に対してもかすかな怒いかりを覚えた。なぜ、この国の真実を教えてくれなかったのか？　なぜ、この国の現実をこんな歳としになるまで教えてくれなかったのか？


　いや、それとも自分が子供だからそんなふうに思うのだろうか？


「…………」


　本当に、自分は魔法のことにしか興味を持たずに今日まで生きてきたから、ただ世間知らずなだけなのかもしれない、と、そう思った。


　だが、それでもやはり、これはおかしい。


　父が子供のころに教えてくれた民のありかたや、国のありかたとは、この国はあまりにかけ離はなれていた。


　それに僕は目を細めて、世界を見つめた。


　この暗く淀よどんだ世界を見つめ、


「……父さんは、いったい……」


　と、僕は小さく呟つぶやいた。


　そしてやはり楽しげに笑う仲間たちを見た。仲間たちは獲え物ものを見つけたようだった。あの女にしようと叫さけんで、馬車を止めた。


　馬車を降りて、彼らが貴族だと名乗ると、女たちは震えあがった。


　抵抗する様子はなかった。


　仲間たちがこちらを振ふり返り、すぐ終わるから待っててくれと僕に言った。


　僕は微笑ほほえんでうなずき、それから御ぎよ者しやに、馬車を出すように言った。


　御者は初め驚いたが、僕がリュートルー公爵の息子で、あいつらは二流貴族だから問題ないと伝えると、素す直なおに従った。


　庶民たちが住む区画に残された仲間たちは、止まれと叫んだ。なんで馬車が動くんだと叫んだ。ふざけるなリューラと叫んだ。


　彼らがその後どうなるのか、それは僕にもわからなかった。


　恐怖と闇が、民の心の奥底まで入りこんでいるのなら、彼らは何ごともなく楽しんで、帰ってくるだろう。


　だがそのすべてが演技なら。


　民のあの態度が演技なら、彼らは死ぬだろう。


　だが別に、どちらでもいい。


　僕にはどうでもいい。


　僕が知りたいのは──


「……リュートルー領へ」


　と、僕は御者に伝えた。


　それにまた、御者は驚く。


　ローランドの首都から僕の父が治めるリュートルー領は、それほど近くないからだ。


　それでも僕はいけと命じた。


　父がなにをしているのか？


　あの優やさしい父が、僕になにを隠かくしているのか？


　それが知りたかったから。





　　　　◆





　結論からいえば、父にはなんの後ろ暗いところもなかった。


　他の地方に比べ、父が治めるリュートルー地方の領民は、非常に明るかった。もちろん戦争のせいで食しよく糧りようは足りていないし、生活が楽そうにも見えないが、それでも、ここにくる途と中ちゆうに見た世界の景色とは、父が治める領地はあきらかに違った。


　わざわざ変装までして父の評判を領民たちに聞いてみたのだが、それでも父の評判はすこぶるよかった。


　父の治める土地にいられて自分たちがいかに幸せなのかを、延々と自じ慢まんされてしまうほどに父は民たみと心を通いあわせていた。


　だがそれは本当に珍めずらしいことなのだという。


　この国はもうずいぶん前から狂くるっていて、地じ獄ごくのような状じよう況きようが続いているのだという。


　いや、この国の王は、どういうわけか王座についた途と端たんにみんな狂ってしまうので、代が変わるたびになにもかもがひどくなってしまうのだという。


　そしてその狂きよう気きは王族だけじゃなく、貴族たちにも伝染していく。


　その狂気が感う染つってしまった貴族たちは、やはり欲よく望ぼうを増ぞう幅ふくさせ、横おう暴ぼうの限りを尽つくすのだという。


　おそらくこの国には、なにかおかしな呪のろいがかかっていて、そのせいでこんなにも暗いのだろう、というような話を、領民たちが話しているのを聞いた。


　もちろんそれは一いつ介かいの民の話なので、どこまで本当なのかはわからない。


　だが、この国が狂っているというのは、僕にもわかった。


　そしてその狂気に父が感染していない、というのがわかれば、そのときの僕には十分だった。


　それに父がなぜ、僕になにも教えていなかったかも、わかった。


　僕は他の貴族たちと同じ場所に住んでいるのだ。その、狂気が感染している貴族たちと仲良くするためには、なにも教えないほうがいい。


　それは、わかる。


　わかるが。


「……しかし、王族や貴族を狂わせる呪いというのはいったい、なんだ？」


　と、僕は父が治める領地を見回して、そう呟いた。


　これほど汚きたない世界を目の前にしてさえ、僕の心をとらえたのはまた、『魔ま法ほう』についてだった。


　貴族たちが住む区画や、王が住む王城には魔術的結界が幾いく重えにも張はり巡めぐらされているのだが、その結界の隙すき間まを縫ぬい、さらには『王研』の魔ま導どう師したちの目に触ふれずに、人を狂わせるような呪いを、放てるものだろうか？


　と、僕は考える。


　それもかなり大規模な魔法だ。


　何百、何千といる貴族たちにだけ感染する呪い。


　何十、何百年もの間継けい続ぞくしている呪い。


　そんな呪いが本当に実在するのだろうか？


「…………」


　そんなふうに考え、それから僕は、薄うすく笑って、


「もしくは人間にはみな、権力を持った瞬しゆん間かんに狂ってしまう呪いがかかっているのかもしれないけれど……」


　そんなことを呟いた。


　どちらにせよ僕にはどうにもできないことだった。


　いや、どうにかしようという気持ちにさえならなかった。


　遠くで人が死んでいる。


　だが、それは遠くでだ。


　僕の父の領地では、民は幸せに暮らしているのだという。


　なら、心はそれほど痛まなかった。


　もちろんもしもこの国全体を脅おびやかすような『狂気』の呪いが本当にかけられているというのなら、一人の魔導学者として、それを解かい呪じゆする方法は探さぐってみようとは思う。


　でも。


「……革命は僕の仕事じゃない」


　と、僕は言った。


「……ここでやるべきことは、終わった」


　と、僕は言った。


　そして帰ろうとした。


　元の、自分がいた場所へと、返ろうとした。





　だがそこで、事件が起きた。


「…………」


　そこで僕は、一人の美しい女の子に出会ってしまったのだ。





　　　　◆





　その女の子は綺き麗れいな長い黒くろ髪かみを持っていた。


　ローランドの貴族には生まれない色の髪だ。その黒い髪を揺ゆらし、なにやら嬉うれしそうな顔で走っていた。


　そしてその娘こがたまたま僕の前で転び、痛～いと叫ぶ。


　僕はそれを驚おどろいた顔で見下ろしていると、彼女は顔を上げる。


　恥はずかしそうにこちらを見上げ、


「ちょっと、女の子が転んだのに助けないってどういうこと？」


　なんて言ってきて、それに僕は、


「ああ、ええと、そうだね。ごめん」


　慌あわてて手を差しのべた。


　すると女の子がその手をつかむ。


　ぎゅっと強くつかむ。


　転んだせいで土がついてしまった彼女の手は、あまり柔やわらかくなかった。少なくとも貴族の女の子たちの白く、か細い手とは、まるで違ちがった。


　もしかしたら僕の手よりも、固かったかもしれない。


　その、僕の柔らかい手を彼女はぐいっと引き、


「よっと！」


　と言って、立ち上がった。


　それからこちらに向かって照れたように笑いかけ、そして自分の、土で汚よごれてしまった白い服を見下ろす。


「ありゃ～、やっぱ汚しちゃったかぁ」


　と、言う。


「あんたドジなんだから白い服はだめよ～って母かあさんに言われてたんだけど、三日で汚すとはさすがに私も思わなかったなぁ。これは怒おこられるぞ～」


　なんて言って、しかしやはり、彼女は嬉しそうにあははと笑った。


　なにがそんなに楽しいのかわからないが、とにかく彼女はけらけらと笑った。


　それにつられて僕も笑った。


　すると彼女は悪戯いたずらっぽくこちらをにらんで、


「あ～、人が転んだの見て笑うなんて、さてはあなた、性格悪いでしょ～？」


「え？　あ、そうだね。ごめん」


　と、僕はまた謝ってしまう。


　すると彼女はやはり楽しげに肩かたをすくめ、


「なんてね～。起こしてくれてありがと。んじゃね」


　と、あっさりこちらに背を向ける。


　そのまま再び走りだす。


　なにをそんなに急いでいるのか、彼女はどんどん僕から離はなれていってしまう。


　その後ろ姿を、僕は呆ぼう然ぜんと見つめた。


　遠ざかっていく彼女の後ろ姿を、ぼんやりと見つめた──





　と、いうのが、彼女との出会いだった。


　ただそれだけの出会い。


　なんの珍しいことも、特別なこともない出会い。


　お互たがいの名前すら言いあっていない、なんの運命も感じられない出会い。


　なのに僕は。


「…………」


　僕は、あっさり恋こいに落ちた。


　あれほど女の子に興味がなかったはずなのに、僕は簡単に、恋に落ちた。


　どういう仕組みでそうなったのかはわからない。


　だけど、さっき触れた彼女の手の感かん触しよくを思いだし。


　その手を握にぎった自分の手を見つめ。


　馬ば鹿かみたいに鼓こ動どうが速くなるのを感じた。


　どくどくと、代謝を上げる魔法を使っているわけでもないのに、心臓が高鳴るのを感じた。


　一瞬、なにかの魔法でもかけられたんじゃないかと錯さつ覚かくするほど、自分の心が反応するのを感じた。





　そして僕は、彼女が住む村に通うようになった。





　この国にかかっている呪いも。


　この国を覆おおう絶望も。


　それどころかあれほど楽しくて仕方なかった『魔法』の研究さえ、なにもかもがどうでもよくなって。





　僕は彼女に、夢中になってしまった。





　　　　◆





　少し調べてみると、彼女の名前はイルナ・ラースウェルというらしかった。


　歳としは十五。


　村ではよく働くと有名な女の子で、村の男たちが何人かアプローチしたが、ことごとく玉ぎよく砕さいしている、とのことだった。


　そして僕の話。


　僕もやはり、あっさり玉砕した。


　というか初め彼女は、会ってさえくれなかった。


　当然だろう。


　一度会っただけの見ず知らずの男が、突とつ然ぜん家に押おし掛かけてきて、交際を申しこんだのだ。


　そんなのうまくいくはずがない。


　なんでいきなりそんなことをしたのか、いま思い返してみても不思議なのだが、しかし、それまで女の子と真しん剣けんに付き合ったことがなかったツケがきたのだと思う。


　とにかく僕は、彼女の問題に関しては異様に無器用で、うまく立ちまわることができなかった。


　おまけに彼女は、僕みたいな弱そうな男は嫌きらいなのだという。


　これでもそれなりに武術の教育は受けているし、この国最強の魔導兵と言われている、魔法騎き士し団よりも高度な魔法が使えるのだが、しかし、彼女はなんというか、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの、畑仕事が得意そうな人を旦だん那なにもらいたいのだという。


　でも、それでも僕はあきらめずに通い続けた。


　というか、彼女の父親の畑仕事を無む理り矢や理り手伝った。


　初めは迷めい惑わくそうな顔をした父親も、僕が必死に畑を耕していると、娘に口くらいきいてやれよと仲ちゆう介かいしてくれるようになった。なんでも仕事の邪じや魔までしょうがなかったらしい。


　これでも必死にやったつもりなのだが、まあ、あまり畑仕事には向いていないようだった。


　しかしそれで僕は、彼女と話すことができるようになった。


　彼女は出会ったときの輝かがやくような笑え顔がおとは違う、渋しぶ々しぶ出てきたといわんばかりの顔で、僕に会ってくれるようになった。


「こういう男の人からのアプローチ、多いんだけど……でも、父さんからさきに口説いちゃう人は初めて見たなぁ」


　なんてことを、言う。


　それに僕はまた、ごめんと言って、それが彼女は気に入らないのだという。


「なんか男らしくなーい」


　とのことだった。


「じゃあ、男らしくなるように頑がん張ばるよ」


「私に言われたから？」


「うん」


「ほらやっぱ男らしくなーい」


　なんて会話になってしまって、僕は困ったような顔になる。どうしたらいいかわからなくて、でも、彼女のそばにいられるだけで嬉しくて、なんというかもう、本当に困った感じになってしまう。


　するとそれに、彼女は初めて笑ってくれる。僕の困った顔を楽しそうに見上げて、


「……あ、でも、そんな困った顔しないで」


　と、言う。


「……あの、ええとなんというか……ほんとは、こんなに真剣に通ってきてくれて、思いを寄せてもらってさ……その、嬉しくないわけじゃないからさ」


　なんてことを、恥ずかしそうに言ってきて。


　眩まぶしいほどに綺麗な顔で彼女はそう言ってきて。


「…………」


　そして僕らは、恋をした。


　本当に普ふ通つうの恋だった。


　いや、普通よりもさらに、進み方も遅おそかったと思う。


　なにせ初はつ恋こいが十九なのだ。


　そんな奴やつがうまく恋れん愛あいなんてできないだろう。


　ゆっくり、ゆっくり、僕らは仲良くなっていって、途と中ちゆう僕が貴き族ぞくだという身分を明かして、なんで騙だましたのよと彼女が激げき怒どする、というようなエピソードを織りまぜながらも、それでも僕らは一いつ緒しよになった。


　お互いの両親に反対され、誰だれもがそんな身分の違う恋などうまくいくはずがないと言い、それになにより、貴族たちの中に独ひとり入って、幸せになれるはずがない、と、イルナ自身もひどく悩なやんだが、それでも僕らは強ごう引いんに結けつ婚こんした。


　必ず幸せにすると言って。


　どんなことからも僕が必ず君を守ると言って。


　君さえいれば。


「…………」


　君さえいれば、僕の人生は輝くから……だから、君にとっても僕がそうなるよう頑張るよ、と言って。


　それに彼女はうなずいてくれた。きっと、決断するのは大変だったと思う。


　平民と貴族が結婚するのは、簡単なことじゃないから。このローランドという国では、簡単なことじゃないから。





　でも、僕らは結婚した。





　それからずっと、僕らは笑って暮らした──と、言いたいところだけれど、さすがにそう簡単にはいかなかった。


　イルナは黒くろ髪かみで、それは貴族には生まれない色の髪だったから、その素す性じようを隠かくすことができなかった。だから彼女は、僕が見ていない場所では相当嫌いやな思いをしていたはずだった。


　だがそれでも、それを跳はね返してしまうくらいに彼女は強く、いつも優やさしく僕に微笑ほほえんでくれて。


　僕と一緒にいられて幸せと、そう言ってくれて。


　でもたまに隠れて泣いているのを見て、僕は必死に働くようになった。


　誰も僕の妻を軽かろんじたりできないよう、力をつけようと思ったのだ。


　誰も彼女を含ふくめた、リュートルー家を軽んじることができないだけの権力を手に入れようと、そう思ったのだ。


　だから僕は『王研』で必死に働いた。


　そして新しい魔法をたくさん生みだした。


　そのほとんどが軍事用の魔法だった。


　戦争のための魔法だった。


　人を殺すための魔法だった。


　その手の魔法を作ったほうが、国や、王や、軍からの受けがいいからだ。


　そして必死に働くうちに、僕の『王研』の中での地位はあがり、やがて『王研』全体を率いる最高階級『紫キ級リ魔デ導イ学ウ者ス』にまでのし上がっていた。


　もともとリュートルー家は公こう爵しやく家で、絶大な権力を有していたが、僕の『王研』での地位が、その権力をさらに増大させた。


　最年少で『王研』の主となった僕は、禁きん呪じゆ詛そをいくつも操あやつる化物と噂うわさされ、さらに剣けんの一族である『エリス家』と並び、魔術を統すべる『リュートルー家』──なんていう馬鹿げた通り名までついた。


　そしてその権力は、僕らを守った。


　新しい王は日を追うごとにその狂きよう気きを増し、この国を覆う闇やみはひどく大きかったが、しかし僕らにその闇が襲おそいかかってくることはなかった。


　なにせ僕らは、この国に必要とされているのだから。


　この国が大きな力を保有するための歯車として、僕はうまく機能していたのだから。


　だから僕とイルナは、日々を幸せに過ごした。


　そのころにはもう、誰もイルナを馬鹿にする者はいなかった。


　もちろんそれは、僕の力よりも、イルナの明るさのほうに意味があったと思うのだが、それでも彼女は、こう言ってくれた。


「リューラはほんと、すごいなぁ」


　と、言ってくれた。


　そしてそれに、僕は違ちがうと言う。


「君がすごいんだよ」


　と、言う。


　するとイルナは首をかしげる。


「私が？」


「うん」


「どうして？」


「ずっとかわいいから」


「あはは。でしょう？」


「あ、そこは認めちゃうんだ」


「なんてね～。うそうそ。ほんとにリューラがすごいんだよ。史上最年少の『紫キ級リ魔デ導イ学ウ者ス』。ローランド始まって以来の魔導学の天才……あは、天才だって！　うちの旦那サマは、ほんとにすごいなぁ」


　と、彼女は言う。


　いつも嬉うれしそうにそう言って笑う。


　それに僕は肩かたをすくめ、


「筋肉あんまないし、畑は耕せないけどね」


　そう言うと、彼女はまた笑う。


「そこが難点よねぇ」


「え～」


「あはは。大好きだよ、リューラ」


　と、彼女は言う。


　僕の金色の髪に触ふれ、


「この金の髪も、いっつも眠ねむそうな目も、知的な口も、ちょっと猫ねこ背ぜの背中も、全部好き」


　と、言う。


　それに僕も応こたえる。


「僕もだよ、イルナ」


　と、僕も応える。


　本当にずっと、僕は彼女に恋こいをしたままだった。


　彼女のすべてが好きだった。


　そばにいるだけで胸が熱くなり、幸せな気分になった。


　彼女さえいればなにもいらないと、そう思っていた。


　なのに同じくらい大切なものがさらに増えてしまった。


　僕らの間に、子供が生まれたのだ。


　妻に似た、黒髪の男の子。


　僕に似た、眠そうな目をした男の子。


　僕は彼に、フェルナと名づけた。


　古語で『勇フ気エ』と『愛ルナ』を表す言葉を合わせて作った名前だった。


　それに妻が、


「いい名前ね」


　と、言った。


　僕は、だろう？　と、得意気に笑った。この名前を考えだすのに、実は三か月もかかった、ということは、恥はずかしいので彼女には秘密にしておいた。


「名前には力があるから、きっとこの子も、愛と勇気を持った、優しい子に育つよ」


「あなたに似て？」


「うん。君に似て、ね」


　と、僕は笑う。


　彼女も笑う。


　フェルナは泣く。


　本当によく泣く元気な子で、僕はその泣き声を聞くだけで、幸せな気分になった。


　きっと息子むすこの声には、人を幸せにするための魔ま法ほうがかかっているんだろうと、そんなことを僕は思った。


　そしてそのときの僕は、幸せを形作るすべてのパズルの欠片ピースを手に入れていた。


　その幸せが永遠に続くと、そんな愚おろかなことを思っていた。


　粗あらのない完かん璧ぺきなものは永続しない──というのが、魔術式を書くときの基本なのに、僕はそれを人生にはあてはめていなかった。


　だから失敗したのかもしれない。


　だから僕は、うまく幸せを守れなかったのかもしれない。


　僕はあまりにも愚かだから、完璧を手に入れて。


　すべてを手に入れて。





　そして、崩くずしてしまう。





　崩ほう壊かいはフェルナが五歳になった年に始まった。


　フェルナの瞳ひとみに。


　彼の無む邪じや気きな、かわいらしい、黒い瞳の奥に──








　朱しゆ色いろの五ご方ぼう星せいが現れてしまったのだ。





　　　　◆





　瞳に朱しゆの五方星が現れるのは、災さい厄やくを撒まき散らす化物『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者の証しよう拠こだった。


　ローランド帝てい国こくの法律では、自分の子供の瞳の奥に朱の五方星が現れた場合、ただちにその子を──その化物を軍に引き渡わたさなければならないことになっていた。


　そして引き渡された子供は、実験に使われるか、もしくは処しよ刑けいされる。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は一度暴走すると死ぬまで周囲にいる者を殺し続ける危険な化物なので、その子供をかばった親も同罪とされ、引き渡しに応じない場合は親も処刑されることになっていた。


　当然イルナは泣き叫さけんだ。


　ナイフを取り出し、息子を殺して私も死ぬと、そんなことまで言いだした。


　自分のせいだと。


　呪のろわれた血をリュートルー家に持ちこんだのは自分だと、そう叫んだ。


　貴族の血筋に連なる者ではまだ、『複写眼アルフア・ステイグマ』が生まれたことがなかったからだ。


　それに、もし息子が『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者だと知れれば、リュートルー家は潰つぶされる可能性がある。


　息子もただ殺されるだけではなく、ひどい実験材料にされる可能性がある。


　だから彼女は息子を殺して自分も死ぬという。


　彼女は泣いている。


　絶望に震ふるえている。


　泣いていてさえ、彼女は美しい。


　波うつ綺き麗れいな黒くろ髪かみに、優やさしげな黒い瞳。


　その瞳から涙なみだを流していて。


　とそこで、彼女の背後に、さっき寝ねかし付けたはずのフェルナが立っているのが見えた。


　寝ぐせのついた黒髪に、眠そうな目をこすりながら、手にはお気に入りの、『勇者物語』が描えがかれた絵本を持っている。


　その彼が、言う。


「……父さん、母さん。目が覚めちゃった……また、ご本読んで～」


　と、まだ幼い、かわいい声でそう言って。


　それにイルナの顔が歪ゆがむ。ひどく歪む。


　その母の様子に、フェルナが気づく。不安げに首をかしげ、


「……母さん……いったい……どうしたの？　どうして泣いてるの？」


　それにイルナは思いつめた表情で言う。


「こ、殺さないと……そしてこの子と一いつ緒しよに、私も……」


「君には、無理だ」


「……で、でも……」


「君には、無理だ」


　と、僕は言った。


　それに彼女は僕をにらみつけ、


「呪われてるのっ!!　私たちは……呪われてるのよ!!　このままじゃ、私たちだけじゃない！　あなたも殺される。あなたの家も、取り潰しになるの！」


　と、そう叫んだ。


「私は、私はあなたの血筋を汚よごしてしまった……まさか、私の血に……」


「言うなっ！」


「私の血に『複写眼アルフア・ステイグマ』の血が……」


「君のせいじゃない!!」


「じゃあ、じゃあ誰だれのせいよ！　あなたは貴族なのよ。家系図もある。いままで、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者が生まれたことなんて……きっと、きっと私のせい。貴族の出でもない私なんかが、高貴な生まれのあなたと恋をしたから、きっと罰ばつが……」


「そんなことを、言わないでくれっ！　僕は後こう悔かいしていない。結けつ婚こんするときに言ったはずだ。君がそばにいてくれれば……いや、いまは君と、そしてフェルナがそばにいてくれれば、僕はなにもいらない。家も、地位も、すべて失ったってかまわない」


　本気でそう思っていた。


　もしもフェルナを国に差し出さなければならないのなら、そんな国は捨すててしまってもいい。


　僕に必要なものは、イルナと、そしてフェルナだけなのだから。


　しかしそれにイルナは僕をにらんだまま、震える手でナイフを掲かかげ、


「あなたに、そんなことはさせられない。私のような庶しよ民みんの出の娘むすめのために……」


　しかし僕はそれに、手を差し出した。


「何度も言うが、君には無理だ。さあ、ナイフをこっちへ渡しなさい」


　と、言う。


　だが彼女はナイフを渡さない。彼女にそんなことができるはずがないのに、彼女は混乱して、ナイフを渡さない。それに僕は小さくため息をつき、彼女のそばへと歩み寄よった。


「……君はきっと、僕のために死ぬことはできるだろう。僕だって君のためになら、死ねる。だからそれはわかる。でも、君は絶対、フェルナを殺すことはできない」


　イルナの顔がそれに、また歪む。


「で、でも……どうせ殺されるのよ？　『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者とわかればきっと……それにいつか暴走して……なら、ならいっそ私が……」


　が、僕は首を振ふって言った。


「できない。君には……できないよ。わかってるんだそれは。そんな女は愛さない。だから反対を押おし切ってまで、君と結婚したんだ。さあ、ナイフを僕に」


　そう言って、僕は彼女に近付く。


　大きな絶望に震える彼女の肩かたを、そっと抱だきよせる。ナイフを奪うばって、投げ捨てる。


　彼女は震えている。僕の腕うでの中で震えている。どうすることもできなくて震えている。その彼女の肩を僕は強く、強く、抱く。


　そして心の中で呟つぶやく。ごめんよ、と、呟く。必ず幸せにすると誓ちかったのに、こんなに泣かせてしまって、ごめんよと、呟く。


　そしてそれから、彼女を抱いているのとは別の腕を広げ、不安そうな顔でこちらを見ているフェルナへと、目を向ける。


　それから彼の不安を取りのぞいてやるように、僕は優しく、なるべく優しく見えるよう微笑ほほえんで。


　僕の中の恐きよう怖ふや不安が見えないように、なるべく優しく微笑んで、


「フェルナも」


　と、そう言った。


　すると彼はうなずき、僕の胸に飛び込んできた。


　彼の体はまだ柔やわらかく、小さく、か弱かった。


　妻の体も、折れてしまいそうなほどにか弱かった。


　その二人の恐怖が消えるように、僕は二人を抱いた。


　一いつ生しよう懸けん命めい、強く抱いた。


　するとイルナが小声で言った。


「でも……でもきっと……結果は変わらない……このままじゃ私たちは全員……」


　だが、僕はそれを遮さえぎった。


　そして言う。


「……それも、大だい丈じよう夫ぶだ。僕が君たちを守ってやる。考えがあるんだ。フェルナは殺させない。君も殺させない。どんな手段を取ろうと、僕は君たちを守る。大丈夫。きっと……きっと……」


　そう言いながら、僕は目を細めた。





　　　　◆





　それからの僕は、人が変わったようにさらに『魔ま法ほう』にのめりこんでいった。


『複写眼アルフア・ステイグマ』の秘密を解明しようと、狂くるったように研究に没ぼつ頭とうした。


　息子むすこの命がかかっているのだ。


　妻の命がかかっているのだ。


　僕は本当に、死にもの狂ぐるいで『複写眼アルフア・ステイグマ』の秘密を解明しようとした。


　古文書を引っ繰くり返し、禁きん呪じゆ詛そを使い、封ふう死し呪じゆを使い、他ほかにも法で使用が禁じられているようなありとあらゆる呪のろいを使った。


　しかし運命はそう簡単には捻ねじ曲がらない。


　いくら必死になったとしても、いくらすべてを変えてやると叫んだとしても、普ふ通つうはそう簡単に運命は捩よじ曲がらない。


　だめなものはだめ。


　できないものはできないと、普通世の中は決まっているのだから。


「…………」


　だが、僕は普通じゃなかった。


　子供のころから僕のことを天才と呼ぶ者はいたが、そのときまで僕はそれを、自覚したことがなかった。


　だが、僕は天才だったのだ。


　残念なことに僕は天才だったのだ。


　だから、変えてはいけない『運命』にすら、その手で触ふれられるようになってしまった。


　きっかけは『複写眼アルフア・ステイグマ』だった。


『複写眼アルフア・ステイグマ』の研究が、『人』が触れてはならない真理への入口になっていた。


　僕は『運命』に触れ、そしてそれを糸口に『運命』を動かす歯車──『女め神がみ』と『勇者』──そしてそれを生みだした『司祭』の存在を知ってしまう。


　この世界の裏を蠢うごめく化物どもの存在を知ってしまう。


　人はおそらく、それに触れてはいけない、ということも、すぐにわかる。


　そんなことをしてはいけないのだ。


　この世界には変えてはいけない、強く編みこまれた運命の輪があり、それを回転させることによってすべてが回っているのだ。


　その輪を破損させてしまうとなにもかもが消えてしまうのだ。


　その輪を止めてしまえばなにもかもが壊こわれてしまうのだ。


　だから決して、それに触れてはならない。


　ソレには『司祭』や『女神』や『勇者』たちですら触れてはならない。


　だが僕はそれに触れた。


　妻を守るためならなにも怖こわくなかった。


　息子を守るためならなにも怖くなかった。


　すべてが壊れてしまう？


　だからどうした？


　僕が守りたいのは世界じゃない。


　運命じゃない。


　家族だけなのだ。


　だから僕は狂ったように前に進んだ。





　貪どん欲よくに新しい知識を喰くらった。





　前に進むほどに。





　魔術を深く探究するほどに。





　真理へと近付いていくほどに。





　僕は──自分が人とはかけ離はなれたものになっていくのを感じた。


　だがそれでも、僕はそれを、気にしなかった。


　やがて他の研究員たちや、部下たちが、僕を気味悪がり始めた。


　リューラ・リュートルーが、魔術に狂ったと、そう噂うわさし始めた。そのせいでリュートルー家の立場も、悪くなり始めた。いままで築いてきたものが。必死に築いてきたものが、すべて壊れようとして。


「…………」


　しかしそのすべてがやはり、どうでもよかった。


　僕が興味があるのは、息子を救う方法だ。


　僕が興味があるのは、妻を守る方法だ。





　だから僕は、ソレに触れる。


　触れてはいけないソレに触れる。


　化物どもは気づかなかった。


　奴やつらは自分たちの力に溺おぼれ、『ニンゲン』を管理できる下等な生き物だと思っていたので気にもしなかった。


　僕が、狂っていることを。


　自分たちが生みだした『ニンゲン』が、愛のためなら際限なく狂うことができることを。


　それに奴らは気づかなかったから、僕に出し抜ぬかれることになった。


　僕は『司祭』を裏切った。


　僕は『女神』を騙だました。


　僕は『悪魔』を壊した。


　僕は『勇者』を利用した。


　そしてそれぞれが気づかないうちに、ありとあらゆるパズルの欠片ピースをいじくりまわした。取りかえしがつかなくなるほど汚きたなく、ぐちゃぐちゃに、いじくりまわした。


　すると世界が壊れた。


　だが、それがなんだっていうんだ？


　世界のことなどどうでもいい。


　くだらない真理など、僕にとってはどうでもいい。


　僕が守りたいのは……


　守りたいのは……





　　　　◆





　フェルナの運命は変わった。


　僕が変えた。


　そのための犠ぎ牲せいは、あまりに大きかった。


　僕が壊して利用した、『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』の片割れ、『寂しがりライナ』の名前を受け継ついだせいで、彼はフェルナという名前を失ってしまった。


　おまけにその呪法を完成するために、妻がその身を捧ささげることになってしまった。


　だが、それでも彼女は笑っていた。


　やっぱりあなたは天才だと、そう言って嬉うれしそうに笑っていた。


　息子の命を救ってくれてありがとうと。


　ライナを救うために私の命を使ってくれてありがとうと、そう言って笑っていた。


　それに僕は、泣いた。


「君にそばにいてほしいよ」


　と、この期ごに及およんでわがままを言った。


　それに彼女は微笑ほほえむ。


　それに彼女は泣きそうな顔で微笑む。


「もしも生まれ変わりがあるのなら、次の世でも私はあなたと一いつ緒しよよ」


　と、言う。


「愛してるわ、リューラ」


　と、言う。


　それに僕は謝る。


　泣きながら謝る。


　幸せにすると言ったのに。


　絶対に君を守ると言ったのに。


「ごめん」


　と、彼女に謝る。


　すると彼女は少しだけ怒おこったような顔になり、


「謝らないで。私はずっと、幸せだったんだから。素す晴ばらしい夫に、かわいい息子。これ以上なにを望むの？」


「…………」


「さあもう泣かないで。そして胸を張って。私の自じ慢まんの、旦だん那なさま」


　と、言う。


　そして彼女は僕に口づけをする。


　悲しげに微笑み、それから無む邪じや気きな顔で笑う。


「さぁて、愛いとしい息子のために、頑がん張ばっちゃおうかな～」


　と、彼女は言う。


　本当に最後まで、彼女は明るかった。


　彼女は息子が強くなって目覚めるまで、息子を呪いから守るのだ。


『女神』が『勇者』を陥おとしいれるために張った呪い──『複写眼アルフア・ステイグマ』から守るのだ。


　それはひどい苦痛をともなう。


　永遠に、アルファに喰われ続けるという苦痛に耐たえることになる。


　だがそれを説明しても、彼女は嬉しそうに笑うだけだった。息子の命を守るために頑張れるなんて、こんな幸せなことはないと笑うばかりで。


　そして彼女は、


「…………」


　彼女はあっさり、消えた。


　笑いながら消えた。





　息子むすこを守るための『魔ま法ほう』になって、消えてしまった。





　息子も僕の手を離れた。





　僕の力に気づいた化物どもに息子のことが見つからないよう、僕は息子の記き憶おくを消し、近付かないようにした。





　運命の理ことわりは僕のことを嫌きらっていた。


　運命を壊し、理の外に出たからだ。


　だから僕の存在は徐じよ々じよに、徐々に希き薄はくになっていった。


　だが息子が力に目覚めるまでは、なんとか意識を保っておく必要があった。


　もしも息子が記憶を取り戻もどし、僕らのしたことを思いだしたときに、自分のことを責めるなと言ってやる必要があるから。


　父さんも、母さんも、おまえを好きだからこうしたんだよ、と。


　もしも僕らに恩返しがしたいと思うのなら。


　もしも僕らに申しわけないと思うのなら、僕らの努力を無にしないでくれ、と。


　幸せになってくれ、と。


　おまえには幸せになる義務があるんだ、と、そう言ってやる必要があるから。





　　　　◆





　そして息子が力に目覚めるまでには、十五年もの時が必要だった。


　彼が目覚めたことは、すぐにわかった。


　魔法が消えたから。


『妻』の形をした魔法が消えたから。


　それに僕は、目を細めた。


　イルナが消えたのだ。


　この世界から、彼女が消えてしまったのだ。


　ライナを守りきって。


　息子を守りきって、そして死んだのだ。


　本当に彼女は素晴らしい女性だった。


　僕にはもったいないくらいの女性だった。


　そして、消えた。


　もうこの世にはいない。


　それに僕は目を細める。


　泣きそうに目を細める。


　だがもう、涙なみだは出なかった。


　ただ、小さく。


　本当に小さく、


「……ああ、そうだねイルナ。もしも来世があるのなら……」


　と、僕は小さく呟つぶやいた。




　第一章　人殺しの見る夢







　揺ゆれる。


　揺れる。


　天てん井じようががたがたとやかましく揺れているのが、見える。


「…………」


　それで自分が、馬車に乗せられて運ばれている、というのに、ライナ・リュートは気づく。


　寝ねぐせのついた黒くろ髪かみに、やる気のかけらもない眠ねむそうな黒い瞳ひとみ。


　その瞳をかすかに開き、天井を見つめ。


「…………」


　しかし彼は、なにも言わない。


　いや、口を開いてなにかを言おうとするが、口から言葉は出てこなかった。


　ひどく疲つかれていて。


　ひどく、眠くて。


　するとそれに、


「……あ、ライナ、起きた？」


　と、誰だれかが声をかけてきた。


　女の声だ。


　よく知ってる、女の声。


　だがそれが誰なのかを考えられないほどに、彼は疲れていた。


　とにかく眠い。


　ひどく眠い。


　すると女の声がまた言う。


「いいよ、寝て。私がずっとそばにいるから、安心して」


　頭をなでられる。優やさしく、優しく、自分の頭がなでられるのを感じる。


「でも、ライナ突とつ然ぜん気き絶ぜつしちゃうんだもん。びっくりしたよ」


「…………」


「きっと、すごく疲れたんだね……あんなことがあったんだもんね」


「…………」


「でもほんと、いまはなにも心配しないで寝ていいからね。ガスタークとの戦争はもう終わったから……あとのことは私たちに任まかせて」


「…………」


　その、彼女の言葉に、自分の心が少し反応するのがわかった。


　ひどく眠くて、なにも考えたくないのに、それでもその、彼女が言った──戦争──という言葉に、自分が反応するのがわかった。


　なぜなら、ついさっきまで自分が見ていた夢も、戦争の夢だったからだ。


　それも普ふ通つうの戦争じゃない。


　戦場の真ん中に一いつ匹ぴきの化物が現れて、笑いながら泣く夢だ。


　悪魔と呼ばれる化物が、笑いながら、泣きながら、大勢の人間を殺す夢だ。


　それは信じられないほど悲ひ惨さんな光景だった。


　残ざん酷こくな光景だった。


　なにせ人が、大勢の人間が、塵ちりとなって消えてしまうのだから。


　そしてその夢を見ながら、この景色がすべて、夢でよかった、とそう、彼は思ったのだ。


　こんなひどい景色が、現実じゃなくてよかったと。


　こんなひどい世界に、生きてなくてよかったとそう、彼は思ったのだ。


　だけど。


「……さあもう、戦争は終わったから、眠って」


　と、女の声が言う。


　それにライナは、無理矢理目を、開く。閉じそうになるまぶたを必死に開き、声がするほうへと目を向ける。


　するとそこには、赤い髪をした、優しく微笑ほほえむ女の子がいる。


　愛いとおしげな、それでいて心配そうな顔で、彼に付きそっている女の子がいる。


　キファだ。


　キファの服は土で汚よごれている。血で汚れている。さっきの戦場でついた、泥どろと、血だ。


　それをライナは見て。


「…………」


　彼は見て、しかし、やはり声はでない。


　キファが言う。


「ライナ」


　と、優しく彼の名前を呼ぶ。


　それに彼は応こたえられない。


　あまりに眠すぎて、疲れていて、応えることができない。


　ただ、思う。


　ああ──と、思う。


　ああ、あの夢は、現実だったのか、と思う。


　自分は悪魔で、そして仲間を守るために百万を超こえる人を殺し……





「…………」





　しかし、そこまで思いだしたところで、意識が途と切ぎれた。


　深い、眠りの底へと落ちてしまって。





　　　　◆





　次に気が付いたときには、別の女の声がした。


　そのときにはもう、声だけでそれが誰なのかがわかった。


　どこか感情がなく、抑よく揚ようがなく、しかしそれでいて澄すんだ、綺き麗れいな声。


　あいつの声だ。


「…………」


　フェリスの声。


　その声が、言う。


「……まったく、こいつはいつまで寝るつもりだ？」


　するとそれに、キファの声が言う。


「……どうだろ。でも、軍医の先生は疲れてるだけだって……」


「ヤブ医者の言うことなどあてになるか」


「……うん。心配だよね……でも、きっとほんとに、すごく疲れてるんだと思う。あんなことがあったし……」


「どうかな。こいつはすぐに仕事をさぼる万年やる気なし男だからな。案外もう目が覚めているのに、怠なまけて寝たフリをしてるんじゃないか？」


「……そうだと、いいんだけど」


「とりあえず一度、殴なぐってみるか」


「えええええ、だめ、だめだって！　ちょ、フェリスさ……」


　ゴン。


「……ふむ。起きないな」


　と、フェリスが、さっきよりも少しだけ心配げな声で言う。


　それにキファが、


「ちょ、心配なのはわかるけど、殴ったりするのは……」


「私は馬ば鹿かの心配などしていない」


「う～ん」


「よし、今度は顔にラクガキだ」


「だから……って、なんでまゆ毛と鼻毛つなげ……あはははは」


　と、キファが笑う。疲れた声で笑う。


　それにフェリスが言う。


「さて、赤毛女」


「……赤毛女って……もぉ、そろそろ名前で呼んでよ～」


　と、キファはまた、少しだけ楽しげな声で言うと、それにフェリスが応える。


「今度は私がこの変態についておこう。おまえは少し寝ろ。こいつが倒たおれてからすでに三日経たっている。そのままだとおまえが倒れるぞ」


「でも……」


「おまえの意見は聞いてない」


「え……」


　ゴン。


「あ……」


「よし、気絶したな。おいトアレ、トアレ！」


　するとそれに、馬車の扉とびらが開く音がする。そして誰かが入ってきて、


「ちょ、なんでキファさん、倒れてるんですか!?」


　という質問に、フェリスが答える。


「寝ね不ぶ足そくだったんだろう。私が入るなり気が抜ぬけて、倒れた」


「……そうですか……キファさん、ライナさんが倒れてからもう三日、付きそってたから……彼女、ライナさんのことがほんとに好きなんですね」


「…………」


「じゃあ、ヴォイス君の部下に言って、彼女が休める馬車を用意してもらいます。それからライナさんには僕が……」


「いや、私がここにいよう」


「でも……でもフェリスさんも全然寝ねてな……」


「いいから早くこの女を休ませてやれ」


「…………」


「早くしろ」


「……わかりました」


　そう言って、トアレはキファを連れて馬車を出ていったようだった。


「…………」


　それからしばらくは、フェリスはなにも言わなかった。


　ただ、馬車ががたごとと揺ゆれる音が響ひびくだけで。


　ガタガタと、揺れる。


　馬車はゆるやかに揺れる。


　その揺れの合間に、


「……早く目を覚ませ、馬鹿が」


　と、彼女は言う。


「このタコ、ノロマ、寝ボスケ、クズ、甲か斐い性しよう無し」


　と、彼女は言う。


　そして、


「……ほんとに、馬鹿が……心配ばかり、かけおって……早く目を覚ませ……」


　と、彼女は言う。


　それだけでもう、彼女はなにも言わなくなった。




[image: ]


　馬車が揺れる。


　ゆらゆら揺れる。


　彼女のためにも目を覚ましてやりたいと思うが、しかしやはり意識が、深い闇やみへとひきずりこまれていく。


　まだ、起きられそうになかった。


　さっきよりはだいぶ意識もはっきりしてきているのだが、それでもまだ、起きることはできなそうだった。





　　　　◆





　次に目を覚ましたときは、もう、自分の意思で目を開き、周囲を確かく認にんできるようになっていた。


　目を開く。


　そして馬車の中を見回す。


　すると彼の横には、トアレが付きそっていた。


　褐かつ色しよくの髪に、優やさしい瞳ひとみ。


　反ローランド連合の軍服から伸のびる右手、右足は義手義足なのだが、それを器用に使って、彼は本を読んでいる。


　その本がなんの本なのかいまいち見えないのだが、


「……それ、エロ本か？」


　とライナが聞くと、トアレがこちらを見て、笑った。


「もちろんそうですよ」


「ははっ、もちろんかよ」


「というのは冗じよう談だんで、ヴォイス君にもらった、反ローランド連合が兵たちに読ませている、教科書です」


「ふぅん」


「けっこう、おもしろいです。いろいろと魔ま法ほう体系の違ちがう国から集められた兵たちが、うまく連れん携けいを取れるように工く夫ふうされている。ライナさんも回復したら一度読んでみたらどうでしょう？」


　と言われて、ライナはうなずいた。


「そうだな」


「で、どうです？」


「ん～？　どうって？」


「体の具合ですよ。あなたはもう九日も寝てたんですよ？　キファさんもフェリスさんも、寝ないで看病するもんだから、二人とも倒れちゃいました。まったくモテモテですねぇ。嫉しつ妬としちゃうなぁ」


　なんて言葉にライナは苦く笑しようして、


「……嫉妬？　へぇ～、元ネルファの皇子様で、おまけに好青年で有名なおまえでも、嫉妬なんかするんだ？」


　するとトアレは笑う。笑いながらこちらに寝たままでも飲める水みず挿さしを渡わたしてくれる。


　その水挿しにライナが口をつけるのを確かく認にんすると、


「僕だって人間ですから、嫉妬くらいしますよ。それに僕、キファさんのこと、ちょっと気になってますしね」


　なんてことを言いだして。


　それにライナは、ちょっとだけ驚おどろいて目を丸くする。水挿しから口をはずし、


「……って、まじで？　そうなの？」


　と聞く。


　するとトアレはまた笑い、


「ほらねぇ、それも気づかないほど鈍どん感かんなんだもんなぁ……でも、まあこないだの戦場のことで、あきらめましたけどね。あ～んな大声で、キファさんのあなたへの気持ちを聞かされちゃったらさすがに、ねぇ」


「…………」


「ま、僕もライナさんのことは好きだから、ライナさんならって、あきらめもつきますけど……でも、ライナさんはどうするつもりです？　キファさんの気持ち、受け入れるんですか？」


　という言葉に、ライナは半眼でトアレのほうを見る。


「……あ～、その前に言っとくけど、おまえいま、俺のこと好きとか言ってなかったか？　悪わりぃけど俺にはそんな趣しゆ味みは……」


「そうやって話をすぐ流す～。その調子でいままでキファさんもやられてたんなら、彼女、辛つらかったろうなぁ」


「…………」


「なんてね、病やみあがりのライナさんをいじめるのは、このへんでやめときましょうか」


　と言って、トアレは笑う。


　それにライナも苦笑して、


「ほんとだよ」


「あはは。さて、それじゃあ人気者のあなたが目を覚ましたことを、みんなに伝えてきましょう。みんな、あなたのことを心配してますから」


　と、トアレは立ち上がる。


　しかしそれに、


「いや、もうちょっと待ってくんねぇ？」


　ライナは制した。


「……あの俺、ちょっとまだ、起き上がれそうにないからさ」


　そう言うと、トアレが心配そうにこちらを見下ろす。


「まだ、体がきついですか？」


「ってか、すげぇ眠ねむい」


「……ふむ。医者は疲ひ労ろうしてるだけ、と言ってたんですが、ただの疲労で九日も目を覚まさないはずありませんしね……となるとやはりあの、戦場で使った力のせいでしょうか……？」


　と、いうその問いに、ライナは一いつ瞬しゆん顔をしかめそうになった。


　自分が使った力で、信じられない数の人間が死んだのを思いだして。


　まるで霧きりのように、人が消えていったのを思いだして。


　あの、異常な力を使った反動のせいでこんなに眠いのだろうか？


　それをトアレに聞かれて、


「……どうかな」


　と、ライナは呟つぶやくように言った。


「……もしかしたら、俺が怠なまけ者ものなだけかもよ？」


　しかしそれに、トアレは相変わらず心配そうな顔のまま、


「寝て治りそうならいいんですが……」


「たぶん、大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど」


「ほんとですか？　と言っても、医者にわからないことを僕らがどうにかできるわけでもないんですが……」


　それにライナは、目を細める。


　するとそれだけでまた、まぶたが閉とじてしまいそうになる。再び、眠りに落ちてしまいそうになる。


　それにライナは慌あわてて、


「あ～、やばいトアレ、俺もう寝そう」


「ええ～」


「でも寝る前に聞いとかなきゃいけないことが……」


　そう言いかけたところで、しかしトアレがこちらの考えを察したのか、教えてくれる。


「あの戦争がどうなったか、ですか？　心配しないでください。ガスタークは一度撤てつ退たい──その後はヴォイス・フューレル君が、まるでこうなることを見こしていたかのように喜々として立ちまわってます」


「ヴォイスが？」


「ええ」


「……そりゃ、ますます心配だなぁ」


　と、ライナが言うと、それにトアレは微笑ほほえむ。だがその微笑みの奥に、なぜか少しだけ深刻そうな色が浮うかんでいて、ライナはそれに気づく。


「なんだ、なんかまずいことでも……」


　しかしそこで、言葉が止まる。


　というか、眠ねむ気けがさらに急激に強くなり始めて、


「って、噓うそだろ……まじで意識が保てな……くそ、なんだよ……だめだ、トアレごめん。ちょっと、魔………………」


「ま？」


「…………」


「ま、なんですか？」


「…………」


「もう寝ねちゃった……ほんとに、大丈夫かな。まあ目を覚ますようになった、ってことは、快方に向かってるってことだと……」


　しかしそこで、トアレの言葉も、聞こえなくなる。


　意識に靄もやがかかり、なにも考えられなくなっていく。


　そしてその、ぼんやりした頭で、ライナは思う。


「…………」


　これ、ちょっとまずいなぁと、そう思う。


　なぜなら、いまの急激に眠りに落ちてしまう感覚を、ライナは他ほかで経験したことがあったから。


　魔法だ。


　それもローランドの魔法。


　神経を麻ま痺ひ、もしくは弛し緩かんさせて、無理矢理眠らせる魔法。


　一応医い療りよう用の魔法で、だから、かけられた者が抵てい抗こうすれば、すぐに解けるようになっているはずのもので、軍事利用はされてなかったと思う。


　もちろん軍は強制的に敵を眠らせる魔法の研究をしていたようなのだが、しかし、それは成功しなかった。そもそも抵抗する人間を無理矢理眠らせるほど強く神経に働き掛かけると、相手が死んでしまうのだ。


　死んでしまってもいいつもりでかける、というのなら、まあ、利用されていなかったわけでもないが、しかし、殺してしまうのならもっと他に、簡易で、強力な魔法はいくらでもある。


　だからこの魔法は完成しなかった。


　だが、魔法が完成したかどうかなんてのはいまはどうでもいい。


　それよりも問題は、


「…………」


　いま、自分がその、睡すい眠みんの魔法をかけられている可能性がある、ということだ。


　だが、いったい誰だれがそんなことをしているのかが、わからない。


　それにいつ、自分がその魔ま法ほうにかけられたのかもわからない。


　そもそもなんでそいつは、俺を無理矢理眠らせようと……


「…………」


　しかしその思考も、そこまでが限界だった。


　あきらかに人工的な睡すい魔まが、ライナの意識を無理矢理包みこみ、もう、なにも考えられなくなってしまう。


　くそっ、と心の中でうめいて抵抗を試みたが、しかし無む駄だだった。


　強きよう烈れつな眠気が全身を襲おそう。


　強烈な睡魔が意識を潰つぶす。


　もう、ただ眠くて。


　眠くて。


　眠くて。


　なにも考えられなくなる。


　そして彼は、


「…………」





　再び意識を失った。








　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　次に目を覚ましたとき。


「…………」


　もう、天てん井じようは揺ゆれていなかった。


　どうやら馬車は動いていないようだ。


　目的地についたのか、それとも休きゆう憩けい中なのか。


　カーテンがかかった馬車の窓から陽ひ射ざしが入ってこないのを見ると、いまは夜中なのかもしれない。


　体を少し動かすと、さっき目を覚ましたときよりはだいぶ動く。そのままライナはぐいっと上半身を起こして、


「うっわ、寝すぎで体痛いてぇ……」


　と、顔をしかめてうめいた。


　それでも体はきちんと動く。眠気もほとんどない。なんらかの魔法をかけられていたのなら──


「…………」


　と、ライナは目を一度閉じ、再び開く。するとその瞳ひとみに、奇き妙みような紋もん様ようが浮かびあがる。


　朱しゆの五ご方ぼう星せいでは、ない。


　七色に輝かがやく涙なみだ形がたの紋様が。


　その瞳の名前がなんというのか、彼はもう知らない。だが、その奇妙な瞳で、彼は自分を見る。


　すると、前よりも遥はるかに大量の情報が瞳に入ってくる。空気の構成が。肉体の構成が。自分の中に渦うず巻まいている、別の霊れい体たいの構成が。


　だが、魔法はかけられていなかった。


「ってか、そもそも魔法、かかってなかったのか？」


　と、呟く。


「ってことはこの目の力を使った反動で、起きれなくなった？」


　それは、あるかもしれない。


　信じられないほど大きな力を使ったのだ。人が使っていいとは思えないほどに強大な力を使ったのだ。


　そして景色が変わった。


　大勢の人間が叫さけび声ごえをあげる暇ひまもなく消えてしまった。


　あんなことをして、なんの反動もないはずがない。少なくとも魔導学の世界では、なんらかの力を使用する場合、それとほぼ等価の代だい償しようが必要になることになっている。


　たとえば威い力りよくを上げれば展開スピードが犠ぎ牲せいになることが多い。効果範はん囲いを広げれば威力と命中精度が大おお幅はばに下がったりする。


　大規模魔法ともなれば、術者の人数がそろわないと魔力が足りない──というようなことも起きる。


　魔導学者たちはそのへんのバランスを取りながら使用に耐たえうる有用な魔法を創つくりだしていくのだが。


「……あの力はバランスがどうこういうレベルじゃなかったからなぁ……もしかしたら俺の寿じゆ命みようくらいはどかーんっと削けずれてっかもなぁ」


　なんてことを、ライナは思う。


　しかしそれを怖こわいとは、思わなかった。


　人の命を奪うばったのだ。


　あれほどたくさんの人の命を奪ったのだ。


　その代償をなにも払はらわずにのうのうと生きていこう、などとは最初から思っていない。


「…………」


　それに彼は、左手をあげて、その、掌てのひらを見つめた。


　あの戦場で、大量の人を殺した自分の掌を見つめた。


　そして、


「……ま、あんなことしといて、寿命が削れた～、くらいじゃ、釣つりあわねぇけどな……」


　と、呟つぶやく。


　それから目を、自分の右みぎ腕うでに向ける。リルが放った金色の獣けものに喰くい千切られてしまった右腕を見る。


　だが、そこにはもう、腕がない。傷はすでに塞ふさがっているが、肘ひじの少し上あたりから先は、もうなかった。


「…………」


　だがそれにも、別になにも感じなかった。


　腕だろうが寿命だろうが、なにを失ったところで、別にどうでもよかった。


　守りたいものを守れたのだから。


　フェリスや、キファや、トアレや、仲間たちを──大切なものをすべて守れたのだから、それならそれでいい。


　いまさらもう、言い訳をするつもりもない。


　自分は化物だとか、人殺しの化物だとか言って、泣いて、すねて、逃にげだしたりはもうしない。


　だって、仲間を守ったのだ。


　人を殺して、仲間を、大切なものを守ったのだ。


　それが化物だというのならきっと。


　それを化物だと罵ののしるのならきっと、人間はみんな、化物だ。


　そして俺は。


「……俺は、化物でいいよ」


　と、呟く。


　それから顔を上げる。立ち上がる。まだ残っている左腕で馬車の扉とびらを開く。


　外はやはり、夜だった。


　他の馬車も止まっている。


　野営を作り、兵たちも眠ねむりについている。


「…………」


　ライナは馬車を降り、それを見回す。


　まだ、目的地についたわけではないようだった。


「まあ、目的地がどこなのかも知んねーけど……ってか、ヴォイスの奴やつはいったいなにをどうするつもりなんだ？」


　と、少し考える。


　あの戦争でゲイルフィックラントの王は死んでしまった。というよりも、ゲイルフィックラントの兵も大量に死んでしまったのだ。


　それも、ライナのせいで。


　反ローランド連合のせいで。


　それがバレれば反ローランド連合とゲイルフィックラントの関係も悪くなって、ガスタークとゲイルフィックラントに挟はさまれて、窮きゆう地ちに陥おちいってしまうはずなのだが。


「ま、あいつのことだから、うまくやってんだろうなぁ……最初っから俺がグロウヴィルとかいうのをはね返せると思ってたみたいだし……なら、その後の対策も練ってんだろ」


　と、彼は呟く。


　そしてそれがいったいどういうものだったのか？　というようなことを考えようとして、しかし、首を振ふる。本人に聞けばいいのだ。


　この野営地にヴォイスがまだいるのかはわからないが、本人がいなくても、トアレたちは状じよう況きようを知っているだろう。


　そういえばさっき、いまどういう状況かを聞いたときに、トアレの表情が少し曇くもったような気がするが。


「って、なんかまぁためんどくせぇこと起きてんじゃねぇの？」


　と、ライナは少しだけうんざりしたように顔をしかめた。


「そうじゃなくても世の中、めんどくせぇことだらけなのにさぁ」


　そう言って、あの戦場でのことをいろいろと思いだす。


　それはガスタークが呼びだした、巨きよ大だいな蛇へびの口から現れた桃もも色いろの髪かみをした少女のことや、戦場を暴れまわったアルファのこと。


　さらにそのアルファを助けるように襲おそってきた『女め神がみ』どものことや、自分の中にいた、自分そっくりの姿をした悪あく魔まのこと。


　そしてその悪魔に、


「…………」


　その、自分そっくりの悪魔の胸に抱かかえられ、死んでしまっていた母親のことを思いだして、


「…………」


　彼は、胸を押さえた。自分の胸を押さえた。そして目を、細める。少しだけ、涙がでそうになる。


　ずっと忘れていたくせに。


　母親のことをずっと忘れていたくせに、なぜかひどく、悲しくて。


　母親は彼を守るために必死に戦っていたのだという。彼がアルファに殺されないよう、身み代がわりになってくれていたのだという。


　そして、死んだ。


　あの、夢のような場所で出会った悪魔の言葉を借りれば、こうだ。


『君を守るために、彼女はすべてを捨てた。本当に優やさしい人だった』


　その言葉に、彼は、ライナは、


「…………」


　なにかを言おうとして、しかし、別のことに気づいて、目をさらに鋭するどく、細める。


　そして、


「……なんだ」


　と、夜の景色をにらむ。


　物音一つしない、静かな闇やみをにらむ。


　それから、ここには大勢の兵がいるはずなのに、物音がまるでしない、奇妙ないまの状況に気づいて、


「……くそ、馬ば鹿かか俺は……なにかまずいことが起きて……」


　が、その言葉を遮さえぎるようにして、どこからか声がする。


「そうだよ。気づくのが遅おそい」


　と、背後から声がして、


「くっ」


　ライナは、慌あわてて後ろを振り返る。


　だが誰だれもいない。あるのは自分が乗っていた馬車だけ。しかしその馬車の中から、


「どこを見てる？」


　という声。


　続いて再び背後から、


「こっちだよ」


　という声。


　右からも、左からも、こっちだ、こっちだよ、と、声が回る。


　ぐるぐる回る。


　しかしそれにライナは全身に力を込めて警けい戒かいしながら、言う。


「……くだらねぇ手品だな……声を乗せた空気を魔法で移動させてんだろ？　そんなの……」


　と、彼は目を一度閉じる。


　開く。


　そして瞳ひとみの力を解放する。瞳の中央に涙なみだ色いろの紋もん様ようが浮うかぶ。すると彼の周囲にいつの間にか展開されていた魔法の術式のすべてが、見えるようになる。


　案の定それは、空気の振しん動どうを操あやつって声を移動させる術だった。どこの国の魔法かはわからないが、しかし、仕組み自体は簡単なもので、構成を見てしまったのでもうライナにも使える。


　だからライナは手を動かす。その魔法を解呪するための魔法を発動しようとする。初め右腕でその魔ま法ほう陣じんを描えがこうとして、しかし自分の右腕がないことに気づく。


「ああ、くそ。ないんだった」


　と、彼はうめいて、左手を動かす。魔法陣を描く。魔法はすぐに完成するが、


「ああ、バレちゃったか。やるねぇ」


　なんて声がして、周囲に展開していた敵てきの魔法が消える。


　それにライナもすぐに魔法を消す。次の敵の攻こう撃げきに備えて、左手を自由フリーにする必要があった。


　それに彼は思わず顔をしかめそうになる。右腕を失ったのは、ちょっとまずいかもしれないぞ、と、初めて思う。義手をつければもう少しなんとかなるのかもしれないが、まだ、右腕を失ったことに慣れていないのだ。だからとっさの判断で右腕を使おうとしてしまう。しかしそのとっさの判断の遅おくれは、強敵相手には致ち命めい的てきだ。


　そして、


「…………」


　と、彼は目の前の闇をにらみつける。


　いや、その闇の向こう側に広がっている魔術で編みあげられた魔術の黒い雲のようなものを、にらみつける。


　それは見たことのない魔法だった。


　異常に複雑で、魔法に詳くわしいライナですら、その構成の内容を一目見ただけでは理解できないほどだった。


　その雲が、周囲に霧きりのようなものを放ち続けている。


　ライナの、特とく殊しゆな『瞳』でなければ見えない、透とう明めいな霧。


　その霧の効果は、睡すい魔まだ。その霧を体内に吸いこむと、神経に作用して、眠りに落ちてしまう。それはまるでさっきまでのライナが、延々何日も眠り続けてしまったのと同じように、それを吸った者はおそらく、術者が魔法を解呪するまで眠り続けるだろう。


　おまけにご丁てい寧ねいなことに、寝ねている間は飲まず食わずでいいように、栄養まで供給されるようになっている。


　いったいなんのためにそんな術式になっているのかはわからないが、とにかくその魔法は──


「…………」


　その、睡魔の雲は、いま、ライナが見えている範はん囲いすべての人間を、寝かせてしまっていた。


　おそらくは万単位の人間が、その雲によって眠ってしまっている。


　通常そんな魔法は個人では扱あつかえない。魔法はその効果範囲が広がれば広がるほど、威い力りよくがあがればあがるほど、一人の術者で発動することはできなくなるのだから。


　つまりこれは、


「……大規模攻撃魔法か」


　それにライナは胸の中で、心臓が強く跳はねるのを感じた。


　いまここは、大規模攻撃魔法を使用できるだけの術者を擁ようした、軍隊に襲われているのだ。


　そしてすでに仲間たちは全員、その魔法にかかってしまっ……


　が、そこで。


「違ちがうよライナ。よく構成を見ろ。これは大規模攻撃魔法じゃない」


　と、声が言う。


　姿が見えない、おだやかな声が言う。


　その声が響ひびいた方向へと目を向ける。すると声の位置を移動させる魔法が消えたので、声の主がそこには立っている。


　その声の主のほうへと目を向け、


「んぁ？　てめぇ、なんで俺の名前を知っ……」


　と、そう言いかけて、しかし彼は、言葉を止めた。なぜならそこに立っている男に、見覚えがあったから。


　いや、胸の奥おくに。


　記き憶おくの奥底に、そいつの姿が強く焼きついていたから。


「…………」


　だからライナは、その男を見つめて、震ふるえそうになる。なぜ自分がそんなにふうになるのかはわからないが、とにかく全身が震えだしそうになる。


　それでも彼は、真っ直すぐ目の前を見る。


　目の前の男を見つめる。


　するとそこにいるのは、ひどく眠ねむそうな顔をした男だった。


　金色の髪に、眠そうに緩ゆるんだ青い瞳。


　やる気がなさそうな猫ねこ背ぜの体に、しかしその気け怠だるい雰ふん囲い気きとはミスマッチな、きっちりとした黒いスーツ。造りのよさそうな革かわの鞄かばん。


　歳としのころは、二十代後半くらいだろうか。少なくとも三十を超こえてるようには見えない。


　だが、そんなはずがなかった。そいつは二十代の姿をしているはずが、なかった。だって、いま目の前にいる男と、記憶の中のそいつの姿が、まったく変わらないのだ。


　もう、十五年も前の記憶と、まるで変わらないのだ。
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　昔と変わらない、なにも変わらない姿のままでそいつは優やさしくこちらに笑いかけてきていて。


　それにライナは、震える。


　それどころか泣きそうにすらなってしまって。


　そして彼は、言った。


　かすれるような、震える声で、


「……と、父さん？」


　と、そう言うと、目の前の男は応こたえる。


　やはりそれも記憶の中にある声と、一いつ緒しよだった。


　優しい、本当に優しい声で、


「やぁ。やっと会えたね……僕の愛いとしい息子むすこよ」





　とそう、そいつは言った。




　第二章　立国の悪魔







　場所は少し移る。


　ライナたちがいるところから、かなり南へ下った、ゲイルフィックラント帝てい国こくの中央付近。


　そこで、


「……あ～」


　と、ヴォイス・フューレルはうめいた。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみに、利発そうなつり気味の黒い瞳。巫み女こ服のようなものを着込んだ、十三、四歳くらいの少年。


　その少年が疲つかれたような顔で横を見て、


「ねぇ。なんか馬で走りすぎて、私はもうお股またが痛いたいんですが、レイルカはどうです？」


　なんてことを、言う。


　するとやはり馬で、彼の横を併へい走そうしていたレイルカ・レデーナが顔を赤らめる。


　明るめの茶色い髪に、それとはミスマッチな黒い瞳。その瞳を困ったように泳がせてから、


「ど、どうと言われましても……」


「痛くない？　お股」


「そ、その……鍛きたえてますので」


「へ？　鍛えてるって、お股を？」


「ば、馬術を、です!?」


　そのレイルカの反応にヴォイスはにやにやと意地悪そうに笑って、


「なんてね～。いじめてごめん」


「い、いじめてたんですか？」


「うん。なんかもう、ここのところ仕事漬づけで疲れちゃってさ～、あきたからレイルカで遊んだ」


「……そ、そうですか」


「そう」
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「……ヴォ、ヴォイス様がそれで楽しいのなら、私は嬉うれし……」


　が、その言葉を無視して、ヴォイスは反対を見る。


　そして言う。


「ねね、ハーミットはお股痛くない？」


　するとそこにはレイルカとはまた違う種類の美人がいた。


　長い黒髪に、紺こんの瞳ひとみ。背の高い華きや奢しやな体に戦せん闘とう服という姿。


　ハーミット・ヴォルフというのが彼女の名前だった。


　そのハーミットがこちらを見て、小さく微笑ほほえんで、


「……これだけの距きよ離りを走ると、やはり少し痛いです」


　なんてことを言う。


　そしてその応えにヴォイスはうなずいて、


「なんかその応え方はエロくないから二十点」


「え、エロくない？　ええと、なんだかわかりませんが、だめでしたか？」


　が、彼は首を振ふって、


「いやいや、ハーミットはそれでいいんだけどねぇ」


　そう言って、ヴォイスは笑う。


　しかしその笑えみも、少し疲れている。


　あのガスタークとの戦争が終わってからの数日、彼は本当に忙いそがしく働き回っていたので、ほとんど寝ていないのだ。おまけに移動移動移動続きで馬を走らせっぱなしで、


「……成長期のお子さまをこんなに働かせたら、背が伸のびなくなっちゃうよもぉ～」


　なんてことを、彼は笑みを浮うかべながら言ってみる。


　もちろんこの、反ローランド帝国連合軍の実質的な主あるじは自分なのだ。つまり働け、と自分に命じているのは自分なので、文句を言う相手もいないのだが。


「……しかしまあ、ここで頑がん張ばらずに、どこで頑張るんだ～っていうくらいの状じよう況きようですからねぇ」


　と、彼は馬の首に突つっ伏ぷすように倒たおれこんでいた上半身を起こし、そして前方に広がっている景色を見る。


　するとその景色は、光り輝かがやいていた。


　いま、時刻は深夜二時で、陽ひの光などもう、どこにあるのかもわからないくらいに暗いはずなのだが、彼の視界はまるで昼のように明るかった。


　なぜならいま目の前で、戦争が行われているからだ。


　魔ま法ほうと魔法のぶつかりあい。


　ゲイルフィックラントの大規模攻こう撃げき魔法と、そして、あらかじめヴォイスが待機させていた反ローランド連合軍が放つ、『忘却欠片ルール・フラグメ』の炎ほのお。


　もちろん勝者がどちらになるかは見えていた。


　現在の魔導学では解かい析せきすることすらできない『忘却欠片ルール・フラグメ』の圧あつ倒とう的てきな火力に、ゲイルフィックラントの兵たちが抵てい抗こうできるはずがなかった。


　おまけにいま、ゲイルフィックラントは混乱の極きわみにいるはずなのだ。なにせガスターク帝国との戦せん役えきで、王を失ってしまったのだから。


　それもその王を殺したのは自分たちが飼い馴ならせていると思っていた、反ローランド連合軍の王なのだという。


　それも反ローランド連合軍の王──ライナ・リュートは人ではなく、悪魔の生まれ変わりで、その瞳には強力な呪じゆ詛そが込められているらしい、などという噂うわさまで流れている。いや、もちろんその噂を流しているのは、ヴォイスなのだが。


「…………」


　とにかくライナ・リュートは悪魔の生まれ変わりの化物で、一度その瞳が開けば、死と、絶望と、厄やく災さいを撒まき散らすのだという。


　そしてあのゲイルフィックラントとガスタークとの戦争において、その悪魔の瞳は開かれたのだという。


　結果、ゲイルフィックラントの王グラフド・エブルルドは死んだ。


　おまけにゲイルフィックラントの兵百数十万がその呪詛によって一いつ瞬しゆんで塵ちりになってしまったのだという。


　好運にも戦場から逃にげだすことに成功した者の話によると、悪魔の王であるライナ・リュートは、さらに巨きよ大だいな蜘く蛛もの化物も使し役えきしているのだという。


　その蜘蛛の化物は周囲に朱しゆの五ご方ぼう星せいを撒き散らし、それに触ふれた者は血液が沸ふつ騰とうして、爆ばく発はつしてしまうのだという。


　おまけにその屍し肉にくに蜘蛛は卵を産みつけ、卵を産みつけられた死体は蜘蛛人間となり、ライナ・リュートの永遠の奴ど隷れいになってしまうのだという──


「…………」


　などという情報を、ヴォイスは世界中にバラまいた。


　もちろんそんな噓うそくさい話を信じる者などいない。


　悪魔？


　蜘蛛の化物？


　そんなものが存在するはずがないだろうと、誰だれもが鼻で笑った。


　だがすぐに、本当にゲイルフィックラントの王が殺されたらしい、ということがわかる。百万の兵があっさり消し飛ばされてしまったらしい、ということがわかる。


　もちろん悪魔だの、蜘蛛の化物だのという話は信じられないが、しかし、ライナ・リュートという名前の無名の王が、どういうトリックを使ったのかあっさり百万を超える人間を殺して、この中央大陸に突とつ如じよ名乗りを上げた──ということだけは伝わった。


　それもゲイルフィックラントと同盟してガスタークを攻せめていたはずなのに、このライナ・リュートという王は、あっさりそれを反ほ故ごにして、同盟相手を皆みな殺ごろしにしてしまうような冷血な悪魔だ、ということさえ伝われば、もう、いま彼がやっていることを成功させるには、十分だった。


「レイルカ」


　と、ヴォイスは言う。


　それにさっき無視されたせいか、少しだけ機き嫌げん悪そうな声でレイルカが、はいっと、うなずく。


　それにヴォイスは、レイルカのほうを見ないまま、


「で、この都市の奴やつらはなんて言ってきてる？　僕らに降こう伏ふくするって？」


「はい。最初は抵抗しましたが、いまはもう……」


　が、それを遮さえぎってヴォイスは言う。


「あ～、だめだめ、抵抗しちゃったんだ。じゃあ、皆殺しにしろ。我らが悪魔の王ライナ・リュート様はとても性格が鬼き畜ちくだからね……もう、少しでも抵抗したら皆殺しなんだぞ～……って、ことにしたい」


「……皆殺し、ですか」


「そう。女も、子供も、全部ね」


「で、ですが……」


「ですが、なに？　くだらない意見なら聞きたくないけれど、なにか、建設的な意見でもあるのかな？」


「…………」


「ないのか。なら黙だまっててよ。なんだかんだ言って、私たちのほうが兵の数は圧倒的に少ないからね。ほんとは余よ裕ゆうないんだ。だから脅おどせるタイミングで、限界まで脅す。で、ゲイルフィックラントの領地を、最小の被ひ害がいで奪うばう……ま、いまは順調にいってるけど、でも、全部は無理だろうなぁ。うまくやれても、奪えるのは領地の四割ってところかな……？」


　と、彼が言うと、横からハーミットが言ってくる。


「すでに二割を……」


「足りない。そして、遅おそいなぁ。ゲイルフィックラントの王が替かわり、態勢を立てなおされたら、もう奪えなくなっちゃうんだけど……」


　そう言って、彼はなにかを考えるように空を見上げる。


『忘却欠片ルール・フラグメ』が放つ火によって、煌こう々こうと照らされている夜空を見上げ、


「……いや、でも深追いはまずいか……奪った領地を完全に支配下におくのにも時間がかかるだろうし……あまり手間取ると、他ほかの大国もゲイルフィックラント荒あらしに参加してくるだろう……となると……」


　このへんで、ゲイルフィックラントにも態勢を立てなおしてもらう必要があるか？


「…………」


　なんてことを、彼は考える。


　他の大国がゲイルフィックラントを喰くい荒らしにきた場合、やはりいまの兵力の少ない反ローランド連合軍では、そいつらを追い返すことができないのだ。


　つまり、ゲイルフィックラントと協力して追い返す必要がある。


　なら、


「……適度なところで満足しとく必要があるんだけど……さてさて、どこまでやるか……」


　そう言って、彼はやはり疲つかれた顔のまま、自分の頭をぽんぽんっとたたく。成功を目前にしたときの決断には、いくつも危険が潜ひそんでいる、と、彼に詐さ術じゆつを教えてくれたお婆ばあさまはよく言っていたのだが、


「……さて、どれくらいの場所に危険が潜んでるのかなぁ」


　と、彼は呟つぶやく。


「ハーミット」


「はい」


「この都市の名前は確か……」


「スフェルランスです」


「そこそこ大きな都市だよね？」


「ゲイルフィックラントの中では、四番目の規模のはずです」


「四番目。四番目、ね……で、ここまで取れれば、ゲイルフィックラントは上下に分断できる？」


「おそらくは……もちろんゲイルフィックラントの王が決まり、態勢を立てなおされてしまうと挟はさみ打ちに……」


　が、ヴォイスは首を振る。


「それはない。ガスタークがあのまま引き下がるとは思えない。おそらくゲイルフィックラントの北半分は、ガスタークに喰い潰つぶされるだろう。それに北には大国、エルトリア共和国もある。どちらにせよ北側のゲイルフィックラントは、終わりだ」


「…………」


「そして南はローランドかレムルス帝てい国こくが襲おそってくる。おそらく一度分断してしまえば、ゲイルフィックラントは私たちを気にする暇ひまもないはずだ」


　と、彼は説明しながら、頭の中で地図を広げていた。


　上下に大きいゲイルフィックラント帝国の領土と、その、ちょうど中央あたりに位置している、このスフェルランスという名前の都市の地図を、頭の中に浮かべる。


　そして他の、大きな勢力を持っている国々の位置も、確かく認にんする。


　北のガスターク帝国、エルトリア共和国。


　南のローランド帝国、レムルス帝国。


「…………」


　たぶん、ここがちょうどいいはずだった。


　この、スフェルランスという都市を中心に自分たちの国を作れば、しばらくの間はその国を保てる自信が、彼にはあった。


　というか、どの場所に国を打ち立てれば有利か、すでに考えに考えてから、行動しているのだ。それこそライナ・リュートに接せつ触しよくするかなり前から、その準備は続けてきたのだ。


　そして真っ先にここに兵が突とつ入にゆうできるよう、ガスタークとの戦争が始まる前に兵も配備していた。


「……まあ、意外にゲイルフィックラントの王が鋭するどくて、何部隊かは拘こう束そくされてしまいましたが……」


　と、少しだけ悔くやしげにヴォイスは言う。


　本当はいまの三倍の量の兵を用意していて、もう少したくさんの領地を奪えるはずだったのだが、だがまあ、見つかってしまったものは仕方がない。


　どんなゲームも、すべての計画はうまくいかない、というところに、おもしろさがあるのだから。


　だからとりあえずは、


「このへんが、限界かな……スフェルランスを手に入れられただけでも、よしとしたほうがいいでしょうね」


　と、彼は自分に言いきかせるように言う。


　とにかくこの場所は、よかった。


　南側は、分断されたゲイルフィックラント帝国、ローランド帝国、レムルス帝国が三さん竦すくみになって存在し、お互たがいがお互いを牽けん制せいしあうせいで、なかなかこちらに手はだせないような位置なのだ。


　そして北は北で、やはり分断されたゲイルフィックラントの北半分と、エルトリア共和国、ガスターク帝国が三竦みになる。


　もちろんゲイルフィックラントは王を失い、さらに分断されているのでいずれはどこかの大国に食い潰されるだろうが、しかし、それには少し、時間がかかる。


　その間に自分たちはいくらでも国を、勢力を拡大する方法を考えることができる。


「……あ～でも、やっぱりもう少し一気に、大きな領土が欲しかったなぁ……もうちょい優ゆう秀しゆうな人材に指揮させるべきだったかな……と、いまさら言っても仕方ないんですが、まあ、ほんとに仕方ないので次の作業に移行しましょう。ハーミット、スフェルランスの降伏を受け入れます。その旨むねを相手に伝え、我々を受け入れるように言いなさい」


　それにハーミットが、はっ、とこちらに頭を下げ、馬をさらに飛ばして戦せん闘とうが行われているほうへと駆かけ去っていく。


　それを確認してからヴォイスはレイルカのほうを見て、


「で、君はまだ怒おこってるのかい？」


「え……いえ、私は怒ったりは……」


「怒ってる顔もかわいいよ、レイルカ」


「その……あの……」


　その言葉に、レイルカは顔を真っ赤にするが、しかしヴォイスはやはりにやにや笑って、


「と、レイルカで遊ぶのはこのへんにして……」


「遊……!?」


「次の情報を流しなさい。『忘却欠片ルール・フラグメ』を使った戦争がいかに悲ひ惨さんか。非人道的か。この力を使い続ければいずれ、世界が滅ほろんでしまうだろうことを、世界に流しなさい。そして『平和』のために、『忘却欠片ルール・フラグメ』の世界的使用禁止を、私たちが指導国となって提言……」


　とそこで、ヴォイスの声が轟ごう音おんにかき消される。


　反ローランド連合軍が放った『忘却欠片ルール・フラグメ』の火が、敵の軍を焼いたのだ。


　するともう、それだけで、普ふ通つうの大規模攻こう撃げき魔ま法ほうとは比べ物にならないほど大量の兵が死ぬ。一撃で戦場の形すら変わってしまう。


　そしてその、人が使っていいとはとても思えない強い光が放たれたほうをヴォイスは見て、


「ほらね～？　『忘却欠片ルール・フラグメ』を使って戦争するのは危ないでしょう～？　ああもう、使ってるのが私たちでよかった」


　と、笑いながら言う。


「だから禁止しなくっちゃねぇ。私たち以外の国が、『忘却欠片和ルール・フラグメ』を有効利用できないように」


　するとその言葉に、レイルカが不安そうに聞いてくる。


「しかし他の国が、私たちの言葉を聞いてくれるでしょうか？」


　が、ヴォイスは肩かたをすくめて、言う。


「聞く国もあれば、聞かない国もあるだろうね。聞いてくれる国は、『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っていない国だ。大国でいえばエルトリア共和国あたりは、『忘却欠片ルール・フラグメ』をまだ集めはじめたばかりで後おくれを取ってるから、私たちの意見に賛同してくれるんじゃないかな。それに戦争をしたくない小国も、同調するだろう。なにせ『平和』のために、だよ？　『平和』のために、兵器の使用をやめよう、なんていう話に、力を持っていない国が反対するはずがない。みんな馬ば鹿かみたいに『平和』って言葉が好きだからねぇ」


　そう言って、ヴォイスは笑う。


　へらへら笑う。


「それも、僕らには悪魔の王がいるんだ。ゲイルフィックラントの兵、百万以上を殺し、さらにガスタークが使った『忘却欠片ルール・フラグメ』を超こえる兵器をも打ち消してしまうほどの化物がいる。だが、その化物が、百万を超える兵の死を見て、これはまずいって思うんだ。これは危ないよーってさ。で、兵器の使用をやめようと言うんだ。あまりに悲惨だから、やめようって。『忘却欠片ルール・フラグメ』を消し去ってしまえるほど強大な力を持っているのに、私たちはとっても心がお優やさしいので、それを使わずに平和に過ごしましょう～って言ってあげるんだ。これはちょっと……説得力があるだろう？　私たちがまるで、本当に平和を望んでいるように見えるだろう？」


　という言葉に、レイルカが不ふ思し議ぎそうな顔で、こちらを見る。首をかしげてこちらを見る。


　それにヴォイスは聞く。


「なにか、疑問があるかな？」


　と、聞く。


　するとレイルカが言った。


「……お話を聞いてると、ヴォイス様は平和を望んでいないように聞こえるのですが……平和を、望んでないのですか？」


　その問いに、ヴォイスも首をかしげて、


「平和を？」


　と、言う。


「はい。望んで、ないんですか？」


　その、レイルカの言葉に、ヴォイスは少しだけ困ったような顔で言った。


「ふぅん？　レイルカは、不思議なことを聞くなぁ。平和を望んでる人間なんて、存在しないんだよ？」


「……そうでしょうか？」


「そうだよ。というか、そうだな。仮に君はいま、餓が死し寸前だとするじゃない？」


「……餓死、寸前ですか？」


「うん。餓死寸前。もうね、五分以内になにかを食べないと死んでしまうくらい、ぎりぎりの状態」


「はい」


「そして君の横には同じ状態の人間が子供から老人までずらっと二十人並んでいる、と。ここまではいい？」


「……はい」


　レイルカがうなずいたの確認して、ヴォイスは続ける。楽しそうに両手をあげて、


「さあさあそこで、お優しい神様の登場です。本当に神様は優しいから、君たちの目の前に、美お味いしそうなスープを用意してくれるわけです。さあこれを飲みなさい。お腹なかが減っただろう？　いままで辛つらかっただろう？　ってね。でも、お優しいはずの神様は、なぜかスープを一いつ杯ぱいしか用意してくれません。こっちには餓死寸前の人間が二十人からいるのに、スープは一杯だけしか用意してくれません。神様はうっかり屋さんなのか、それともほんとは、こちらを馬鹿にして笑ってるのかはわからないけど、とにかくスープは一杯だけしか用意してくれません。さぁどうしよう。はてさて、そのとき君は、なにをするだろうか？」


「…………」


「私は平和を愛してるので、スープは他の人に譲ゆずります──って、言うかい？　もちろん言ってもいい。でも隣となりの奴やつはどうするだろう？　その隣の奴は？　それとも全員で愛と平和を叫さけんで、一いつ斉せいに餓死でもしてみるかい？」


「…………」


「世界はそういう仕組みで回ってる。もちろん、愛がないとは言わないけどね。親が子供のためにスープを差し出す。恋こい人びとのためにスープを差し出す。そういうことは、あるかもしれない。でも、平和なんてのは、ないよ。結局誰だれかがスープを飲むんだ。そしてそのスープを増やす方法はないかと、みんな考えている。自分が見える範はん囲いの仲間に、なんとか行きわたるようにできないかと、考えてる。私だってレイルカの飲む分くらいは用意できるといいな、とは思うけれど……」


　とそこで、また『忘却欠片ルール・フラグメ』の火が輝かがやく。


　すると人が死んでいく。


　人が死んでいく。


　スープを飲むことができなかった人間たちが、死んでいく。


　その光に照らされながら、彼は言った。


「だが顔が見えてもいない相手のスープのことなんて考えないね。だって、一口でもスープを飲んだ奴はもう、平和なんて言葉を口にする資格はないんだから。そしてそれを、どいつもこいつもわかってる。わかってて、泣きながら進んでくる」


　と、ヴォイスは南を見る。


　それから北を見る。


　そして、南から北上を続ける英えい雄ゆう王シオン・アスタールと、北から凄すさまじい勢いで南下してきているレファル・エディアのことを考える。


　どちらも、名君なのだという。


　民たみに愛されている、優しい王なのだという。


　ということはおそらくは、泣きながら進んできているのだろう。泣いて、叫んで、しかしそれでももう、彼らは平和などという甘い言葉は口にしない。


　それが幻げん想そうだと知っているから。


　偽ぎ善ぜんにすぎないと知っているから。


　自分たちの手を血で汚よごして、それでも必死に前に進んでいるから。


「……まああいにく、私たちの王様はまだ、偽善好きな甘ちゃんっぽいんですけどねぇ」


　と、ヴォイスは言って、少し笑う。


　するとそれにレイルカも笑って、


「そしてヴォイス様は、その甘ちゃんが好き、と」


「ん～？」


「本当はヴォイス様は平和を望んでるんじゃないですか？」


「…………」


「そんなのは偽善で、幻想だとわかっていても、ヴォイス様は本当は平和が好きなんじゃないですか？」


　なんて言われて、それにヴォイスは微笑ほほえむ。やはりいつものような、へらへらとした、まるで真しん剣けん味みを感じさせない顔でレイルカを見つめて、


「なんで、そう思う？」


　と、聞く。


　するとレイルカが言う。


「ヴォイス様が王になられないのなら、シオン・アスタールの下でも、レファル・エディアの下でもよかったはずなのに、なぜ、わざわざ新しい王を立てたのかな、と、私は少し疑問に思っていたんです。戦争を利用してお金を稼かせぐ、という目的だけなら、どこの国を利用してもよかった。なのにヴォイス様はリスクを取って、ライナさんを選んだ。それはなぜかな、と、考えていたんですが……」


「で、その答えは出たのかい？」


　するとレイルカは首を振ふる。


「いいえ。私などでは、ヴォイス様の深遠なお考えをたどることはできません」


「あらそう？　意外と簡単なんだけどね～」


「そうなんですか？」


「うん」


「ではそれを、教えてもらえるんでしょうか？」


　というその問いかけに、ヴォイスは笑って、


「…………」


　しかし、答えなかった。


　レイルカから視線を外し、


「さて、無む駄だ話ばなしをした。そろそろ仕事を始めよう。レイルカ、私が用意していた情報を、流し始めて」


「それは……」


「世界に、『忘却欠片ルール・フラグメ』の使用を禁止させる。主要な国すべてに、特使をだすんだ」


　すると彼女はうなずいて、また、


「はい」


　と、言う。


　彼女も馬を走らせ、ヴォイスから離はなれようとする。


　しかしそれをヴォイスは止めて、


「あ、レイルカ！」


　と、声をかけると、レイルカは止まる。振り返る。


「なんでしょうか？」


　そう聞いてくるので、命令を追加する。


「ローランド帝てい国こくとレムルス帝国には、君はいくな。あの二つの国はもう狂くるってるから……殺されてもいい、無能な人材を投入しろ」


「……はい」


「君はガスターク帝国か、エルトリア共和国へ。あっちはまだ、話が通じそうですからねぇ」


「では私はガスタークへいってきます」


「そう？　ガスターク……ガスタークはたぶん、大だい丈じよう夫ぶだと、思うんだよなぁ……」


　と、少しだけ悩なやむ。


　ガスタークの王の噂うわさや情報を頭にめぐらせて、


「……まあ、ガスタークとは少し、仲良くしておきたいから、君がいったほうがいいかもしれない。じゃあいっておいで。くれぐれも死なないようにね」


　とそう、ヴォイスが言うと、心配されたことが嬉うれしかったのか、レイルカは微笑み、


「はい！」


　と、言ってから、再び馬を走らせる。


　レイルカが去ると、背後にいた部下数人が、彼を守るように前に出てくる。


「ここからは我々が……」


「ああ、守ってくれてありがとね～。頼たよりにしてるよ」


　と、彼は部下たちの顔も見ないままに、言う。そしてそのままぼんやりと空を見上げる。寝ね不ぶ足そくのせいか頭を使おうとすると頭痛がしてくる。それに困ったように顔をしかめ、


「……あ～もう、眠ねむいなぁ。もうそろそろ、ふかふかのベッドでかわい子ちゃんたちに囲まれて、酒池肉林な感じでうひゃーと寝ちゃいたいところなんですが……ま～だ眠れないんですよねぇ……分断後の北と南のゲイルフィックラントにそれぞれ王を立てて、上下の仲が悪くなるよう仕向けないと……あと、それから……」


　と、ヴォイスは空から、地面を見る。


　夜だというのに、くっきりと地面に伸のびる自分の影かげを見下ろす。


　そして。


「……ずっと騙だまし続けてる『女神アバズレ』どもが怒おこり出す前に、始末をつけないと……『忘却欠片ルール・フラグメ』の使用が禁止されたらもう、あいつらには用はないですしね。こっちにはもう、ライナさんがいるん……」


　そこでまた、ヴォイスの声は消える。


『忘却欠片ルール・フラグメ』が放たれたのだ。


　空が光り、世界が光り、轟ごう音おんが響ひびく。


　そして、狂った殺さつ戮りくの力が放たれる。


　その、なにもかもを破は壊かいしてしまう光のほうへとヴォイスは眠そうな目を向けて、


「……よし、一度スフェルランスへ入って、地固めをしますか」


　と、言った。


　そしてそこで初めて、周囲を囲むように現れた部下たちの顔を見て。


「全軍に伝えてください。そろそろ休めますから、もう一ひと踏ふん張ばりです。ここを我々の拠きよ点てんにして……王を……あのゲイルフィックラント百万の兵を皆みな殺ごろしにした我らが悪あく魔まの王を、ここに迎むかえ入れます」


　そう、命じる。


　それからヴォイスも馬の腹をとんっと、蹴けった。そして、


「いけ」


　と、呟つぶやく。


　すると馬は走りだす。


　昼のように明るい夜の中を走りだす。


　その馬にしがみつきながら、やはり眠そうな顔のまま、


「……さて、領土を手に入れたとなると、いつまでも反ローランド連合軍なんて名前のままでもいられませんよねぇ……なら」


　国名を。


　新しい国名を、つける必要が、ある。


　それをヴォイスは頭の中で考える。


　そしてふと、いい名前を思い付いて、


「……パンティ大好き王国とか、どうでしょうか？」


　なんてことを言ってみるが、まわりにいるのは柔じゆう順じゆんな部下ばかりなので誰も突つっこんでくれない。


　それに彼はつまらなそうに笑ってから、


「……もしくは私の出身地イエット共和国の名前を取って……イエット王国とか……？」


　なんてことを呟き、馬を走らせる。


　火の手があがる。


　都市に火の手があがる。


　その強い光のほうを見つめ、


「……さて、どんな名前にしましょうか」


　と、彼は呟いた。





　彼らが目指すのは、ゲイルフィックラントの都市、スフェルランスだ。




　第三章　平和とカルマ







　ヴォイス・フューレルが放つ噂や情報の類たぐいは、嵐あらしのように世界中をかきみだしていた。


　まるであらかじめこうなるようすべてが仕組まれていたかのように、反ローランド連合が流す情報に、いろいろな尾おヒレがついて膨ふくれあがっていく。





　入ってくるのは、醜みにくく凶きよう悪あくな悪魔の王の話。


　戦場で暴れた、悪魔の配下である巨きよ大だいな蜘く蛛もの話。


　悪魔がその呪のろわれた息の一ひと吹ふきで、ゲイルフィックラントの軍勢数百万を皆殺しにした、という話。


　破竹の勢いで南下を続けていたガスターク帝国でさえ、その悪魔にはかなわなかった、という話。





　その、噓うそとも真実ほんとともつかない噂や情報が書かれた書類を見下ろして、シオン・アスタールは小さく呟く。


　ほんの少しだけ楽しそうな笑えみを浮うかべ、


「……悪魔の王、ライナ・リュートだって？」


　とそう、彼は言った。


　気高さを感じさせる銀の髪かみに、いまは少し、疲つかれている金の瞳ひとみ。


　戦場に立つことを想定して作られたローランド王専用の白い戦せん闘とう服に身を包み、彼は独り、戦略卓たくが一つあるだけの椅い子すすらない広間で、書類を読んでいる。


　彼がいまいる場所は、南大陸のほぼ中央──かつて旧カッスラー自治聖都の北に位置していた砦とりでだった。


　その砦の広間で、方々からやってくる報告を受けている。


　ここから少し北では現在、激しい戦闘が行われているはずだった。


　カルネに統治を任せていたはずの旧ウルド民管区の領土を中央大陸の大国、レムルス帝国に奪うばわれ、さらに南下してこようとするレムルスの軍勢を、クラウやミラーたちが必死に防いでいる──というのがいまの状じよう況きようだった。


　レムルス帝国に奪われてしまった旧ウルド民管区の領土をのぞけばすでにローランドは南大陸全域をその手中に収め、磐ばん石じやくの態勢で中央大陸へ入る──というところだったのだが、しかし、


「…………」


　と、シオンは戦略卓の上に広げられた地図を見る。


　中央大陸から南大陸へと、侵しん蝕しよくするように広がってきたレムルスの領土を見つめ、


「……そう簡単に、先へは進ませてもらえないか……」


　と、呟く。


　おまけにレムルス帝国は少し、いや、かなり異お常かしな国のようだった。


　ほんの半年前までヴェイオール聖国という宗教国家だったはずのその国は、この半年でその中身を激変させた。


　なんでも空の隙すき間まから神の子が生まれ、そいつが王の座についたというのだ。


　その神の子の名前は──レムルス・レムルド・アークエド。


　その神の子の名前を取って、国名をレムルス帝国に変えた。


　そしてレムルス帝国は、神に選ばれた国として永遠の安らぎを与あたえられたのだという──


「…………」


　などという、どこからどう見ても胡う散さん臭くさい話ばかりで構築されているその国は、二十万の兵を与えられてカルネが守っていた旧ウルド民管区をあっさり制圧し、さらにシオンたちが率いるローランド軍本体とも、互ご角かくに渡わたりあっている。


　おまけに奴やつらは、シオンさえ知らない『忘却欠片ルール・フラグメ』をいくつも使い、さらには。


「…………」


　さらには、もう一人のシオンが住む、異界にも姿を現した。


　現れたのは神の子と呼ばれる、レムルスの王本人だった。


　もちろんそいつは人間じゃない。シオンがすでに人間じゃなくなってしまっているのと同じように、そいつは人間じゃなかった。


　七つの瞳に、六本の腕うで。


　完全に、化物だ。


　その化物が言った。シオンのことを、知っているようだった。いや、シオンの中にいる『勇者ばけもの』のことを知っているようだった。


　気安く彼のことをアスルード・ローランドと呼んだ。


　君のように絶望ばかりを追い求めている狂くるった戦いくさ神がみとは戦いたくないと言った。


　そしてはしゃぐように、こう言った。


『君、なにもわかってないだろう？　さっきからずっと鎌かまをかけていたんだけど君、まだ、完全にはアスルードと一つになってないんだ。本当に君がアスルードと一つになっているなら、僕となんて会話しない。君は卑ひ屈くつな僕を嫌きらっていたからね。それに僕をすぐに殺しているはずだ。なぜなら僕が本当に得意なのは幻げん術じゆつじゃなく、呪じゆ術じゆつだから。だから僕を知っているはずの君が、呪術を使う時間をこんなにもくれるはずがない」


　と、そう言った。


　そしてそいつの──レムルスの言うとおりだった。


　シオンと、そしてルシルはミスを犯おかした。レムルスが生みだした呪のろいをまともに受け、ルシルが動けなくなってしまった。


　いま、ルシルは必死にその呪いを解とくために動いているが、その間シオンは、無防備になってしまった。


『女め神がみ』どもや、彼女たちが使し役えきする化物たち、そしてなにより、この呪いをかけたレムルスが襲おそってきても、いまはシオン一人で対応する必要があるのだ。


　そしてシオン一人では、レムルスには勝てない。それはわかった。


　なにせレムルスが生みだした幻げん影えいに、ああもいいように弄もてあそばれてしまったのだ。もしも本体と戦うのなら、


「…………」


　あの神の子などと名乗るふざけた奴と戦うのなら、ルシルの復活を待つ必要がある。


　少なくとも『堕ちて狂った勇者アスルード・ローランド』が、あの『勇者ばけもの』が本来の力を取り戻もどすまでは──ルシルの力が必要だった。


　それほどに『女神』が『勇者』を止めるためにかけた『ニンゲン』の呪いは、強力なのだ。もっと『ニンゲン』を減らさなければ、『ニンゲンαアルフア』へと変えなければ、彼は本来の力は取り戻せない。


　なにもかもを壊こわしてしまうほどの大きな力は、手に入らない。


　だからいま、ローランドはレムルス帝てい国こくを相手に、苦戦してしまっていた。


　もしも戦場で部下たちが勝利を収めたとしても、レムルス本人が出てきてシオンに呪いをかけてしまえば、すべては終わるのだ。


　だから、進むことができない。


　ルシルが呪いを解いて復帰しないうちは、これ以上前に進むわけにはいかない。


　そしてその間に。


「…………」


　その間に、中央大陸で、予想外の事件が起きてしまった。


　悪あく魔まが生まれたのだ。


　悪魔の王が、生まれたのだ。


　おまけにその悪魔は、ライナ・リュートという名前なのだという。


　かつての親友と、同じ名前なのだという。


　それにシオンは、


「……まさか、ライナに先に中央大陸で名をあげられるとは……思わなかったなぁ」


　と、やはり少しだけ嬉うれしそうに呟いた。


　そして一いつ瞬しゆん、思いだす。


　ほんの一瞬だけ、思いだす。


　あいつと過すごした時間のことを。


　毎日馬ば鹿かみたいに笑って、騒さわいで、ライナが、眠ねむたい死ぬって叫さけんでいたときのことを。


　シオンてめぇ俺を殺す気かぁああ、なんて、叫んでいたことを。


　それにシオンは、笑っていた。


　横で騒いでいる優やさしい悪魔を見つめて、シオンは笑っていた。


　ああもう眠てぇえええってかおまえまじうぜぇから絶対ぶっ殺してやるぅうう、とかなんとか叫びながら、それでも結局、必死に仕事を手伝ってくれていた、親友の顔を思いだして笑った。


　そしてあの。


「…………」


　あの、ローランドにあった王城の一番高い場所から、二人でよく、国を見下ろしたことを、思いだす。


　もう二人して何日も徹てつ夜やで仕事して、そのせいで頭痛で死にそうになって、頭を冷やしに屋上に出ようぜ、と、どっちが言ったのかはもう忘れたが、とりあえず二人で屋上に出て。


　そして、国を見下ろしたのだ。


　するとライナが、いつもの眠そうな顔のまま、


『この景色はまるで、絵空事だな……』


　なんて言って。


　それから謝ってきた。


『……悪かったな』


　なんて、謝ってきた。


　初めそれに、あいつがなにを言い出したのか、シオンはわからなかった。


　だが、ライナは続ける。


『……昔言ったことだよ。あれ、訂てい正せいする』


『うん？　なんの話だ？』


　シオンの問いかけに、ライナは国を見下ろしながら、言う。ローランドの首都を見下ろしながら、


『……絵空事じゃ、なかった』


　そう、言った。


　この国は変わったと。


　狂っていたはずのこの国は、おまえが王になって変わったと。


　そしてシオンはそれに。


「…………」


　俺はそれに、こう答えた。


　吐はき捨すてるように、こう答えた。


『……絵空事だよ、ライナ。俺はあのとき、『仲間を一人も失わずに』と、言ったはずだ。なのに……なのにいま、どれだけの仲間が生き残ってるっていうんだ？　俺が描えがいた絵のために、いったい、あの時の仲間がどれだけ死んだ？　いったいどれだけ……』


　が、ライナはそれを遮さえぎって、


『それでも……だよ。シオン。それでもおまえが言ったことは、絵空事じゃなかった。この国は変わった。おまえがいなきゃ、この国はずっと、暗いままだった』


　そう言ってあいつは、再び城下街を見下ろした。いつもの眠そうな目で。やる気のなさそうな緩ゆるみきった顔で。


　そして言う。


『……もう、十分だよ』


　と、言う。


『おまえは、十分、頑がん張ばってる。それは俺がよく知ってる。だから、そんなに自分を責めるような働き方、すんなよ……』


　と、言う。


『もう十分だ。この国は十分、変わった。いまさらおまえが少しサボったって、後あと戻もどりしたりしやしない』


　と、言う。


『だから自分はまた間ま違ちがってるんじゃないかとか、自分はもっとうまくやれたんじゃないかとか……前みたいに怖こわがる必要はないよ。いまはほら、俺や、フェリスだっているんだしさ……他ほかにもなんだっけ？　あの、赤あか髪がみの馬鹿とか、年とし増ま好きの変態とか、いっぱい仲間もいるんだしさ……大だい丈じよう夫ぶ。この国はもう、大丈夫だ。もうおまえが一人で、気負うこたない。この国はちゃんと変わってる。それも、いい方にだ』


　と、ライナはそう言った。


　しかしそのライナも。


　あいつも、もうそばにはいない。


「…………」


　シオンはじっと、戦略卓たくを見つめる。疲つかれた金の瞳ひとみで、書類を、地図を、見つめる。だがその目はなにも映さない。なんの景色も映さない。


　彼が思い浮うかべるのはあの、楽しかったときの景色だけで。ほんの一瞬しかなかったのに、強きよう烈れつに脳のう裏りに刻まれたあのときの景色ばかりで。


「…………」


　もちろんもう、あのころに戻りたいだなんて、わがままを言うつもりはない。


　自分から捨てたんだから。


　ずっとライナを騙だまして、たくさん傷つけて、最後には捨てたのだから。


　なのにあいつは、そんな俺を、見捨ててくれないのだという。鬱うつ陶とうしいことに、あきらめてくれないのだという。


　というか、ご丁てい寧ねいなことに、そういったことが書かれた伝言まであいつは残していった。


　その、伝言が書かれた紙はいまも持っている。


　あきらめの悪いあの馬鹿の伝言はいまも持っている。


　そこにはこうあった。


　手紙からも伝わるほどやる気のない口調のまま、そこにはこう書かれていた。





『だからいま、おまえがなにに巻き込まれてんのか知らないけど、俺はおまえのところまでいくよ。あの雨の日に、言ったろう？　俺はおまえをあきらめてやらないって。あれを、やろうとしてるんだ。だからおまえを救うために、おまえのところまでいくよ。おまえを救う。そのために俺は少しだけ、やる気になってる。あのやる気って言葉を消しよう滅めつさせるために生きてるような僕ちゃんがさ！　やってやるぞーっておまえの城に向かって叫んだんだぜ？　笑えるだろ？　聞こえたかね？　まあ、明日あしたはたぶん雪だな。うん。なんてクソつまんねぇ冗じよう談だんはともかく……俺はおまえのところまでいこうと思ってる。そのためにどれほどの力がいるのかはわからないけど、必要なものは全部手に入れておまえのところにいく。だからそれまで、おまえは覚かく悟ごして待ってろ。あのとき、俺を殺せなかったことをおまえに後こう悔かいさせてやるから。おまえに。独りで勝手に絶望して、なにもかもしょいこんで、泣きそうになってるおまえのところにいって俺は。俺は、おまえに……最高の親友を持ったって言わせてやるからさ……』





　その手紙を読んだとき、あいつがなにをやるつもりなのか、まるでわからなかった。


　どうやって自分のところまでくるのか。あんなやる気のない、放ほうっておけば毎日昼ひる寝ねしかしないような奴やつが、どうやって自分のところまでくるのか、まるでわからなかった。


　だが、ライナは中央大陸で、悪魔になったのだという。


　百万を超こえる人を殺し、悪魔の王になったのだという。


　あれほど人が死ぬのを嫌きらっていたはずのあいつが、人を殺し、そして、王を名乗ったのだという。


　それはいったい、なんのためか？


「…………」


　もちろんそれを、俺のためだと思うほど馬鹿じゃない。


　だが。


　だがそれでも。


「……おまえの道は、それか」


　と、呟つぶやく。


「で、その道はこの先、俺と交わることがあるかな……？」


　と、彼は呟く。


「……もし敵同士だったとしても……もしも次に会うのが戦場だったとしても……それでも、もう一度会えるなら……それは楽しみだな」


　と、嬉しそうに呟く。


　するとそこで、


「……陛下」


　という、暗く、冷たい声がする。


　それにシオンは顔をあげ、振ふり返る。


　すると広間の入口に、フロワードが、数人の武装した部下を連れて立っている。


　そしてその部下たちが一人の女を拘こう束そくしている。両りよう腕うでを縛しばり、それでも足りないとばかりに、肩かたを押さえ付けていて。


「…………」


　その女を、シオンは見る。


　ウェーブがかかった茶色い髪に、茶の瞳。薄うすくそばかすがかかった白い肌はだに、黒い戦せん闘とう服。


　シオンが見たことのない素材で作られた、戦闘服。


　その女と、そして彼女が着ている戦闘服を見つめ、シオンは聞いた。


「……間者スパイか？　それとも刺し客かくか？」


　するとフロワードが答える。


「大使だそうです。とある協定を結びたいと、そう言ってきました」


「大使？」


「はい」


「どこからきた？」


　そう聞きながら、頭の中でそいつが何者なのかを想像する。少なくともレムルスからの停戦の申し入れじゃないことは、間違いなかった。


　なにせレムルスは、すでに一度、約束を反ほ故ごにしているのだ。この戦争に突とつ入にゆうする前に、レムルスはローランドに対して同盟の申し入れをしてきているのだ。


　そしてそれで油断したところを突つくように、襲おそいかかってきた。


　一度あっさり約束を破っておいて、再び大使を送りこんでくるとは思えない。


　なら、どこの国だ？


　他の小国からの使者とも思えない。いま現在、ローランドは、レムルスに押されているのだ。戦争に巻き込まれないためにどこか大国の傘さん下かに入ろうとするにしても、いま、この状じよう況きようでローランドに入りたがる国はいないだろう。


　なにせすでにローランドは南大陸を制圧している。つまり使者を送ってくるような国は、レムルスの周辺国のはずだ。


　ならば、


「……ゲイルフィックラントの者か？」


　と、シオンはフロワードに聞く。


　それなら話はわかる。ガスタークとの戦争に兵力を割さかれている間に、ライナが率いる反ローランド連合軍はゲイルフィックラントの領土へと襲いかかった。


　そしてうまいぐあいに北と南に国土を分断してしまった。


　おまけに南側の国土には、王族に連なる者がいなかったらしく、誰だれが王になるかの内部紛ふん争そうまで起きてしまって、現在、ゲイルフィックラントは非常にまずい状況だった。


　放っておいても自じ滅めつしてしまうかもしれないほどの大混乱が起き、さらにこの状況でレムルス帝てい国こくに攻せめ込まれれば、ひとたまりもないだろう。


　つまりゲイルフィックラントはいま、滅めつ亡ぼうの危機にある。


　それをなんとかするために、ローランドに助力を請こう──というのは、非常にわかりやすい話だった。


　それにいまはタイミングもいい。ローランドは中央大陸進出にあたって、レムルス帝国に苦戦している。そのレムルスを潰つぶすためにも、国を分断されてしまったとはいえ、ゲイルフィックラントの助力はローランドも欲しいところだった。


　そしてゲイルフィックラントもそれをわかっているはずなので、近いうちに使者がくる、とは思っていたのだが。


「…………」


　しかしそれに、フロワードが言った。


「彼女はゲイルフィックラント帝国からの大使ではありません、陛下」


「……違うのか？」


「はい」


「では、どこからの大使だ？」


　その問いに、女が顔をあげる。シオンのほうを見つめる。


　そして、


「……わたくしは、スフェルイエット民国からの大使としてこちらにまいりました」


　と、言った。


　それにシオンは少しだけ首をかしげ、


「……スフェルイエット民国……？　というと、聞いたことがないが、中央大陸の小国だろうか？」


　すると女はうなずく。


「はい。小国でございます。ですが陛下が御ご存知ないのも仕方ありません。まだ、できたばかりの新しい国ですから」


「……新しい国？」


「反ローランド連合軍という名前の組織が立ち上げた国だと申しあげれば、ご理解いただけると思います」


　という、その、女の言葉に。


　シオンは目を細めた。そして彼女をにらみつける。


「…………」


　しかしその女はシオンの表情を気にもしない。いやそもそも、こちらを見てさえいなかった。ただ、命じられた言葉を言うだけ。大使としての任務を果たすだけ。


　だがその言葉は、誰に命じられた？


　誰からの命令で、この女はここへきた？


　反ローランド連合軍の王は、悪あく魔まなのだという。


　ライナ・リュートという名前の、悪魔なのだという。


　なら、こいつは。


　こいつはライナからの命令でここに……


　女が言う。


　まるであらかじめ用意していた文章を読みあげるかのように、


「すでにみなさまお聞き及およびとは思いますが、ガスターク帝国と交戦していたゲイルフィックラント帝国の軍、百数十万を消滅させたのは、我々です」


　と、その女は言った。


「破竹の勢いで南下を続けていたガスターク帝国を追い返したのも我々です」


　と、その女は言った。


「その二つの事実からみなさんもお気づきだとは思いますが、我々は、みなさんの理解の外にある、強力な兵器を有しています。そしてその力を以もつて、我らはこのたび、立国することを決意いたしました。国名はスフェルイエット民国です」


　と、その女は言った。


「そしてこの立国を機に、我々は世界へ向けて、平和協定についての提言をしたいと思います」


　という、その言葉に、シオンは聞き返す。


「平和協定……？」


「はい。いくつかの国の方々はもう気づいていると思いますが、現在戦場では、『忘却欠片ルール・フラグメ』という名前の、異常な火力を持った古代の兵器が使われ……」


　が、その言葉をシオンは遮さえぎる。


「『忘却欠片ルール・フラグメ』の説明は必要ない。だがおまえらはまさかその説明を、世界中の国にしてまわっているのか？」


　と、聞く。


　すると女はうなずく。


「はい。このまま戦場で使い続ければ、世界すべてを滅ほろぼしかねない危険な兵器の利用を止めるべく、我々は平和協定を……」


　が、その言葉を遮って、シオンは言う。


「馬ば鹿かな！　世界中に兵器の存在を知らしめておいて、なにが平和協定だ！　そんなことをしたらすべての国が『忘却欠片ルール・フラグメ』を使……」


「いいえ、そうはなりません。そのための平和協定です」


「誰がそんな協定を守……」


　しかしそれも遮って、女が言う。


「少なくとも我が国は守るつもりです。もう二度と、我々は『忘却欠片ルール・フラグメ』のような、非人道的兵器を戦場で使うつもりはありません。そして貴国にもそれをお願いしたい。平和のために」


「平和？　平和だと？　ふざけるな。おまえらは……」


　しかしそれを制止して、女が言う。


　薄く笑って、


「陛下、あなたがなにを叫さけぼうと、どう怒ど鳴なろうと、世界は見てますよ？」


「…………」


「世界中が見てます。あなたがこの平和協定に参加するのか、しないのか。別に参加してくれなくてもかまいません。ただ世界はあなたがたのことをこう思うでしょう。南から殺さつ戮りくの力だけを頼たよりに北上してきた、野や蛮ばんな王だ、と。南大陸であなたがどれほど英えい雄ゆう的に振る舞まおうとも、ここで選せん択たくを間ま違ちがえれば、中央大陸でのあなたのイメージは決まる。さて、そうなればどうなるでしょう？　平和協定に参加しなかった、野や卑ひな蛮ばん族ぞくの王の下もとに、中央大陸の人々は屈くつ伏ぷくしますでしょうか？　あなたはこの先、力だけを頼りに北上を続けられると、そうお思いなのですか？」


「…………」


「それなら別にかまいません。我々も、すべての国の賛同を得られるとは思っていませんから。ですが中央大陸では相当数の国がすでにこの協定に賛同……」


　が、そこでフロワードが、


「それはブラフはつたりでしょう。そんなに早く、これほど大きな問題について各国が回答できるはずがない。もちろんあなたがたが、悪魔だのなんだのという野蛮な戯たわ言ごとで脅おどしをかけたのなら別ですが」


　と、皮肉を込めて言うが、しかしそれに女は笑えみを浮うかべた。


「もちろん脅しもかけています。当然でしょう？　交こう渉しようとは、まずは脅してからするものです。そしてそれに怯おびえた小国は参加した。さらには大国も……エルトリア共和国の賛同は、得ました」


　というその言葉に、シオンはうんざりする。


　エルトリア共和国が、この平和協定に賛同するだろうことは、シオンにもすぐにわかった。『忘却欠片ルール・フラグメ』の獲かく得とくに出で遅おくれたエルトリアは、この話に飛び付くはずだ。


　そしてさらに、力を失ったゲイルフィックラント帝国もきっと、賛同するだろう。


　つまり大国二つが、この話に乗る、ということだ。


　そうなれば中央大陸において、ほぼ三分の二がこの協定に賛同したことになる。


　それですでに過半数だ。


　過半数が、『平和』、という偽いつわりの旗の下にすでに協定を結んでしまっている。


　それも反ローランド連合軍──いや、スフェルイエット民国の先導の下に。


　だが奴やつらはいったい、なにを望んでいる？　なぜ、『忘却欠片ルール・フラグメ』の利用を禁止したい？


　もちろんライナなら、それを望むかもしれない。


　あいつなら兵器の使用を禁止したがるかもしれない。


　だが、このスフェルイエット民国の奴らは、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使って、ゲイルフィックラントの領地を奪うばったはずだった。


　というか、スフェルイエット民国の前身である、反ローランド連合軍という組織は、『忘却欠片ルール・フラグメ』を戦争にすでに用いていたのだ。平然と『忘却欠片ルール・フラグメ』を使い、人を、殺していたのだ。そしてその力を利用して、ゲイルフィックラントに取り入ったはずだった。


　つまり自分たちは派手に『忘却欠片ルール・フラグメ』を使っておいて、国を手に入れたタイミングで、世界的にそれを禁止する。


　だが、禁止したところで兵器の存在を知った世界は、その使用を我が慢まんできないだろう。


　人は、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使う。


　目の前に便利な道具があれば、人はそれを使わずにはいられない。


　それも、窮きゆう地ちに追い込まれれば追い込まれるほど、間違った使い方をする。


　だから世界にこの力が知れ渡わたる前に。


　この力を使っての戦争が起きる前に、ローランドは中央大陸に進出しておきたかった。


『忘却欠片ルール・フラグメ』の撃うち合いになってしまえば、それこそ想像もできないほどの犠ぎ牲せいが出てしまうから、まだ誰だれも気づいていないうちに、中央大陸に進出しておきたかった。


「…………」


　いや、もうすでに多くの犠牲が出ている。


　ローランドとレムルスはすでに、『忘却欠片ルール・フラグメ』の撃ち合いで相当数の犠牲を出している。


　おまけに北では。


　ガスターク帝てい国こくとゲイルフィックラント帝国の戦争では、たった一発で、百万もの人が死んだのだという。


　そんなことが起きる前に、すべてを終わらせたかったのに、それはもう、起きてしまったのだという。


　そしてその力を、こいつらは世界にバラした。


　世界はその力を、必死に探し始めるだろう。


　すべての国が、恐きよう怖ふから、欲よく望ぼうから、怒いかりから、悲しみから、『忘却欠片ルール・フラグメ』を死ぬ気で探し始めるだろう。


　そして、それを使う。


　殺戮の兵器を使う。


　すると人が死ぬのだ。


　気が遠くなるほどに、死ぬのだ。


　そうなることは、少し考えればわかることだった。


　すべての国が大きな力を持ってしまえば、その力は抑よく止し力りよくにはならない。


　生みだすのは殺し合いだ。止まることのない殺し合いだ。もう、最後には何も残らないかもしれない。


　それにシオンは女をにらみ、


「……で、その平和協定はいったい誰が言いだした？　おまえらの王──ライナ・リュートじゃ、ないだろう？」


　と、言う。


　するとそれに女がこちらを見て、


「いいえ、すべては王のお考……」


「黙だまれ」


「陛下がどう思われましょうが、我らスフェルイエット民国の王は、ライナ・リュート様で……」


「黙れと言っている。そしておまえらは間違っている。我々をここに足留めすることは、おまえらの足を引っ張ることになるぞ。ここに俺がとどまれば、世界は『女め神がみ』どもに喰くい潰つぶされて……」


　しかしそこで、シオンは言葉を止める。それからさらに鋭するどく、女をにらみつけ、


「……もしくは貴様ら、『女め神がみ』どもの手先か……？　おまえらライナを利用して、いったいなにをしようとしてる？」


　と、聞く。


　するとその問いに、女はさらに嬉うれしそうに微笑ほほえみ、


「……陛下が仰おつしやる、『女め神がみ』、というものがいったいなんなのか、わたくしにはわかりかねますが……しかし主あるじから、もしも陛下が『女め神がみ』という単語を出してきたら言うように、と、言こと付づかっている言葉がありますので、それを言わせていただきます」


　なんてことを、言う。


　それにシオンは、


「その前に、おまえにそれを命じた主あるじの名を明かせ。おまえの主はライナじゃないだろう？　誰だ？　ヴォイス・フュー……」


　しかし彼の言葉を気にせず、女が続ける。やはりあらかじめ諳あん記きしていた言葉を、思いだすように、


「──悪いなシオン」


　と、女は言った。


「おまえは、やりすぎたんだよ」


　と、女は言った。


「俺の仲間を殺しすぎた。だから俺は、おまえをもう許せない。もしもおまえがここで『忘却欠片ルール・フラグメ』を放ほう棄きしないのなら……おまえがそこまで狂くるってるなら、『勇者』の呪のろいでそこまで狂っているなら、俺はもう、おまえの敵だと思ってくれ──」


　と、女が言った。


　主から言付かったという言葉を、一気に並べた。


　そしてそれに。


「…………」


　それに、シオンはなにも言えなくなってしまった。


　おまえがそこまで狂ってるのなら。


　おまえがそこまで狂っているのなら、俺はもう、おまえの敵だと思ってくれ、と、ライナはそう言った。


　そしてそれは、もっともな話だった。


　確かに彼はすでに、ライナの仲間を殺しているのだ。ネルファの兵と逃にげていくライナたちの軍勢に、『忘却欠片ルール・フラグメ』を放はなっているのだから。


　だからライナが怒おこるのもわかる。シオンと決別したいと言うのもわかる。


　だが、それでも、


「……それを言っているのは、ライナじゃない」


　と、シオンは低い声で言った。


　しかしその問いに、女は答えない。


「これでわたくしの役目は終わりです。解放してくだ……」


「まだだ。おまえの、おまえの本当の主の名前を言ってもらう。ヴォイスか？　それとも、『女め神がみ』か？」


　だがそれに、女はまるで馬ば鹿かにするかのような、憐あわれむかのような顔でこちらを見つめ、


「脅しても、わたくしからはなにも出ません。それにわたくしは呪じゆ詛そをかけられてここに立っています。あなたに伝えるよう、命じられたこと以上のことを話すようなら、その呪詛が働いて、わたくしは死にます」


「そうか。だが少なくとも、ライナはそんなことはしない」


「あはは」


「ライナは……あいつは……」


　が、そこで、


「陛下」


　と、フロワードが彼を呼ぶ。


　その声のほうへと目を向けると、彼は少しだけ怒ったように、目を細めてこちらをにらんでいる。


　無む駄だに動どう揺ようして、相手に情報を与あたえるな、ということだ。


　それにシオンは、言葉を止める。部下の前で自分の心の弱さを見せたことに、彼はうんざりする。


「……女を解放しろ。もうそいつからはなんの情報も得られない」


　と命じると、彼女を拘こう束そくしていた兵たちが、彼女を放す。


　すると彼女はそれにうなずき、


「平和協定への参加についての返答をいただけないでしょうか？」


　という問いに、フロワードが答えた。


「保留です。もちろん参加しない、と言っているわけではありません。一度考えさせていただけ……」


「あなたには聞いていません。主はシオン・アスタール王自らの言げん質ちを取ってくるように、とおっしゃられました。なので陛下、お答えください」


「…………」


「参加でしょうか？　不参加でしょうか？」


「…………」


　その問いかけに、シオンは女をにらみつけ、しばらく考えるように沈ちん黙もくしてから──


「……参加する」


　と、言いかけた。


　しかしそこでフロワードが手をあげた。その手にはナイフがあり、ナイフの刃はが、女の首に刺ささる。女は声も上げずに倒たおれる。


　それにシオンは目を大きく開き、


「フロワード、貴様!?」


　と、叫さけんだ。


　しかしフロワードはやはり、冷たい、悪あく魔まのように暗い瞳ひとみのまま、


「保留です、陛下。まだこの協定へ参加はできません」


「だからといって殺す必要は……」


「あります。この女は陛下の動揺を見た。それを報告されるのはまずい」
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「……しかし」


「おまけに呪詛をかけられて、私たちの役には立たない。ですがまあ、この女を殺して首を送り返せば、いまさら『ライナ・リュート』などという名前を出されても陛下が動揺したりはしない、という意思表示にはなるでしょう」


　というその言葉に、シオンはフロワードをにらみつけて、言った。


「……俺が動揺したから、彼女を殺したのか？」


　しかしフロワードは首を振ふる。


「いいえ陛下。我が王は、このような些さ事じに動揺なさったりはいたしません」


「…………」


「さて、あとの対応はお任せください。この件は私が鎮しずめましょう」


　と、言う。


　それにシオンは聞く。


「どう鎮める？」


　するとそれに、フロワードは女の死体を指差し、


「彼女の中に、自じ爆ばくして陛下を殺そうとするような魔法がかけられていた──と、公表します。陛下に襲おそいかかってきたから、殺したと。そして各国の王たちに、スフェルイエット民国からの刺し客かくに気をつけるよう警けい戒かいをうながします」


「だがそれでは、解決にはならない。すでに各国は『忘却欠片ルール・フラグメ』の存在を……」


「ええ、そうですね。すべての国がその存在を知ってしまった……ですが我々はそうなることをすでに予想していた。そのための人体実験──兵士の改造でしょう？」


「…………」


「『忘却欠片ルール・フラグメ』をすべての国が使ってもなお、我が国が優位に進むことができるよう、陛下はこのローランドを作り変えた」


　それにシオンは、フロワードを見つめる。


「だがそれでも、だ。それでも今後は小国も『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってくる」


「ええ」


「犠ぎ牲せいが増える」


「ええ」


「おまけにその女が暗殺者だったという噓うそを公表したとしても、すでに平和協定に参加した国々は……」


「私たちの意見を聞かないかもしれません。しかし、不信感は募つのる。内部に混乱を生むことはできる。スフェルイエット民国が我らの国にいま、やってきていることを、私たちもするのです」


　そう言いながら、フロワードは部下に指で命じて、女の死体を片付けさせる。


　そして、続ける。


　こちらを見つめ、


「彼らは私たちとは違ちがいます。英えい雄ゆう王シオン・アスタールの下もとに集まった私たちとは、根本的なところで違います。反ローランド連合？　ヴォイス・フューレル？　ふ、ふふ、所しよ詮せんは金のために集まった、寄せ集めの軍でしょう？　ならば、不信の種一つで、簡単に壊こわすことができる」


　それにシオンが、


「どうやる？」


　と聞くと、フロワードは淡たん々たんと言う。


「……私自ら、ライナ・リュートへ会いにいきましょう。はっきり言えば、私ですら、このスフェルイエット民国のやりようはライナ・リュートがしていることだとは思えませんからね。ならばこの組織を壊すための穴は、そこにあります。ライナ・リュートと、それを操あやつるヴォイス・フューレル──二人の王が立つ国。その王のうちの片方を、引きずり下ろしてきましょう」


　そう言って、フロワードはこちらに一度を頭を下げ、踵きびすを返す。そしてさっさと広間から出ていこうとして、しかし、一度足を止める。


　こちらに振り返る。


「ああ、ところで陛下、私もヴォイス・フューレルがやったことと同じことをしますが、よろしいでしょうか？」


　というその問いに、シオンは首をかしげる。


「同じこと？　というのは、なんだ」


　するとそれに、フロワードは答える。薄うすい笑えみを浮うかべて。悪魔のように暗く、深い、笑みを浮かべて、


「……ライナ・リュートの、あなたへの愛を利用します。さっき、ヴォイス・フューレルの部下がしたように、私もあなたの言葉だと騙かたり、ライナ・リュートの心を壊す。そしてフューレルを、殺させます。よろしいでしょうか？」


　なんてことを、聞いてくる。


　そしてそれにシオンは、


「…………」


　彼は、笑みを浮かべ、


「だめだと言って、やめるのか？」


　と聞く。


　するとフロワードは少しだけ嬉うれしそうに微笑ほほえみ、


「いいえ」


　と、言う。それからこちらにもう一度頭を下げてから、広間を出ていこうとする。


　その後ろ姿をシオンは見つめる。


　ヴォイスと、そしてライナを殺しに向かった部下の後ろ姿を見つめ、


「…………」


　しかしそこで、別の人間が、この広間に入ってくるのが、見える。


　少女だ。


　歳のころは十五くらい。


　整った顔。肩かたでそろえられた琥こ珀はく色いろの綺き麗れいな髪かみ。華きや奢しやな体と、青い瞳──


　シオンはその少女を知っている。


　かつてシオンの秘書をしていた少年の、妹だ。


　エスリナ・フォークル。


　戦争を始めるまではカルネの補ほ佐さ官かんをしていたのだが、いまは少し南に下った場所にある、ルーナ帝てい国こくの王城で、文官の一人として占せん領りようした領土の安定のために働いているはずだった。


　だが、どういうわけか彼女はいま、ここにいる。


「…………」


　いや、なぜ彼女がここにやってきたのか、その理由はもうわかっていた。


　だからシオンは聞く。彼女が、泣きそうな顔でこの広間に入ってきたエスリナが、口を開く前に、


「……カルネのことか？」


　と、そう聞いた。


　すると彼女はうなずく。シオンの前に立ち、


「……命令に背そむいてルーナを離はなれてしまい、すみません。でもカルネさんが守っていたはずのウルド民管区が、レムルス帝国に占領されたと聞いて……う、ウルドに配置されていたローランドの兵は、皆みな殺ごろしにされた、なんていう噂うわさが流れて……」


「…………」


「で、でも、カルネさんはここにいるんですよね？　うまく撤てつ退たいして、本隊にもう合流してるんですよね？」


「…………」


「いると言ってください……か、カルネさんは……カルネさんは……ま、まさか死んだんじゃ……」


　と、言う。


　彼女はその、自分の言った言葉に震ふるえて、顔を歪ゆがめる。声を詰つまらせ、胸を、ぎゅっと押さえる。


　もう、いまにも泣きだしそうな顔をしていた。


　彼女はもう、その場にくずおれてしまいそうな顔をしていた。


　そしてその、彼女の顔を見つめる。


　兄を殺され、そして今度は、ついこの間までずっと一いつ緒しよにいた、上司を失ったかもしれなくて、彼女は震えていた。


　いや、カルネとエスリナはもしかしたら付き合っていたのかもしれない。でなければこれほど動どう揺ようしたりはしないだろう。


　いつも二人で一緒にいたのだから、その可能性だって、十分ある。


　そしてまた、彼女は大切な人を失うかもしれないのだ。


　それは戦争のせいで。


　それはこの狂くるった世界のせいで。


　それはこの──


「…………」


　この、無能な王のせいで、だ。


　その、あまりの自分の力のなさに思わず、顔を歪めそうになる。


　誰だれも守ることができない。いつも力が足りなくて、大切なものはなにも守ることができない。


　ライナも、キファも、トニーも、ファルも、タイルも、フィオルも、カルネも、エスリナも……母さんも……自分自身、さえも！


　みんなみんな泣いて、叫さけんで、死んでいってしまうのに、なにも守ることができない。


　助けてくれと叫んでいるのに。


　みんなが。


　自分の心が、助けてくれと叫んでいるのに、なにも守ることができなくて──うんざりする。


　自分の力のなさに、本当にうんざりする。


　だが、それを表情に出すわけにはいかなかった。さっきそれを表情に出したせいで、女が一人殺された。ほんの少し自分の弱さに怯ひるんだだけで、たくさんのことが手て後おくれになってしまうのだ。


　もう、前に進んでしまったから。


　前に進みすぎてしまったから。


　だから、シオンはエスリナを見つめて微笑み、


「……カルネはまだ、死んでない」


　と、言った。


　するとそれにエスリナは顔をあげる。その表情に光が灯ともり、それとは対象的に、いままでこらえていた涙なみたが、溢あふれるように出てくる。


「そ、それじゃあ……」


　が、それを遮さえぎって、シオンは続けた。


「だがレムルス帝国に拉ら致ちされた」


「……そんな」


「でも安心していい。すでにレムルスに潜せん入にゆうさせていた部下に、カルネ救出を命じている。彼らはとても優ゆう秀しゆうだから……本当に、とても優秀だから、きっとカルネは大だい丈じよう夫ぶだ」


　と、言った。


　しかしそれに、エスリナは不審げな顔でこちらを見つめる。


　そして、でも、と言う。


　だがそれ以上の言葉は言わせない。もう一度、


「大丈夫。僕を信じて」


　と言って、シオンは微笑む。


　もちろんそれで、エスリナの表情は明るくはならない。


　当然だろう。


　敵国に恋こい人びとが拉致されたのだ。


　それもカルネはただの一兵卒じゃない。ローランド軍の、少将だ。ローランドの内部情報を探さぐるために、拷ごう問もんにかけられるだろう。


　そしてその後、その拷問によって使いものにならなくなったカルネは、取り引きに利用されるか、見せしめに殺されるか。


　どちらにせよ、カルネの未来は明るいとはいえない。


　一分……いや、一秒救出が遅おくれただけで、カルネは死んでしまう可能性がある。


　だがそれでも、


「…………」


　カルネについての心配はもう、シオンはしていなかった。


　もちろん、レムルス帝国は化物が統治している気味の悪い国で、その救出はたやすくないだろう。


　ルークからのレムルスについての報告書によると、国全体に洗脳の魔ま法ほうがかけられている可能性があるらしい。


　つまり、不用意に力のない者をレムルスに向かわせれば、逆に洗脳されてしまい、ミイラ取りがミイラになる可能性もあるのだ。


　だが、やはりそれでも、シオンはカルネの件については心配していなかった。すでに最善の手を打ってあるから。


　それはこの国において最も優秀な諜ちよう報ほう員である、ルーク・スタッカートがレムルス帝国にいるから、ではない。


　ルークがカルネを救おうとしているからじゃ、ない。


　しょせんは人間の身に過ぎないルークでは、レムルスの相手はできないだろう。


　しかしシオンはすでに、別の手を打っていた。


　別の刺し客かくを。


　別の間者を。


　別の化物をレムルスに送りこんでいた。


　そしてそれに、


「…………」


　シオンは笑えみを浮うかべる。


　いや、その笑みは、ニセモノだ。


　いつも彼は、不安と、恐きよう怖ふと、痛みに苛さいなまれている。


　しかし自分を見る目のために。不安そうな顔でこちらを見つめるエスリナのために、彼は鋭するどい笑みを浮かべ、再び戦略卓たくに広げられた地図を見た。


　いま、クラウとミラーが必死に戦っている国を。





　ルークと、そしてさらに数人の部隊が潜入している、レムルス帝国を──








　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆








　そして場所は北へ移る。


　ローランド軍が駐ちゆう留りゆうしている旧カッスラー自治聖都や、ウルド民管区よりも、さらに北。


　といっても中央大陸の中では南西に位置しているその国は、神の国と呼ばれていた。


　神に選ばれた民たみが住む国。


　その国の景色はまるで、すべてに透とう明めいのねっとりとした霧きりがかかっているようだった。


　もちろん透明なので、目には見えないが、しかし、間ま違ちがいなくそこにはそれがある。


　薄うすい膜まくが張ったような平安。


　気味の悪い、偽いつわりの平へい穏おん。


　その、国全体に覆おおいかぶさるように展開されている『忘却神器ルール・フアジール』の膜を見つめ、


「……あ～、す～ごく強く魔法がかかっちゃってる……無茶するなぁ。こんな強くかけたら、人間はおかしくなっちゃうだろうに」


　と、彼女は言った。


　彼女がいるのはレムルス帝てい国こくにある、教会の屋根の上。


　いや、尖せん塔とうの上、と言ったほうがいいだろうか。


　その上から、彼女はレムルス全体を見下ろしている。


　風がかなり強いので、普ふ通つうならそんな場所に立てるはずがないのだが、彼女は気にしない。風にふらふらと揺ゆれながら、世界を見回す。


　レムルス帝国を見回す。


　この、洗脳の魔法によってすべてが管理されてしまっている大地を見回す。


「…………」


　そして景色を見回すたびに、彼女の、亜あ麻ま色いろのポニーテールがふわふわ揺れる。


　丸く大きな瞳ひとみに、小こ柄がらな体。その小さな体に、戦せん闘とう服のようなものを着ているが、しかしそれがどこの所属のものなのかはわからない。
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　とそこで、声が聞こえた。


　彼女の立っている場所から、遥はるか下。


「……隊長～」


　と、彼女を呼ぶ男の声がする。


　それに彼女は真下を見る。


　すると『ニンゲンαアルフア』どもがいる。


　彼女の部下である、ラッハ、リーレ、ムーといった名前の『ニンゲンαアルフア』たちがいる。


　その部下たちがこちらを心配げに見上げ、


「あ、あぶないですから、もう降りてきてくださいって！」


「お、落ちたらどうするんですか!?」


「ルーク先せん輩ぱいに言い付けますよ！」


　なんてことを言ってきて、それに彼女は笑う。


　無む邪じや気きな顔で笑う。


　妖よう艶えんな顔で笑う。


　それから部下たちの声を無視して、もう一度レムルス帝国全体を見回す。


「……さ～てさて、私にもだいぶ話の筋書きが見えてきたのだけれど……でもこんなになにもかも異お常かしくなっちゃったら、どうなっちゃうのかしらねぇ」


　と、呟つぶやく。


「あなたはどう思う？　レムルス・レムルド・アークエド。これ、きちんと最後は収束するのかしら？」


　と、呟く。


「シオン・アスタールは誘ゆう惑わくをはねのけちゃって私を抱だかなかったし……『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』は、私たちの知らない間に二つに切きり裂さかれちゃうし……結局、あれよね。私たち『女め神がみ』が狂くるったときと一いつ緒しよよね、これ。ああ、あなたは『女め神がみ』じゃないけれど……でも、私たちが狂ったときと、一緒」


　と、彼女は呟く。


「誰だれかが『女め神がみ』を作って、でもそれが手に負えなくなったから『女め神がみ』を減らすための『勇者』が作られて、でもその『勇者』も狂う。狂った『勇者』を止めるために私たちは『ニンゲン』を作ったけれど……今度はその『ニンゲン』が狂って、新しい筋書きを描えがき始めた……なんて。ちょっともう、なんなのかしらねぇ。狂った狂ったって言うけど、この世界には、頭のまともな人はいないのかしらねぇ？」


　と、彼女は呟く。


　もちろんその声はどこにも伝わらない。いや、伝わらないよう、彼女は音を管理している。音の伝達を管理している。


　それどころか彼女は周囲に結界を張はり巡めぐらせ、自分の存在がレムルス・レムルド・アークエドに、感知されないようにしている。


「まあ、私も愛に狂っているから、人のことは言えないけれど……」


　と、胸を押さえる。小さな胸を押さえる。その胸に触ふれると、心臓がとくとくと音をたてて、鼓こ動どうしている。


　この体の、本来の持ち主の鼓動を感じる。


　その音はひどく温かく、心ここ地ち好いい。そしてその音がトク、トク、と鳴るごとに、この体の持ち主の感情が、絶望が、喜びが、彼女の中へと入り込んでくる。


　この体はライナのことが好きだと叫さけんでいる。


　ライナ・リュートのことが好きだと叫んでいる。


　ニンゲンが好きだと叫んでいる。


　仲間が、みんなが好きだと叫んでいる。


「…………」


　本当に、ひどくくだらないことばかりをその体は、必死に叫ぶ。


　しかしそのくだらないことがとても、


「…………」


　とても、愛いとしい。


　いつもそうなのだ。


　本当に、私はいつもそうなのだ。


　くだらないものに、大きな意味を見み出いだしてしまう。


　くだらないものが、美しく見えてしまう。


　そして結局結末は変わらないのに、『女神なかま』たちを裏切って、『勇者』と『悪あく魔ま』の恋こいに手を貸してしまう。


　おまけにその恋を助けるために、この体を、この『ニンゲン』を作りだしたというのに、


「……今度は私、この娘この恋を、応おう援えんしたくなってきちゃったなぁ」


　と、彼女は呟いた。


　それほどまでに強く、この『ニンゲン』は恋をしていた。


　気を抜ぬくと彼女自身が泣きだしてしまいそうなほどに強く、この体はライナ・リュートという男を愛していた。


　ライナ・リュートのためなら、自分は死んでもいいのだという。


　ライナ・リュートが笑うのなら、彼を他ほかの女に取られてもいいのだという。


　ライナ・リュート。ライナ・リュート。ライナ、ライナ、ライナ、ライナ……この『ニンゲン』は、そればかりを言う。


　そしてそれに彼女は少し、顔を赤くする。


　鼓動が鳴り響ひびき、その気持ちが彼女に入り込むたびに、自分も、その『ニンゲン』と同じ気持ちになっていってしまう。


　彼女は小さく、小さく、吐と息いきを漏もらし、


「……ライナ」


　と、言ってみる。


　すると心が反応する。


　心臓がどくんっと脈打つ。


　それに彼女は、


「はぁ……」


　と、もう一度ため息をつく。


　そして、笑う。


　楽しそうに笑う。


　妖艶な、無邪気な、そして美しい微び笑しようを浮うかべ、


「……この『ニンゲン』は私が作ったのに、彼女の気持ちの大きさに、私呑のみ込まれちゃいそう……それって……」


　と、彼女は言う。


「……それって、とてもおもしろいなぁ」


　と、彼女は言う。


「どうしてこんなものを管理できると、『女神わたし』たちは思ったんだろう。どうしてこんなものを管理できると、『勇者』や『悪魔』は思ったんだろう。こんなに強い感情を……こんなに美しい感情を持っている生き物を、管理できるはずがないのに……」


　そして結局、世界の筋書きはおかしくなってしまった。


　かつて『女め神がみ』たちがそうしたように。


　かつて『勇者』がそうしたように。


　今度は『ニンゲン』が、すべてを変えようとしているのだ。


　もうその筋書きを管理しているものはいない。どういう結末へ収束していこうとしているのか、それを知るものはいない。


　いつもとは違ちがう。


　なにもかもいつもとは違うのだ。


　それがどこから始まったのか、それはわからない。


　リューラとかいう男が、息子むすこは殺させないと叫んで、運命に抵てい抗こうしたからなのか。


　それともエリス家の長男が、妹を守るために『神ル喰シいル』となって『悪魔エリス』を喰くらったからなのか。


　それとも『勇者』があまりに優やさしすぎて、『寂しがりライナ』を殺せなかったからなのか。


　それはわからない。


　誰もわからない。


　しかし彼女は、こう思う。


　結局は誰も、なにも管理できていないんじゃないか、と、そう思う。


　だって、誰もが必死に生きているんだから。


　誰もが必死に愛を叫んでいるんだから。


　だから。


「……ああ、そう」


　と、彼女は言う。


　自分の胸に向けて。


　自分の心に向けて。


『円命の女神』と呼ばれている彼女は、うっとりしたような顔で、言う。


「……そうなの……あなたはそんなにもライナ・リュートのそばにいきたいの……それはきっとまた、筋書きの外だね。誰も知らない、物語が作られていくんだね」


　そう言って、彼女は笑う。


　自分の口調が、どんどん、どんどん変わっていることにも、もう気づいている。


　完全に管理できていたはずの『ニンゲン』に、意識を喰われ始めているのだ。


　利用するためだけに生みだしたはずの『ニンゲン』に、逆に意識が喰い潰つぶされ、同化し始めているのだ。


　シオン・アスタールが、『堕ちて狂った勇者アスルード・ローランド』の意識を喰い潰してしまったのと同じように、この『ニンゲン』も私を……私の意識を喰らい、乗っ取り、同化しようとしている。


　もちろん抵抗はできる。


　というか、この『ニンゲン』の意識を消すことなど、たやすい。そういうふうに、彼女が作ったのだから。


　だが、それでも。


「…………」


　それに抵抗しようとは、思わなかった。


　だって、それはとてもおもしろいことだと思ったから。


　楽しいことだと思ったから。


　こんなにも感情豊かな、愛情豊かな少女と同化するのなら、それは本当に楽しいことだと思ったから。


　だから彼女は笑う。


　楽しげに笑う。


「……ああ……ああ、私は……私はアスルードに抱かれ、喰われると思っていたのだけど……『寂しがりライナ』のものになっちゃうのね……そうなればきっともう、『寂しがりライナ』と『悪魔エリス』は一つには戻もどらない。私を手に入れてしまえば、『寂しがりライナ』は一人ですべてを手に入れてしまうから……つまり今度は、私が筋書きを変えるの。すべての筋書きを変えるの。でもそれはなんのために？　それはなんのために？　なぜそんなことをする？　なぜそんな馬ば鹿かげた、すべてに背を向けるようなことを私はする？」


　そう問いかけ、そしてその問いに、自分で答える。


「……あはは、あはは、そんなの、決まってる。狂くるってるからよ。私は愛に狂ってるからよ」


　そう言ってから、胸をどんっと、彼女はたたく。


　自分の胸をたたく。


　すると一度、心臓の鼓動が止まる。彼女の中に無理矢理入ってくる、『ニンゲン』の感情が止まる。


　そして再び、動きだす。


　感情の流れは、さっきより緩ゆるやかになっている。


　だがそれでも。


　それでも──


「……もう、三割くらいは同化しちゃったかな～」


　と、彼女は笑う。


　あははと笑う。


　子供っぽい、優しげな顔で笑う。


　その表情は、この『ニンゲン』の体が持っているものだった。無む邪じや気きな、見る者すべてが彼女に優しくしたくなるような、かわいらしい笑え顔がお。


　その笑顔で彼女は笑い、


「でも、少しだけ我が慢まんしてね。もう少し私の意い志しで動くからね。もう少し、もう少し私が、あなたの愛しい人に有利に運ぶよう道を作ったら、あとはあなたの意識を上にあげるから……」


　と、言う。


　それから振ふり返る。その拍ひよう子しに強い風が吹ふき、少しだけ尖せん塔とうから落ちかけて、


「わぁああああああ」


　と、彼女は叫さけぶ。


　すると部下たちが、


「いま、いまいきます隊長！」


「ちょ、ムー、早くあがれよ！」


　なんて叫ぶので、彼女はそちらに微笑みかけて──


「あ、あ、心配しなくて大だい丈じよう夫ぶだよ～、いま降り……きゃあああああ！」


『隊長ぉおおおおおおお！』


　と、部下が叫ぶ。


　それに彼女は笑う。嬉うれしそうに笑う。尖塔から落下しながら、いくつか魔術を使う。彼女の体はふわりと浮き上がり、


「なんてね～。驚おどろいたか『ニンゲン』」


　と、部下の横に着地して、笑う。


　それに部下たちが、目を丸くして驚いた顔になり、いったいどうやったんですか？　などと聞いてくるから、それにえっへっへと笑うだけで応こたえる。


「すごいでしょ～！」


　と、胸を張る。


　するとみんなが、すごいすごいと褒ほめてくれる。


　褒められるだけで、彼女の体は──この、『ニンゲン』の体は、簡単に幸せな気分になってしまって。


　その単純な構造に、彼女は笑う。


　彼女は笑う。


　彼女は、


「…………」





『円命の女神ミルク・カラード』は笑ってから──





「さぁて、じゃあそろそろ、ルークと合流しましょうか。それからカルネ・カイウェルを救出して、その後……この国の王を──レムルス・レムルド・アークエドを、八やつ裂ざきにしてやりましょう」


　と、そう言った。




　第四章　生まれてきた理由







　夢を見た。


　たまに夢を見た。


　自分が独ひとりじゃない夢。


　自分がこの世界に独りぼっちじゃなくて、呪のろわれた瞳ひとみを持っているわけでもなくて、誰だれからも愛されて楽しく笑っているような、そんな夢。


　でもそれはいつも幻げん想そうで、眠ねむりから目を開けばいつも、化物とののしられた。


『複写眼アルフア・ステイグマ』の化物。


　気味の悪い、呪われた化物。


　その言葉に、最初のうちはもちろん、傷ついた。


　だってそうだろう？


　まだ子供だったのだ。普ふ通つうの、子供だったのだ。なら、どうして自分のことを化物だなんて思う？


　僕もみんなと一いつ緒しよなのだ。


　独ひとりじゃ生きていけないから、みんなのそばにいたいって、思うのだ。


　独りぼっちは嫌いやだよ。


　独りぼっちは嫌だよ。


　独りぼっちは嫌だよ、と、毎日叫んで、泣いた。


　声が嗄かれるほどに泣いた。


　でも、誰も近寄ってきてくれない。


　まるで、気持ちの悪い虫でも見たときのように、嫌けん悪おの表情でこちらを見て。


　不気味な化物を見るような目でこちらを見て。


「…………」


　だから僕は徐じよ々じよに、叫ばなくなった。


　寂さびしいと、言わなくなった。


　言わなくなったからって寂しくなくなるわけじゃない。


　人に恋こいをしないわけじゃない。


　誰かの温ぬくもりを、欲しくないわけじゃない。


　でも、それでも、僕は寂しいと言わなくなった。


　独りぼっちの殻からの中に閉とじ篭こもり、他人が入ってこないよう、何重にも、何重にも、壁かべを重ねた。


　すると少しずつ、少しずつ、その寂しさをごまかせるようになっていった。


　自分に噓うそをついて、いつもへらへらと笑って、他人と距きよ離りを取れるようになっていった。


　誰かが僕を好きだと言っても、それを信じない。


　誰かが僕と友達になりたいと言っても、それを信じない。


　そして結局、そのほうがいい、ということも、学んだ。


　なぜなら自分は危険な化物で、一度暴走してしまえば、人を殺してしまうから。


　大切なものをすべて、壊こわしてしまうから。


「…………」


　だから僕は、すべてから距離をおいた。


　他人と心を通わせることを、やめた。


　だって、触ふれあえば触れあうほど、自分が傷付くから。


　だって、触れあえば触れあうほど、相手が傷付くから。


　だから僕は、他人と付き合うのをやめた。


「…………」


　でもそれでもたまに、夢を見た。


　その夢の中で僕は、女の子に恋をしている。


　その夢の中で僕は、友達と笑いあっている。


　その夢の中で僕は、両親に愛されている。


「…………」


　目を覚ますといつも泣いていた。


　もう涙なみだなんて涸かれていると思っていたのに、いつまでたっても僕は夢の中では泣いていて。


　弱い。


　ひどく弱い。


　そして結局、どれだけ自分を誤ご魔ま化かしても、寂しいのだ。


　誰か僕を見つけて、見つけて、見つけてと、心が叫んでいて、しかしそれを無理矢理押し殺す。


「…………」


　自分を生みだした、神様のようなものを恨うらんだこともあった。


　でも、ローランドには宗教や神といったものの概がい念ねんがなかったので、その神様というのがいったいなんなのか、いまいちわからなかった。


　だいいち、こんな醜みにくい化物を生みだす意味がわからない。


　完全に失敗作なのに。


　誰とも付き合うことのできない、失敗作なのに。


「…………」


　だから今度は、親を恨んだ。こんなふうに自分を生んだ両親を恨んだ。


　しかし親の顔すら、知らなかった。僕は五歳以前の記き憶おくを失っていて、両親の記憶がないのだ。


　両親は僕が化物だから捨てたのか？


　それともこんな化物には、そもそも最初から親なんて存在しないのか？


　それは、わからなかった。


　いくら考えても、記憶がないのだから答えがわかるはずがなかった。


　でも、捨てられたからにはきっと、愛されていなかったのだろう。それだけはわかる。当然だ。こんな醜い、人を傷付けるだけの生き物を生かしておく必要はないのだから。


「…………」


　ずっとずっと、そう思っていた。


　そう思ってしまったほうが、傷付かないから。


　そう結論付けてしまったほうが、もうそれ以上傷付かなくてすむから。


　それでも夢を見るけれど。


　自分が愛されて生まれてくる夢。


　みんなに望まれて生まれてくる夢。


　特別じゃなくていい。


　平へい凡ぼんでいい。


　ただ、みんなで笑っている、夢。


「…………」


　だけどそこで、突とつ然ぜん記き憶おくが戻もどった。


　なにかに封ふうじられていた記憶が、突然戻ってきた。


　するとその記憶の中の自分は、夢で見ていたのと同じくらい、笑っていた。


　僕の姿を見るだけで嬉うれしそうに笑う優やさしい母親と、いつも僕にキスをして、強く抱だきしめて、なにやら僕が喜びそうな本を見つけてきては、枕まくら許もとで読んでくれる父親。


　ずっと夢の中で見ていた光景。


　夢の中にしかないと思っていた光景。





「…………」





　それがどういうわけかいま、ライナの目の前に現れていた。


　夜。


　ひどく暗い夜。


　誰もが眠りについてしまう、静かな夜に、そいつが現れたのを見て。


「…………」


　夢の中でしか会ったことがないはずのその男の姿を見て、初め、ライナはまだ、自分が夢の中にいるんじゃないかと、疑った。


　夜の闇やみの下もと──すぐ、目の前に立っている男。


　そいつは自分と同じような、眠そうな目をしていた。ひどく気け怠だるそうな青い瞳。柔やわらかそうな金色の髪かみ。少しだけ猫ねこ背ぜな体に、黒いスーツ。革かわの鞄かばん。


　その男が言う。


　こちらを優しく見つめて、言う。


「やぁ。やっと会えたね……僕の愛いとしい息子むすこよ」


　その声もやはり、夢の中でしか聞いたことのない声。


　いつも本を読んでくれた、優しい父親の声で。


　それにライナは言う。怪あやしむように目を細め、


「……って、まじでおまえ、俺の父さんなのか？」


　すると金きん髪ぱつの男はにっこり笑い、両手を広げ、


「そうだよ～。パパ～って叫さけんで、抱き着いてきていいよ？」


　なんてふざけたことを言ってくる。


　そしてそれに、


「…………」


　それに、ライナはやはり、顔をしかめる。当然その胸に飛び込んでいけるはずもない。


　彼はその、父親の顔をした男の背後を見つめる。父親の姿をした男の背後にある、『睡すい魔ま』の霧きりを生みだし続けている雲のようなものを見つめる。


　あきらかにこいつはいま、ここに攻こう撃げきを仕し掛かけてきているのだ。


　ライナをのぞいた他の人間はすべて、あの霧にやられて、眠ってしまっているのだ。


　いやそれどころか、ここ数日、ライナが目を覚ますことができなかったのも、こいつのせいなのかもしれないのだ。


　だから彼は、全身に張はり巡めぐらせた緊きん張ちようを解かないまま、言った。


「その後ろの霧は……」


　するとそれに、父親の姿をした男が答える。


「そうだよ。僕が作った。ライナはその『瞳め』があるから見えてると思うけど、構成がなかなかおもしろいだろう？　これ、実は一人で作れちゃうんだよ～。作り方教えてあげ……」


　が、それを遮さえぎって、ライナは言った。


「作り方より、なぜ、それをここで使ってるかを聞きたいね。なぜみんなを眠らせた？　いや、俺を眠らせてたのも、あんただろう？」


　そう聞くと、父親の姿をした男が肩かたをすくめて、


「……うん。そうだな。みんなを眠らせたのは、ほら、やっぱり久ひさし振ぶりの親子の再会を邪じや魔まされたくないからさぁ」


　なんて言うので、ライナはそれに、言った。


「吐ぬかすんじゃねぇよ」


「ん～？　それ、ちょっと言葉が汚きたないよ。僕はなんにも吐ぬかしてないのにそんなこと……」


　しかしライナは続ける。


「それにおまえは俺の父親じゃない。くだらない幻げん覚かく見せるの、やめろよ。いったいおまえは、何者だ？　おまえも『女め神がみ』や、アルファとかいう化物の仲間か？」


　そう聞く。


　するとそれに父親の姿をした男は少しだけ困ったように眉まゆ根ねをひそめ、


「う～ん。どうしてそう思うのかな？　どっからどう見ても、僕は君の父親の姿だと思うけど……もしかしてまだ、記憶が戻ってない？」


　なんてことを聞いてくる。


　どういうわけかこいつは、ライナが両親の記憶を失っていたことを、知っているようだった。


　それに確かに、そいつは父親の姿をしていた。


　あの、優しかった父親の。


　リューラ・リュートルーの姿をしていた。


　しかしライナはその、男の姿を見つめ、


「どっからどうみても、俺の父親の姿過ぎんだよ。それも俺が子供のときに見た記憶のまんまの姿。でもあれからいったい何年経たってると思ってんだ？　十年じゃきかねぇぞ。なのにおまえはまだ、二十代の見た目じゃねぇか」


　というと、リューラの姿をした男は自分の手を見て、それから胸を見て、


「……一応、僕だとわからなかったらどうしようと思って、当時のままの姿を再現したんだけど……」


「はっ。俺の記憶を探さぐったんだろ？　で、俺の記憶の中にある父親の姿を真ま似ねして……」


「違ちがうよ」


「違わな……」


「違うよ、ライナ。僕は君の父親だ。それにもう、それはわかってるんだろう？　これは幻覚じゃない。もしも幻覚なら、君は見破ってるはずだ。もう君の目は、出で来き損そこないの『複写眼アルフア・ステイグマ』じゃないんだ。母さんに似たその綺き麗れいな黒い瞳ひとみは、この世界のすべてを見み透とおす。さあ見てごらん。僕は幻覚かい？」


「…………」


　その、言葉に、しかしもう、ライナは瞳の力を発動させていた。周囲に発生している、『睡魔』の霧を解かい析せきしていたのだ。


　だからこの目の力は、すでに発動している。


　そしてその目で、目の前の男を見ている。


　だが、そこには幻覚の魔法はかかっていない。


　ただ、一人の男がいるだけで。


　眠そうな顔をした男がいるだけで。


「…………」


　しかし、それがおかしかった。


　もしもこいつが本当に父親で、さらになんの魔法もかかっていないのなら、なぜ、昔と同じ姿をしている？


　とそこで、まるでその考えを見すかしたかのように、そいつは言った。


「……ああ、もちろん特別な力は使ってるよ。この姿になるための、力は使ってる。魔法じゃないけどね」


「じゃあ、『忘却欠片ルール・フラグメ』か？」


「いやいや、ライナの目は、もう『忘却欠片ルール・フラグメ』の構成も見えるはずだよ」


「じゃあ、どうやって……」


　そう聞くと、男は逆に質問してくる。


　リューラの姿をした男が、言う。


「……母さんは、歳としを取っていたかい？」


　それに。


「…………」


　ライナは思いだす。


　悪魔の腕うでの中で死んでいた、母親の姿を思いだす。母親もやはり若く、綺麗なままの姿だった。自分が子供のころに見た、優しい母親のままだった。


　それに、


「……あんたらは、歳をとらないのか？」


　と聞くと、男は笑う。笑って指をぱちん、ぱちん、ぱちんっと鳴らす。


　するとそのたびに男の姿が変わる。


　背の低い、少年のような姿。


　七十を超こえていそうな、老人の姿。


　四十代半ばくらいの、壮そう年ねんの姿。


　そして再び二十代後半くらいの、若い姿に戻ると、優しく笑い、


「ちょっと頑がん張ばり過ぎて人間をやめちゃったから……歳をとらないというよりも、いまいちきちんとした実体がないんだよねぇ。で、いろんな姿で、ローランドで頑張ってたんだけど……まあ、それはいいや。とにかくいまの僕は、イルナと──ああ、ええと、母さんと一いつ緒しよだよ。僕は自分を魔法化してる。だからま、歳をとらないでいられるんだ」


　なんてことを、言う。


　自分を魔法化している。


　母さんと一緒で、自分を魔法化している。


　そして、


「…………」


　そして母さんは、死んだのだ。


　息子を守って、必死に守り続けて、死んだ。


　それにライナは、目の前の男を見つめて、言った。


　男を──父親をにらみつけて、


「……じゃあ、あんたが実体がないのも、俺のせいか……」


　が、それに父親は首を振ふる。やはり優やさしい顔のまま、


「君のせいなことなんてなにもない。僕はやりたいようにやってるだけ。息子を守りたい。大切な家族を守りたいと、僕が……僕と母さんが勝手に思って、勝手にやってる……」


「でも」


「まあ聞けよライナ。親の話は最後まで聞くものだよ？」


「…………」


　それにライナは、黙だまる。


　父親の声がずっと優しいから。


　本当に記き憶おくの中にあるのと同じくらい優しいから、彼は、黙ってしまう。


　すると父親は嬉うれしそうに微笑ほほえんだまま、


「ふふ、いい子だ。まあ、君は昔から、僕にとっては世界で一番いい子だったけどね」


「…………」


「で、僕がやったことを君は気負う必要はない。親のやることの責任を、子供が取る必要はないんだ。僕らは命をかけて息子むすこを守ると決めた。それはとても幸せな仕事だったよ。胸を張ってすごいだろーって、みんなに言える仕事だ。だから君は自分を責める必要はないんだ」


　と、父さんは優しく言う。


　いままでやってきたことをすべて、許してくれるような口調で、父さんは言う。


　だがそれでも、ライナは顔を歪ゆがめたままだった。泣きそうな顔で、父さんを見つめ、


「でも、俺は……」


「人を殺した？」


「ああ」


「たくさん殺した？」


「ああ」


「でも、仕方なかったんだろう？」


「…………」


「仕方なければ、しょうがないよ。人間は神じゃない。なんでも万ばん能のうにこなせるほど、強くはないんだ。それともなんだい？　おまえは特別な瞳を持ってたから、神にでもなれるつもりだったのかい？」


「…………」


　もちろん、そんなつもりはなかった。それどころか、この瞳を持っていたことに感謝したことなど、一度もなかった。


　これがなければ。これさえなければ誰だれにも嫌きらわれないですんだのにって。仲間を殺さずにすんだのにって。


　いや、なにより、父さんと母さんの人生を、こんなにも滅め茶ちや苦く茶ちやにしないですんだのにって、思う。


　するとそのライナの顔を見つめて、父さんが少しだけ悲しそうな顔で、


「辛つらい思いをしたんだね。ごめんな、ずっとそばにいてやれなくて」


「…………」


「でもおまえのことは見てたよ。そしておまえは、いつも頑張ってた。たった独りで世界に取り残されたのに、おまえはいつも、一番正しい、最善の道を歩いてたよ。だから、胸を張れ」


「……でも、俺は大勢を……」


「ああする必要があった」


「それに母さんも、もう……」


　しかしそれも遮さえぎって、父さんは言う。


「知ってる。そしてきっと、母さんは幸せだったと思う。おまえが立派に育ったから。おまえが悪あく魔まに負けないほどに強く、育ったから。だから、僕らは幸せだ」


　と、言う。


　こちらを見つめて、おまえが立派に育ったから幸せだ、なんて、言う。


　化物だと罵ののしられ続けた俺を見て。


　災さい厄やくを撒まき散らす化物だと言われた俺を見て、優しく笑って。


　それにライナは、


「…………」


　彼は、顔を歪める。


　だがそれではこらえきれなかった。親に会ったせいで我が慢まんができなくなって涙なみだを流すなんて、もう、あまりにださ過ぎるから、ちょっとあまりにガキ過ぎるから、もう、ほんとに一いつ生しよう懸けん命めい我慢していたのに、それでも彼は、涙をこらえきれなかった。


　でも父さんはそれを馬ば鹿かにしたりしない。


　ただ、優しく笑うだけで。


「本当におまえは、優しく育ってくれた。父さん嬉しいよ。命をかけるだけの意味があった」


「…………」


「ま、ちょっと優し過ぎてはらはらする場面もあったけどねぇ……だから『睡すい魔ま』の術を使ったんだ。もし君がたくさんの人間を殺したことを気に病やんで、自殺とかしたら困ると思って。僕に会う前に、死なれたら困ると思って。でも、少し過保護だったかな。ライナはもう、気づいてるもんな？　自分が化物なんかじゃなく、人間だって……それも親や、仲間たちみんなに愛されてる人間なんだって、気づいてるもんな？」


「…………」


　その、すべての問いに、ライナはなにも答えられなかった。声が震ふるえそうで。いましゃべったら、みっともなく声が震えそうで。


　それに父さんは、微笑む。


　それから空を見上げ、しばらく、こちらに落ちつくための時間をくれるような素そ振ぶりを見せてから再び両手を開き、


「あ、そういえば再会の抱ほう擁ようをしてなかった。やるか？　ぎゅーって抱だいてやるから、おいで」


　なんて言って、それにライナは、笑う。


「嫌やだよ」


「なんで～。十五年ぶりだぞ？　感かん極きわまって抱きあったっておかしくないと思うけど」


「……でも」


「恥はずかしい？」


「う～んと」


　と、ライナがうめくように言うのを見て、なぜか父さんは感かん慨がい深ぶかそうに、


「思春期ってやつかな」


「いやいや、もう俺、そんな年ねん齢れいじゃないから」


「あはは、もう二は十た歳ちだもんな」


「うん」


「よく、育った」


「……おかげさまでね」


「ところで恋こい人びとはいるのかい？」


「はぁ!?　なんでいきなりそんな話に……ってか、他ほかに話す必要があること、いろいろあんだろ」


　すると父さんは首をかしげ、


「他にって、なにかな？」


　と言う。


　それにライナは答える。


「え？　あ～、ええと、あんたがいままでなにやってたのかとか……あと、俺の『複写眼アルフア・ステイグマ』を押さえこむためにいったいなにやったのか、とか。それに、『女め神がみ』やら『アルファ』やら『悪魔』のことだって、俺、実際はいまいちよくわかってねぇんだけど？」


　そう聞くと、父さんはひょいっと肩かたをすくめ、


「そんな話全然おもしろくないじゃない」


「っていや、おもしろくないって……」


「僕にとっては息子の色恋事情のほうがよっぽど興味があるけどね」


「あの、だから興味の問題じゃな……」


「それでそれで、あのフェリスって綺き麗れいな子と、キファっていうかわいい子の、どっちが本命……」


「おーい！」


　が、父さんは笑う。


「ちなみに父さんは十九のときには母さんに恋してたぞ？」


「知らねーよ」


「いやそこは知っとけよ。よし、母さんとの馴なれ初そめを一から……」


「聞いてないから！　ってか、親のそういう話聞きたくないから」


「うそ～？」


「ああもう、なんなのおまえ？　いきなり現れて父親面づらされても、その、なんつーかその……会ってない期間が長すぎてこう、対応の仕方に困るよ」


　と、ライナはそう言って、ため息をつく。涙で濡ぬれた自分の頰ほおを手で拭ぬぐおうとして、そこでまた、右みぎ腕うでがないことに気づく。


　するとそこで、


「ああ、右腕がないのは、不便だね。誰だよもう、僕の大切な息子を傷付けたのは」


　なんてことを父さんが言って、彼は左手を上げる。その左手で手刀を作り、それを自分の右腕に落とす。


　するとザクっと、肉が切れるような音がして、父さんの右腕が、切れて落ちる。


　ぼとんっと、地面に落ちる。


　それにライナは目を大きく見開き、


「はぁあああ!?」


　と、叫さけんだ。


「はぁあああああ!?　おまえ、おまえいったいなにを……」


　が、父さんは痛みを感じていないように穏おだやかな顔のまま、なにかを呟つぶやく。するとその口から小さな黒い、虫のようなものが出てくる。しかしよく見るとそれは虫じゃない。複雑にうごめく、よくわらない文字のようなもので。


　それが地面に落ちた腕に絡からみ付く。腕の切断面に貼はり付く。それから突とつ如じよ、その腕が宙にふわっと浮うき上がり、それがこちらに向かって飛んでこようとして、


「な、なんだぁ」


　ライナはとっさに避よけようとした。


　だがそれに、父さんが言う、


「動くなライ……ああ、いいや……クレ、トルード・スルエラ」


　と、よくわからないことを言う。


　言った瞬しゆん間かん、ライナの足あし下もとから草が伸のびてきて足に絡み付く。


　彼の体を拘こう束そくしてしまう。


　そのすべてはたぶん、魔法だと思う。


　そしてちゃんと見れば。このなんでも見み透とおすことができる『瞳』でちゃんと見れば、その魔法がいったいなんなのかは、わかるはずだった。


　複雑に組み上げられた構成のすべてが、ライナの『瞳』には見えているはずだった。


　だが、あまりにすべての展開が速くて、その魔法がいったいなんなのか、読み解く時間がない。


　ただ、やられるがままにライナは魔法をかけられてしまって。


　草に拘束されたまま、飛んでくる腕をよけられない。


　その、父さんの切断された腕が、ライナの失われたはずの右腕に、くっつく。するとその切断面に貼り付いていた黒い文字が、ライナの腕にからみつき、こちらの腕の切断面に張った皮ひ膚ふを破り始めて、


「……い、痛い、痛いぞこれ……」


　が、言葉はそこまでだった。


　次の瞬間、そのくっついた腕が、自分の意思で動いたから。


　その腕を、ライナは見る。さっきまで父親のものだったはずの腕を、ライナは見つめる。


　自分の肌はだよりも、少しだけ色白なその腕は、しかし、自分のものによく似ていた。


　細く長い指に、皮膚の感かん触しよくまで、自分のものによく似ていた。


　その腕を、指を、ライナはくるくるっと動かしてみる。するとその動きは、自分が想像していた感触よりも、速い。指の動きが、このあいだまで使っていた自分の腕よりも、速い。
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　その、突とつ然ぜん、無理矢理移植された父親の腕を見つめてから、ライナは言う。


「……なにこれ？」


　すると腕を失った父さんは、


「それ、あげるよ。きっと君の腕よりうまく、魔法を使えると思うよ」


　なんてことをあっさり言ってきて。


　しかしライナは父さんの失われた右腕を見て、


「いやいやいや、あの、あんたの……父さんの腕はどうすんのよ？」


　するとそれに父さんが、なぜか驚おどろいたような顔で、


「ら」


　と、言った。


「……あん？　ら？　って、なに？」


　それに、父さんが答える。


「ら、ライナが父さんって言った！」


「ってはぁ？　もぉ～、そーいう話じゃなくてさぁ」


「あはは。僕は腕、なくても平気だから、気にせず使ってよ」


「いやでもそういうわけには……それにこれ、どーやってんのよ？　他人の腕一瞬で移植って……そんな魔法、この世界のどこ探したってないぞ？」


　と言って、もう、ほんとに自分の腕のように動く右腕をグーパーすると、それに父さんはあっさり、


「創つくったんだよ」


　なんてことを言う。


　それにライナは顔をしかめ、


「だぁから、そう簡単に作れないからこの世の中なかなか発展しないわけでさ……ってまあ、この『睡すい魔ま』の魔法も、父さん一人で発動してるんだよな？」


「うん」


「ったく、冗じよう談だんだろ……完全に、化物だな……まあ、なんかうっすら覚えてる記き憶おくじゃ、確か父さんは魔ま導学の天才って呼ばれてた気がするけど……でもこれ、そんなレベルじゃねぇぞ」


　と、ライナが言うと、それに父さんは指を一本立てて、言う。


「ふふ、実は魔導学の天才以外に、僕にはもう一つ通り名があったからね。その力を使うと、こういう魔法がさくっと作れちゃうようになるんだよ」


「もう一つの通り名？」


「そう」


「それが、あんたの力の秘密なのか？」


「たぶんね」


「んで、その通り名がなんだったのか、教えてもらえるの？」


　と、ライナが聞くと、父さんが言う。


「もちろんだよ。知りたい？」


「うん」


「じゃあ教えてあげよう。僕はみんなに、こう呼ばれてた」


「ふむ」


「すっごく親おや馬ば鹿かな、優やさしい父親……」


「ってさぁ……それをだから、言ってどうすんのよ？」


　すると父さんは言う。


「息子むすこに甘えられたい」


「死ね」


「あと褒ほめられたい」


「だぁから……」


　が、なんかだんだんめんどくさくなってきて、ライナは半眼で父親を見つめて、言った。


「あーはいはい、もうわかったから。父さんはすごいよ……と、これでいい？」


　すると父さんは嬉うれしそうに笑って、


「ふふ。いいよ。嬉しい」


　と、言う。


　それにライナは、うんざりする。


　いや、実際に目の前の男が、信じられないほどの天才だということはもう、わかりきっているのだ。


　誰だれも解明できないような『複写眼アルフア・ステイグマ』の秘密を解明し、『女め神がみ』や『アルファ』や『悪魔』を手玉にとり、さらには現代の魔導学ではまるで追い付けないほどに複雑な魔法を使う。


　こいつがやってることは、異常だ。


　こいつがやってることは、とても人とは思えないようなことばかりだった。


　そしてそのすべてが、家族のためなのだという。


　息子のためなのだという。


　そんなふうに、真っ直すぐ好きだと言われてしまうと、ちょっともう、どんな顔をしていいか、ライナはわからなかった。


　そんなに強く、生まれてきたことを肯こう定ていされてしまったら、いままでうじうじ悩なやんでいた自分が、馬鹿みたいに見えてしまって。


　とそこで、父さんが言う。


　こちらを見つめて、


「なんてね、息子との久ひさし振ぶりの再会を喜ぶのもいいんだけど……でもその前に、一つだけショックな話をしないといけないんだ。だからそれに対してちょっと、身構えてくれるかな？」


　なんてことを突然言ってきて。


　それに、


「ショックなこと？」


　そうライナが聞き返すと、父さんはうなずく。


「うん。でも、それにショックを受けないでほしい。約束できる？」


「いや、そりゃ聞いてみないとなんとも……」


「じゃあ教えない」


「って、あのなぁ……」


　と、突つっこもうとしたが、しかし、それを約束しないと本当になにも話してくれなそうだったので、ライナはうなずいた。


「……ああ、でも、わかった。じゃあなるだけショック受けないようにするよ。っていっても、ショックなこと言うんだろ？　それにショックを受けるなって言われてもなぁ……」


　すると父さんは笑う。


「あはは。そうだね。ちょっと難しいかもしれない。それにこれにショックを受けるな、っていうのは、僕も無理な話だと思うしね……だからあまり、言いたくないな」


　と、少しだけ悲しそうな顔をする。こちらを気づかうような顔をする。しかし気づかうような顔のまま、少しだけ強い口調で、


「でも、耐たえろ。おまえは強い子だと思って……もう大だい丈じよう夫ぶだと信じて、話すからさ」


「なんて引っ張られるとますます身構えちゃうんだけど……もういいよ。早く話せよ。どうせ、話さなきゃいけないことなんだろ？」


「うん」


「ってかもしかして、それを話しにきたのか？」


　その言葉にも、父さんはうなずく。それからまた、空を見上げる。夜空を見上げる。暗い夜で、あまり星は見えないが、父さんの目にはこの夜空がどう映っているのか、わからなかった。


　父さんは空を見上げて、言う。やはり少しだけ陰かげのある、悲しげな顔で言う。


「……ほんとは、僕らは会わないほうがいいんだ。僕が君に会いにくれば、化物どもが、君の存在に気づく。僕らの関係に気づく。だから、会いにこないほうがいいんだけど……」


　という言葉の意味が、わからない。


　化物ども、というのは、誰のことを指しているのだろう？　と、ライナは考える。


『女神』どもか。


　それともあの、ガスタークの王が使うという、使用者の肉体を奪うばって力を発動するグロウヴィルとかいう蛇へびの化物のことか？


　それはわからない。わからないが、ライナはもう、疑問を口にしなかった。


　そのすべてをきっと、こいつは──父さんは、話してくれるだろうから。


　だからライナは聞く。父親の優しい顔を見つめ、


「それで？」


　と、聞く。


「なるべくショック受けないよう頑がん張ばるからさ……もう話せよ」


　と、言う。


「だいたいさ、父さんも母さんも、隠かくしごとが多すぎんだよ。俺を守るために、勝手に自分の命を犠ぎ牲せいにしてたとかさ……そういうのは、さっさと教えてくれってんだよなぁ。早く教えてくんなきゃさ。そういうの、早く教えてくんなきゃ……なんか俺、馬鹿みてーじゃん？」


　と、ライナが言うと、父さんはにっこりと笑って、


「子供は知らないほうがいいことも……」


「もう子供じゃねぇんだよ」


　と、言葉を遮さえぎる。


　すると父さんは笑う。そうだね、と、うなずく。


　それにライナは言う。父親を見つめて、


「だから、早く言えよ。ショック受けたって、我が慢まんすっからさ。そういうのもう、慣れたしさ。だから、気にせずずばっと言えって。一人で辛つらそうな顔してないで、こう、なんつーの？　言葉じゃうまく言えないけどさ、その、俺にも手伝わせろよっていうか……ってああもうくそ、なに言ってもダサくなってうぜぇなぁ」


　と、寝ねぐせのついた頭をかく。父親からもらった右みぎ腕うでで、頭をかく。


　それに父さんはあははと笑う。しかし父さんの顔はそれでも、こちらを心配するように、少しだけ暗くて。


「……そんなに、言いにくいことなのか？」


　と、ライナが聞くと、父さんは、どうかな、と呟つぶやいて、


「おまえは、優しいからさ」


「……そりゃつまり、俺がやったことで、まずいことが……」


「いいや。さっきも言ったけど、おまえは間ま違ちがったことは一つもしていない。ただ、ちょっとだけ知らないことがあってね。だからそれを教えにきたんだ」


「知らないこと？」


「うん」


「俺は知らないことばっかだぞ？　親の顔すら最近まで知らなかったしさ」


「…………」


　しかしそれに、父さんは答えない。どういう順序で話そうか、それを考えてるようで。


　そしてライナも、


「…………」


　もう、話すのをやめた。


　ただ、父さんに言われたとおり、なにを言われても心が揺ゆれないよう、準備だけすることにした。


　すると父さんが口を開く。こちらを見つめて、


「……あの、ガスタークとの戦争で、おまえは力を使ったろう？　そしておまえは力に目覚めた。おまえの中にいた、『悪あく魔ま』の力に目覚めた」


　と、言った。


　そしてそれに、ライナはうなずく。


「……あの、道どう化け師しの格好をした、『すべての式を解く者』のことか？」


「そう」


「あいつはいったい、なんなんだ？」


　その問いに、父さんは答える。


「僕が入れた、『悪魔』だ。元は『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』っていう、強大な化物でね。僕はその、『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』を、二つに切り裂さいて、君の中に入れた」


　という言葉に、ライナは聞く。


「それは、俺が『複写眼アルフア・ステイグマ』を暴走させて、死なないように……？」


「そうだ」


「悪魔を入れると、『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴走しなくなる？」


　そう聞くと、父さんは少し困ったように眉まゆ根ねを寄せて、


「その話をしだすとまた長くなるから、それはあとにしよう」


「すっげぇ気になんだけど」


「でも先に、大事な話をすます」


「ショックを受ける話のほうを？」


　すると父さんは悲しげな顔のまま、


「そう。ショックを受ける話のほうを」


　と、言った。


　それにライナは、うなずいた。


「……いいよ。わかった。そっちをやろう」


「うん」


「話の腰こしを折って、悪かった。話してくれ」


　そう言うと、もう一度父さんはうなずいて、続けた。


「君に入れたのは、『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』の、『寂しがりライナ』のほうだ」


「うん」


「『寂しがりライナ』の力は、『女め神がみ』たちすら怯おびえるほどにとても強大で……というか、ライナももう見たね。コントロールが利きかなかったろう？」


　それにライナはうなずき、そして思いだす。


　あの、戦場での出来事を。


　戦場で暴れまわるアルファを消すために。


　空を飛び回るグロウヴィルを消すために、ライナは力を放ったのだが、しかし、力のコントロールが利かなかった。いやそもそも、コントロールが利かないことは、力を放つ前からわかっていた。


　あまりに自分の力が大きすぎて、とても管理できるような代しろ物ものじゃなかった。


　そして結果、


「……俺は大勢、その力で殺した……おまけに力が止まらないのを知ってて俺はその力を……」


「知ってる」


　と、父さんは遮る。


「そしてさっきも言ったが、それは仕方がなかった。仲間を守るためだったんだから。ああしなきゃ、おまえも、仲間も、みんな死んでたんだから」


「……うん」


「だから、自分を責めるな」


「いや、さっすがにまったく責めないっていうのは無理だけどさ……でも、わかってるよ。仕方なかったっていう理り屈くつ自体は、理解してる」


　それに父さんはうなずく。そこまでの話は、もうわかっていることを再さい確かく認にんするような、そんな口くち振ぶりだった。


　だから、もっとひどいことがあるのだ。


　百万人以上の人間を殺したのよりも、さらにひどいことがあるのだ。


　それにライナは、


「…………」


　彼は、話を聞くのが少し、怖こわくなる。


　あれだけ身構えろと言われたのに、それでもやはり怖くなって、逃にげだしたくなる。


　でも、もう逃げるわけにはいかなかった。みんな我慢してるのだ。辛いことなんかたくさんあるのに、我慢して、前に進もうと努力してるのだ。シオンがそうしていたように。母さんがそうしていたように。父さんがそうしていたように。


　俺も。


「…………」


　俺ももう、逃げるわけにはいかなかった。


　だから、彼は聞く。


「それで？」


　と、聞く。


　すると父さんが言う。


「君があの力を使うときに……君が力に目覚めて、あの力を使おうとしたときに、実は僕の魔法を、発動してたんだ。君にはバレないように、君の中に魔法をかけていた」


「魔法？」


「そう」


「どんな魔法？」


「うん。結構たくさんかけてたから一つ一つを説明するのはめんどうなんだけどね。たとえば大勢を殺したことで、僕に会うまえに自分を責めて死んだりしないよう眠ねむらせたりさ」


　という言葉に、ライナは言う。


「ああ、あのすげぇ過保護な魔法な」


「そうそう。その過保護な魔法」


　と、言って父さんは笑う。


　それから続ける。


「あとは、記き憶おくを取り戻もどしたおまえを悪魔が喰くらおうとしないよう、悪魔の力を減退させるための魔法もかけていたんだけど……でもそれは発動しなかったみたいだ。なぜか悪魔は君のことが好きになったみたいで、自分から君に意識を喰わした」


　という言葉に、再びあのときのことを思いだす。


　道化師の格好をした、自分そっくりの悪魔のことを。優やさしく母親の体を胸に抱かかえて、おまけに母親が死んだことに驚おどろくライナを、気づかうようなことまで言ってくれたあの、悪魔のことを。


　で、あいつは俺に、仲間を守れと言った。


《だってそう、決めたんだろう？》


　と。


《目に映るすべてのものを救いたいって。化物の自分が、もしも誰だれかを救うことができるのなら、それなら、なにもかもを救いたいって、そう決めたんだろう？　違うかい？》


　そんなことを、悪魔は言った。


　そして悪魔は、力を貸してくれた。


　いや、力を貸してくれた、という言葉は、あのときの感覚を正しく表していないかもしれない。


　悪魔はもう、自分の中にいた。


　悪魔のすべてはもう、自分と完全に同化してしまっていて。


　そしてライナは自分の力のように、あの悪魔の力を使った。


　異常なまでに強大な力を使った。


　そして大勢を殺した。


「でも君があの力を使ったときに……」


　と、父さんが言う。


「実は君は少し、記憶をいじられてるんだ。本当ならわかるはずだったことを、わからないようにされてるんだ」


　なんてことを、父さんが言った。


　それにライナは聞く。


「……それは、父さんの魔法のせいで」


「そう」


「俺は記憶をいじられてる？」


「真実が見えないようにされてる──って言ったほうがいいかな」


　それにライナは父さんの顔を見つめて、


「俺からいったい、なにを隠かくした？」


　と、聞く。


　だがそれに、父さんはすぐには答えない。やはり躊ちゆう躇ちよするように、少し言い淀よどんでから、


「……ライナも魔導学を学んでるはずだから、大きな力を動かすにはそれと同じだけの代だい償しようがいるってことは……」


　が、それを遮さえぎって、


「もうそういう前置きはいいって。んで、そろそろ核かく心しんにいってくんないかな。そうじゃなくても、ショック受けないようにしろとか言われてさ、俺、ずっと緊きん張ちようしてんだから……それが解ける前にずばっと言ってくれよ」


　と、ライナが言うと、父さんは言葉を止める。そのまましばらく黙だまりこむ。いや、黙ったのは一いつ瞬しゆんだけだったかもしれない。でもなぜか、その一瞬がとても長く感じられた。


　そして父さんが、口を開いた。


「……ガスタークの王が使う、グロウヴィルは、使用者の体を喰って、力を発動する。その構成は、見たよね？」


　それにライナはうなずく。


「見た。あの蛇へびが、使用者の体を……って、ちょっと待てよ。じゃあ俺が使った力も……」


　それに父さんがうなずく。


「代償がいる」


「で、でも俺、なにも失なくしてないぞ？　それに力を使ったとき、代償を奪うばうような構成が俺の力には……」


「なかった？」


「ああ」


「でもそれ、僕の魔法のせいだ。君がその構成を見ることができないように、魔法をかけた」


「じゃ、じゃあ、俺はなにかを失ったってことか？　それも自分が知らないうちに」


「うん」


「それ、なんだよ？　あの、やっぱ寿じゆ命みようとか、そういうの？　寿命が十年くらいどかーんとなくなったとか、そういうのか？」


　ライナがそう聞くと、それに父さんは悲しげな顔で、


「もっと悪い」


　と、言った。


　それにライナは、


「……もっと、悪い……？　って、寿命が減るのよりも、もっと？」


「うん」


「それ……それ、なんだろ。ちょ、まじで怖いんだけど……父さんがこんなに話すの躊躇するってことは、あの、ものすごくショック受けるんだよな、やっぱ」


「…………」


「あ、いやでも、聞かないと……まずいもんな……もうやっちゃったことだし……あ～、くそ。いいや。言ってくれ。準備した。いいよ。聞くよ」


　と、ライナが言うと、父さんが答える。


　こちらを真っ直すぐ見つめて、


「ライナが使ったあの力は……」


　と、言う。


「おまえが使ったあの力は、その代償に……おまえが大切に思っている人間の命を一つ、奪うんだ」


　と、言った。


　それにライナは一瞬、父さんの言葉の意味がわからなくて、


「へ？」


　なんていう、間ま抜ぬけな声を出してしまった。


　それから、聞く。


「……俺の、大切に思ってる人間の命？」


「うん」


「それって……」


「今回の場合は、母さんが……」


　刹せつ那な、


「噓うそだ!?」


　と、ライナは叫さけんでいた。


　あれほど動どう揺ようするなと言われていたのに、ライナは、


「じょ、冗じよう談だんだろ……ふざけんなよ。じゃあ、じゃあ俺が母さんを……」


　が、父さんはそれを遮って言う。


「違う。母さんは望んでそうしたんだ。おまえのせいじゃない」


「でも」


「おまえのせいじゃないんだ、ライナ！　だから落ちつけ。おまえが殺したんじゃない」


「……そんな」


「母さんは自分から、それを望んだんだ。おまえが力を使うときに、一番初めに自分の命が使われるよう、僕に頼たのんだ。そして僕はそれに応こたえた」


　それにライナは、父親をにらみ、


「なんでそんなことしたっ!?」


　そう叫んだ。


　それに父さんが応える。


「おまえを救うためだ」


　と、応える。


　それにライナは顔を歪ゆがめ、


「そんなの……そんなの頼んでないだろうが!?　俺が助けてくれって言ったのかよ!?　俺がそんな、そんな……命を捨ててまで助けてくれなんてそんなことを……」


　しかしもう、それ以上は言えなかった。吐はき気けがするほど、胸が痛くなって。立っていられないほどに、頭が痛くなって。


　彼は震ふるえる。


　ガタガタと震える。


　俺はいったい、なにをやってるんだと、震える。


　仲間を守るために力を使ったのに。


　大切なものを守るために力を使ったのに。


　なのにそのせいで、母さんが死んだ。


　俺が殺した。


「俺が……俺がまた……」


　が、そこで突とつ然ぜん、父さんが動いた。一歩前に出る。たった一歩、前にでる。


　なのにそれだけで、父さんとの距きよ離りが一気に縮まる。父さんはそのまま左ひだり腕うでを振ふり上げる。拳こぶしを、振り上げ、それをライナの顔面にたたきつけて。


「……ぐぁ」


　顔を殴なぐられ、ライナは後ろに下がる。いまの衝しよう撃げきで口から血が出たのがわかる。


　それに顔を上げて、父親をにらもうとする。


　だが顔を上げる前にまた、殴られてしまう。


「…………」


　それもさっきよりも強く、殴られた。一瞬意識が飛びそうになる。だがなんとか踏ふみとどまり、もう一度前を向こうとして。


　しかしそれも、意味がなかった。今度は後ろから頭を蹴けり飛ばされる。一瞬意識が飛ぶ。戻もどる。するともう、彼は地面に倒たおされている。


　背中に父親が乗っていていて。困ったような顔で背中に座っていて、


「……ふむ。痛かったろ。ごめんな」


　と、言う。


　それにライナは顔を上げ、


「……どけよ」


　と、言うが、それに父さんは肩かたをすくめる。


「久ひさし振ぶりに息子むすこに触さわれて嬉うれしいから、どけないなぁ」


「どけって」


「……もう、落ちついた？」


「…………」


「落ちついてないなら、どけない」


「…………」


「まあでも、そう簡単に落ちつくのは無理か……ならこのまま話を聞くといい」


「…………」


「母さんを殺したのは、君じゃないんだ、ライナ。僕だよ。僕が彼女を殺した」


「…………」


「だって、断ることはできたんだから。ライナのことはあきらめて、二人だけで暮らそうって、僕は彼女に言うこともできたんだ。でも、僕らはそれを選ばなかった」


「…………」


「だけどそれは、僕らが勝手に決めたことで、君が口出しすることじゃない。君はさっき、そんなこと誰だれが頼んだ～ってさ、僕に言ったけど……でも、親ってそういうもんだぜ？　頼まれなくても、こういうふうになっちゃうんだよ。なんせ僕らは、君のことが心から好きなんだからさ」


「…………」


「それに、子供のために命ぐらい懸かけさせてくれよ。それは親の権利だろ？」


　と、おどけた様子で父さんが言う。


　それにライナは父親を見上げ、


「でも俺は……そんなこと頼んでないんだよ」


　と、言う。


　すると父さんは笑う。


「知～るかよ。パパのが偉えらいんだから、言うこと聞きなさいって」


　なんてことを言う。


　それにライナは、


「…………」


　彼は、泣きそうな顔のまま、苦く笑しようした。


「……俺が……俺がガキだから、理解できないのかね……」


　というと、父さんはまた笑う。


「そうそう。だから恋こいをしろって言ってるだろ？　で、子供でも生めよ」


「……でも」


「さきに一つ言っとくけど、その目は遺伝しないよ」


「…………」


「いや、それに遺伝したからって、なんだって言うんだよ？　もし子供の目が呪のろわれてたって、そのときはおまえが全力で守ればいいだろう？　命いのち懸がけで、子供を守ればいいだろう？　ちょっとおまえ、いい加か減げんにしろよ。くだらないことを怖こわがって、人生を台無しにするんじゃないよ。なんのために僕らが命を懸けてると思ってんだよ。ちゃんと幸せになるための努力をしてくれって。毎日笑ってさ、好きな子とかも作ってさ、誰よりも幸せになってやるって、叫んでくれよ。そうしてくんなきゃ僕ら……こんなに必死になってる僕らが……馬ば鹿かみたいだろ？」


　そう言って、頭をぽんっと、殴られる。そのままわしゃわしゃと髪かみをなでられる。


　それに。


「…………」


　やはりなにも、言えなかった。


　まるで自分が本当に幼い、子供になってしまったような気分になってしまって、なにも言えなかった。


　するとそれに、父さんはまた、あははと笑った。髪をなでながら、


「……その反応だと、伝わったかな？」


「…………」


「やっぱりライナは、いい子だなぁ。イルナに似たんだなぁ」


「…………」


「さてと」


　と、そこで父さんが立ち上がる。背中が軽くなる。


「……これで、重要のなことは全部やった」


　と、そう言った。


　それにライナは、慌あわてて顔を上げ、


「ちょ、まさかもう……」


　が、それに父さんはにんまり笑って、


「あ、いまの言葉の感じで、僕がいなくなると思ったんだろ？　で、寂さびしい？　ライナちゃんはパパがいないと寂しいって？」


　と、むかつく顔で言ってくるので、それにライナは顔をしかめ、


「……ち、違ちがうけど……でもまだ知りたいことが……」


　しかしそれに、父さんは笑う。


「大だい丈じよう夫ぶ。まだもう少し、君のそばにいるよ。もう少しだけね」


　と、言った。


　もう少しだけ──その言葉の意味がちょっと気になるが、しかしやはり、ライナはもう質問しなかった。


　というか、さっきからずっと子供扱あつかいで、こちらが聞きたいことはまるで教えてくれないのだ。そして、すべてを管理されてしまっている。


　心の動きを。


　泣いたり、笑ったり、ショックを受けたり、その傷を癒いやしたりと、もう、なんだかすべてを管理されてしまっていて。


「……親って、うぜぇなぁ」


　とライナが言うと、


「でも会えて嬉しいだろ？」


　なんてことを父さんは言ってきて。


　それにライナは、立ち上がる。服についた土を払はらう。膝ひざ、腰こし、胸と、手でぽんぽんっと払いながら、


「……うん」


　と、小さく言う。


　そのとき父親がどんな顔をしていたのか、恥はずかしくて見ることができない。


　だから彼も、空を見上げる。


　すると空は徐じよ々じよに白み始めていた。


　夜が、明けるのだ。


　魔ま法ほうのせいでずっと眠ねむり続けていたから、あの戦争からいったい、どれくらいの日にちが経たったのかがいまいちよくわからないのだが、しかし、夜が明ける。


　それに父さんが言う。


「……さて、そろそろみんなにかけた『睡すい魔ま』の魔法を解とこうかな……」


　と、そう言う。


　そして『睡魔』の霧きりを生みだす雲のほうを見つめ、


「……あれ」


　と、言った。


　それに、


「うん？　どした？」


　と、ライナが聞くと、父さんは雲のほうを指差して、


「魔法が、消えてる」


　と言う。


「父さんが消したんだろ？」


「いや、消してない。そして僕が消さない限り、あの魔法は消えないはずなんだけど……なぜか消えちゃった」


　その言葉に、ライナももう一度、霧を発生していた雲のほうを見る。


　すると確かにそこにはもう、雲がなくなっていた。


　おまけに魔法が解けたせいか、すでに誰かが起きだしてきているようだった。


　一人の男がそこにいて、こちらを見ている。


　歳としの頃ころは、ライナの二、三才歳さい上くらいに見える、若い男だった。


　黒い髪に、まるで聖職者かなにかが着ているような、きっちりと整った漆しつ黒こくのスーツ。


　その男がこちらを見つめている。


　爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみで。


　黒い瞳の中央に浮うき上がっている、朱しゆの十字の模様で、こちらを見ている。


　それでライナは、そいつが誰なのか、気づいた。


　以前に、ライナを連れ去ろうとした男だった。


　魔ま眼保持者の集落へと、ライナを連れていこうとした男だった。


　彼の名前は、ティーア・ルミブル。


　ライナが持っていた『複写眼アルフア・ステイグマ』とは、また別の魔眼を持つ男。


　彼の瞳に浮き上がる朱の十字は、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』とかいう名前なのだという。


　そして彼の瞳は、人を、魔法を喰くらうのだ。いや、もう少し正確に言うと、人の中にある、魔力を生みだす源を喰らう。


　そしてそれを自分の力へと還かん元げんしてしまうのが、彼の能力だった。


　その瞳を、父さんは見る。そして少しだけ嫌いやそうに顔をしかめ、


「『殲滅眼イーノ・ドウーエ』……そうか、おまえが『睡魔』の魔法を、喰って消したのか」


　と、言う。


　するとそれに、ティーアが笑って、


「はっ。また人間はその目か……僕を、僕らを見下して、いったいおまえらは何様のつもりだい？」


　なんて言ってきて、ライナはさらに思いだす。


　ティーアは本当に、人間が嫌きらいなのだ。


　だからそれに慌てて言った。


「いやいや、ティーア、こいつは……ええと、この人はそういうんじゃないんだよ。あの、俺の……」


　しかしそれに、ティーアが続ける。


「父親だろう？」


「あん？　知ってんのかよ」


「知ってる。僕らはすべて知ってる」


「じゃあ……」


　が、その言葉を遮さえぎって、彼は続けた。


「でも、騙だまされるなライナ。僕らには、親なんていない。僕らは人間じゃないんだ。人の親なんていない……」


「いや、あのさぁ」


「それにそうじゃなくても、そいつはライナの親じゃないよ」


「って」


「僕の主あるじはそいつが一番やばいと言ってた……そいつが一番狂くるってるんだそうだ。だから殺さないと……いま、すぐに殺さないと……僕らの大切なライナが、誘ゆう惑わくされな……」


　が、そこで今度は父さんが言う。


「騙されるなよ、ライナ。というか、ほんとにこいつ、間が悪いな……」


「ちょ、おまえら、俺が理解できないとこで勝手に話を……」


　が、さらに話は続く。


　父さんが言う。


「いや、それともあの女は、このタイミングを狙ねらって刺し客かくを寄こしてきてるのかな……なんせ未来が見えるんだもんな、あの、『未来眼トーチ・カース』は。で、『未来眼トーチ・カース』は君に僕を殺すよう命じた？」


　するとティーアがうなずく。


「そうだ、化物」


「化物、ね……まあ、よくそう言われるけどさ、でも、できるかな？」


　だがそれに、ティーアは笑った。


　真っ赤な唇くちびるを開き、


「できるさ。なにせ主はもう、おまえの死を予視してる」


　と、言った瞬しゆん間かん、ティーアが動いた。


　そしてその動きはライナの目でもとらえられなかった。速い。あまりに速すぎる。フェリスの比じゃない。


　それにやはり父さんは顔をしかめ、


「……くそ、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』がくると知っていれば、魔法は使わなかっ……」


「もう手て後おくれだ、人間」


　と、背後で声がする。


　続いてどんっという、鈍にぶい音がする。


　ライナはその音に反応して、そちらを見る。


　すると父さんの背中から胸へと、ティーアの腕うでが突つき抜ぬけていて。


　さらにティーアの手は、父さんの心臓を握にぎっていて。


「…………」


　ライナはそれに、悲鳴をあげかけた。その、信じられない光景に、悲鳴をあげかけた。


　しかしその前に、父さんが口を開く。


「……あいにく、それじゃ死なないんだよ。もう人間じゃないんでね」


　なんてことを言って。


「って死なねぇのかよ！」


　と、ライナは思わず怒ど鳴なる。それからちょっとだけ安あん堵どの息をついて、


「あの、と、とりあえず落ちつこうぜ。状じよう況きようがわかんねぇよ。なんのためにおまえら戦ってんのよ？」


　と聞くが、やはり答えてもらえない。


　ただティーアは父さんの心臓を握ったまま、


「死なないのも、知ってる。すでにあなたの体は実体を失っていて、誰だれにも手がだせない……と、いうことにしたいんでしょうがね、でもほんとは違う。あなたの体はすべて魔法でできている。あなたの魂たましいはすべて魔法でできている。なら、僕の目は……魔力を喰らう、僕の目は……」


　そこで、父さんがティーアの腕をつかむ。そして胸から引き抜こうとする。あきらかに慌あわてていて、その場から逃にげようとする。


　だが、腕は抜けない。


　腕は抜けない。


　胸を貫つらぬいた腕は、まるで抜けなくて。


「……うんざりするでしょう？　僕ら『殲滅眼イーノ・ドウーエ』の生まれた理由は、どうやらそれだというんです。誰も手がだせないあなたを、殺すためだけに生みだされた化物。『司祭』があなたを殺すためだけに生みだした化物。おまえに人生のすべてを狂わされた──化物が僕らだ。だから、そのお返しをしましょう。僕に喰われて……」


　そこで、ライナは言う。


「やめろティーア!!」


　と、ライナは怒鳴る。


　だがティーアはやめない。目を大きく、これ以上ないほど大きく開く。すると黒い瞳の中央に、朱しゆ色いろの十字が浮き上がる。




[image: ]


　その十字がどういう構造なのか、ライナの目には見えてしまう。相手の魔力を喰らい、自分の体に吸収してしまうという、特異な構造が見えてしまう。


　おまけにもう、その目は吸収を始めている。父さんの体を、魔力を、魂を、吸い始めていて。


　さらにティーアは口を大きく開く。その口に呼応して、瞳の力が増していく。父さんを喰らう力が増していく。


「やめてくれ、ティー……」


「僕に喰われて、消えろよ、ニンゲン」


　と、ティーアが言った。


　そしてティーアは、腕を胸から抜く。心臓を握ったままの腕を抜き、それをぎゅっと握り潰つぶし、目に吸収する。


　その、瞬間。


「…………」


　父さんが倒たおれた。


　なにも言わなかった。


　悲鳴一つあげなかった。


　ただ、くずおれるように地面に倒れてしまって──


　ライナはそれに、


「…………」





　それに、今度こそ悲鳴を上げた。






　あとがき







　と、いうわけで帯で見た方もいらっしゃいますでしょうが、なんとついに伝勇伝、アニメ化でございまーす。


　おーすげー、アニメだって！


　でもその話はとりあえずあとでするとして、『大伝説の勇者の伝説７』は、いかがでしたでしょうかー？


　ついにあの二人が出会って、いままで張っていた伏ふく線せんの回収が一気に始まりました。でも伏線うんぬんより、ライナがあんな感じになりました。ライナだけじゃなく、みんながこんな感じになっていきます。って、こんなとかあんなとかで読んでない人はまるでわからないね！　（笑）


　でも今巻はかなり満足いく感じで書けたと思うんですが、どうでしょうかー？


　と、ネタバレになってしまわないうちに作品の話は終わって、再びアニメの話へー。


　おーすげー、アニメだって！　（さっき書いたけど（笑））


　おまけにとんでもないくらい素晴らしい、でっかい感じでアニメになっちゃいそうなので、なんというか、感謝ばっかりです。


　おまけに運もいいです。アニメ化希望と言い続けてくれていたファンのみんなにもちゃんと胸を張って応こたえられるようなすごいことになりそうなので、なんか僕は泣いちゃいそうです。


　だってさー。


　監かん督とくやシリーズ構成さんが、すげぇ伝勇伝好きになってくれてるのよ！　もうほんと、こんなに恵まれた環かん境きようってあんま僕、聞いたことないくらいすごく恵まれてるんです。


　というのも僕、ほとんどシナリオ打ちに顔出させてもらっているんだけど、


構成「ここはこうでしたよね！」


僕「そ、そうでしたっけ？」


構成「私が作った表見せますね！」


監督「ところでここどういう気持ちで書いたの？　これは？　これは？」


僕「あーこれはこうです。なのでこうしたらどうでしょう？」


監督「いいね！　じゃあもっとこうしたら……ここをこうしたら、どうよ！」


僕「うおおおおそれすげぇえええええ！　ゾクゾクきた！　それ僕もやればよかった！」


監督「いや僕もやればよかったって……」


構成「よし、ホワイトボード持ってきてー！　ここの時系列書いてみせるからー！　ああもうしょうがない！　この話は重要だから、この話も私が書きます！　でもこれも書いたら私のスケジュールやば──い！」


　とかね、まじでそんな感じでいま脚きやく本ほんが書かれていってます。


　僕の意見みんな超ちようしっかり聞いてくれて、おまけにそれをもっとよくするぞ、みたいな感じで、原作者のはずの僕が見てもすげぇいいんです。やばい。まじで言うんだけど、原作よりおもしろかったらどうしよう……（笑）。


　ちなみにこれは書くな、と言われたことなのですが、監督もこんなことを言いました。


監督「ああ、絵コンテ、何人かに任せて描かこうと思ってたけど、こんなに内面の葛かつ藤とうをしっかり見せるとなると、こりゃもう、俺がほとんど描かないとダメだなぁ……」


僕「と、監督が言った。なので絵コンテは全部監督が描いた──と、あとがきに書いておきます！」


監督「ちょ、ちょっと待てぇ！　まだ描いてないから！　反論！　反論する場所は!?」


僕「えへへ～」


　というようなやりとりがあるほど、みんなで仲良く頑がん張ばってます。


　ほんとにすごいことになりそうなので、楽しみにしててください！


　というか、もしアニメになるとしても、こんなふうにはならないだろうな、なったらいいだろうけど、ならないだろうな、と、思っていた夢のような一番いい形になってしまって、僕はなんか、逆に不安だよ！　（えー笑）


　ってか、アニメ化～って話になるまでにはいろんな人の助けが必要でね。伝勇伝を好きだ！　と叫んでくれる人たちの助けが必要でね。ほいでなんかもう、紆う余よ曲きよく折せついろいろあったんだけど、結局これかよ！　こんないい形になっちゃうのかよ！　と。


　でもそれもこれも結局、すべて、みんなが応おう援えんし続けてくれたからだと思います。


　もうそればっかりだと思います。


　こんなに長い話をみんなが応援して読み続けてくれて、富士見書房様が愛し続けてくれて、それでその間、なんと誰だれもあきらめなかったんです。アニメ化～ということだけでいうと、あきらめてもおかしくないタイミングもたくさんあったんですが、みんなが決断のタイミングではあきらめなかったし、助けてくれたんです。


　なんてこった！　なんて伝勇伝は愛されてるんだ！


　そしてそういう光景を見るたびに、もう、僕の力なんてほんと、ささいな部分だけだなぁって、いつも思います。


　作品は一度書きあがってしまうと僕の手を離はなれて、回りの人たちや読んでくれている人たちがいろいろな想いを込めていってくれて、僕だけのものじゃなくなっていくから。


　だから、みんなで最後に笑えるように、応援してくれたみんなが笑えるように、僕も一生懸けん命めいがんばりたいと思います！


　いやー、ついにここまできたよ初代超敏びん腕わん凄すご腕うで担当Ｍさん！　それにイラストずっと描いてくれてるサオティ！　歴代の担当さんに、伝勇伝を信じて、全面的にバックアップしてくれてる富士見書房のみんな！


　なにより、ずーっと伝勇伝に付き合ってくれてる読者のみんな！


　僕の力なんてほんのわずかで、みんなに助けてもらってばかりだったけど、もっと頑張るので、みんなですげーことしようねー！　お祭りお祭り！　（笑）





　さーらーにー。


　来月にはもう伝勇伝ゲームが発売されてしまいまーす！　これはもうあとがきにも書いたことあるからみんなも知ってると思うけど、サオティ描き下ろししすぎ！　死ぬううう死ぬううううと叫びすぎ！　（笑）


　サオティの日記には、「生き急ぐ伝勇伝チームは……」みたいなことを書いてたけど、サオティが一番走ってるよー！　もう、ゲーム愛炸さく裂れつさせてました！


　まだやってないけど、僕もやるの楽しみです！　みんなもやってみてねー！





　と、そんな状況でーすというのを書いたところで、今回はなにげにあとがき枚数が少ないのでこのへんで終わります。


　でもって、ドラマガでは伝勇伝が表紙で、アニメ発表してまーす。さらに巻頭特集や、ライナたちがアニメについて語りあう短編とか伝勇伝祭りです。他にも短編再録にサオティの新描きおろし～みたいのもあるはず！


　さらに伝勇伝と同時に頑張っている『いつか天てん魔まの黒ウサギ』の短編や特集もあります！


　あ！　あとピクシブ＆ドラマガ合同イラスト企画で賞を取った方のために、僕はショートショートをゼロから書き下ろす、なんていうこともしてます。サイバーパンクで、みたいなお題で書かされたんだけど、すげぇ楽しんで書いた！　もしよければそちらも読んでみてくださーい。ちなみにこれ、富士見の偉えらい人に褒ほめられたぜ！　やった！　（笑）





　と、ドラマガはかつてないほど鏡貴也祭り炸裂です。僕の原稿だけで、１５０枚もあるとかアホかと!!　さらに来月は、新シリーズまで立ち上がります。といっても『いつ天』のドタバタ高校生活編なんだけど。


　でもタイトルがすごい。


『紅くれない月光の生徒会室』だよ！


　男の名前がタイトルに入ってる作品なんて、いまのラノベ界ではあんまないんじゃないだろか（笑）


『いつ天』読んでなくても読めるようになってるから、ぜひぜひこの機会に読んでみてくださーい。





　と、まあ、今年は過去最大の鏡貴也祭りな一年になる気がする！


　なのでみんなよろしく！


　そして、あけましておめでと──！　（いまさら！）





　じゃあ、あけおめ言ったところで、今回はこれくらいでー。





鏡貴也公式ＨＰ　http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也





大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ７


初恋と死神





鏡かがみ　貴たか也や
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